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2，3∞円- 4，8的可( 材 E共
当.3平方米価格

一三星の弾性床タイルは何れも製法の

日本の多湿多雨のえ専売特許品で、

舶来品の候でも f憂れた' 性能をもっ、

追陀ｾＢ午さない製品です。

@特

施工後故障が少い・工期がヰい

価格が手ごろである・子人掃除が簡単

色彩が自由に選沢出来る・永持ちする

お
(911) 1 1 8 1 ( j ¥j 

( 866)  6  1  0  1  (ft 

( 組) 5  9  5  1  ( 仰

(441)  9  9  1  0  (代

.E量外には使ー用出来ません

- 各製品毎のカタログ見本

技術報告oを御筒求下さい

三 星 ル ー フ イ ン グ の

田息応用化工株式



ヨ-キヨ-セメント

| 大阪窯業セメント株式会社 1

本 社

東 京 支 1苫

名 古 屋 支1苫

工 場

大 阪 市 北 区 堂 J白 浜 通 l 了 日 2 5 新 大 ピ ノ レ !大j

東 京 削 千 代 田 区 丸 の 内 郵 船 ピ ノ レ 内

名 古 屋 市 中 村 区 住 友 銀 行 名 古 屋 駅前 支がf ピ ル 内

大 阪 . ＨＱｾ＠ ":欠 ・ 結 峨 ・ 尚 知 ・徽 浜

す ま い を カ ラ ー 設 計 す る 美 し い 床 材

美しい床材をつく って40年

• f.呈よい強i力' 性

・ 美 し い 色 彩

@ 工 事 が 簡 単

・ 価 格 が 手 頃

ピ= ヲートwm叩

各 種 製品 リノリユ ーム ・リ ノタ イル・ N タイル・ス ポ ン ジシート

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

大阪 ・ 大阪市南区』即 ｾｉｕｔ Ｉｦｦｩり Ｔ 丁目Ｈ 三 和ピルＩ T E L  271 - 5051  ( 代)

東 京 ・東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁 目 ( 三和ビル) T E L  561  - 1701. 2564 



は 新 時 代 の 形 鋼新 時 代 の 建 設 に

NKK- T 形鋼

用 圃 各 種 1 ，H ， T 形 鋼 用

. 各種オープン クエプ材用

途 ・ 非 対 称 断 面 形 鋼 用

戸

引 U

富

容

量

ヵ:

ズ7 カミ

接

イ

特 . 溶

長 . サ

日 本 鋼 管

"  

あ な た の 会 社 の 合 理 化 は

平 ＱＱＱｾｍｐｬｬ ミイラで
直ちに O K /

あなたの工場での蒸気単価はいくらですか ?

M P ボイラでは560円/ T ON を保証致します。

製品のコストダウン

卒 川 鍛 工 所

T  E  L  (458)  3 6 3 1  - 5  

T  E  L  (272)  2  7  2  1  ( 代)

T  E  L  ( 52)  4  8  6  2  

T E L 野洲局 4 0 5

社

大 阪 市 大 淀 区 大 仁 西 2 の 1

東 京 都 中 央 区 八 重 洲 6 の 7

小 倉 市 吉 野 5 4 5

滋 賀 県 野 洲 郡 野 洲 町 三 上

本ネJ . ・工場

東京営業所

九州出張所

滋 賀 工 場

武キ米



. あ な た の 忠 実 な …

ドアーボーイ/

来 紫 綬 護 家 に 輝 ぐ 米

a ・米 ・笑 ・独 ， 各 国 特 併

昌 明 也 '

1i 7 ・苧Z噌"

日 本 金 異 製 作 所

組 造 元 ヂ' ( / ( ヲ工業様式曾栓

亜 鉛 錨 金 の 上 に 塗 装 し た

キ ン ゲ ス プ リ ン グ ン ヤ y タ ー

ｊｊ えかい断まざ ｉｾｉ をく ｬ ま ｖ た・…

. ス プ リ ン グ シ ヤ ';1 ター . 重 量 ス プ リ ン グ シ ヤ y ター

. 自 酎 シ ャ ッ タ ー ・ 手 動 電 動スチーノレシヤ y ター

製 状 侵 ， 聖

書 支 障 絶 無

Ｃ韻事世耕摂即骨 Ｔ 高信事誌で Ｒ 雪宮司一ｾ司唱

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

詳細 カ タ ロ グ呈 上

本社・工場 大阪市西北川区間4 / 3 3 T E L ⑪ 28 12、3. 3116・ω 14

車 京 支 広 東 京 防 止田区新 J Ho5 ノ 5 4  7  T  E  L  (771) ー 1171

名古居宜山 名古屋市中区下回醤町2丁目 7畠I由T E L ⑫ 5954 .6324 

出 弧 iitj 岐 阜 . 京 都 . 神 戸 . t前 ifi . ｩｾＮ 福岡
その他出 ｾｍ 所 ｴＴ ｉＧ ｊｾｉＮ 全国工事郡市にあり
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“ 軽い" しかも“ 強い"g

さすが住友製と好評

産 業 活 動 の 大 動 脈一一一鋼 管 。

そ の 銅 管 と 四 つ に 組 ん で 半 世 紀 !

“ 鋼 管 な ら 住 友" と 欧 米 を 初 め 世 界 寄 国

で 折 り 紙 っ き ! そ の 住 友 が 総 力 を 結集

し て っ く り あ げ.た 角 形 鋼 管 。

“ 強 い " 鉄 鋼 は “ 重 い " と い う 常 識 を 破

っ て “ 軽 く " しかも 驚 異的 な “ 強 さ " ， 

ビ ル や 学 校 な ど.不 燃 建 築 物 の 柱 材 お よ び

部 材 な ど に ス バ ラ シ イ 人 気 で す 。

住 友 の 角 形 鋼 管

。 住 友 金 属 工 業



驚 異 的 感 価 格

性能も乗心地もトップレベル

中 高 層 建 築 に 最 も 理 想 的 な

規格型乗客用昇降機

，紅 7 " 1ペー哩

ｾ＠ 只 6 人 用 ・ 8 人! T I

.illi 転 条 件 交 流 可 変 i生J!l: 45 m/ mi n  

J操作 方 式 セ レ ク チ ブ 、 コ レ ク チ ブ

( 運 転 手 な し 来 合 全 ドI ｾ ＱｊＮ＼ ｉＺ Ｉ＠

1立ll( 表示 フラ y シュ ラ イ ト 式

1再 来 f晶 、 カ ゴ 共 1 t.文 片 引 白 !fr1J rn，

( 七 フテ ィ-.:r... .." ヂイt )

来 場 寸 法 760市 x 2050市

ｾ、

て 訪 日本エレ ベ ー タ協 会 々貝

規 格 化 ヒ 量 産

然も総てむ画期的な

特 許

ｾマ ＹＷ ＱＭ
，，) - 3 0  

シュこ7 -

食 堂 ・唖 事1苫 向

111 .  Ｇ ｉ ｾ＠ 111 1  0  0  v  / '  2  0  0  v  X  11 P  

附 岨 "i 2  5  k区 10 叶 d !.l 'l 2 0 m  

カ : f j 凶7-! ! f i 制 5 0 0 X 5 0 0 x 6 0 0 句"

押 S口式 会 自 動 置 転 ・各 階 上 下 引 骨肩 付

出 入 口 三 方 向 自 由

全 槽 摘 が 置 付 の た 的 通 路 工 事 岡 島

M - 5 0  

宜 宜 旅 館 向

三 11 1宜. 侃 20 0 V  M 11 P  

In ｾ 鼠 ＵＰｫｧ Ｑ ， ｪ｟ ｾ ｽ 辿 ｊ ｲｲＮ 3010 

カ ゴ摘 出 イ1叫 600 x  600 x  750 唱 .

押 釦 式 全 自 動 置転 ・ 各 階 よ 下 引 骨

層 付 出 入 口 三 方 向 自 由

M- l 0 0  

料 理 屈 ・ホ テ ル 牢 岨 桔 宜 ・蘭 庖

工 場 向

:=: 111 世. 1f t 200 V  1  11 P  

同 組 乱 J OQk l ( 11J 骨 i'.!!/ '1 3 0 m

Ｂ， ＺＺｦｓ 例 ｾ 4i  ｾｽｊ Ｗ Ｕ Ｐ＠ x  750 バ 900嗣ら

押 釦 式 全 自 動置 転 ・各 陪 上 下 引 骨

肩 付 出 入 口 三 方 向 。 由

M - 2 0 0  

Ｇ Ｂ記 Ｎ ｾ ｬ 2  0  0  v  2 "  P  

ｦｾ 岨 ｩ￯ ｩ ＲＰＰｫ ｾ＠ ＱＰ シ ｲ ｾｬ ＧＱ 3  0  '0  

カ コ S崎 別 9 0 0 ;< 9 0 0 、1 0  5  0 "同

押 釦 式 全 自 動置 転 ・各 階 牌 付

M - 3 0 0  

三 fll 交. I l 2  0  0  V  3  H  P  

同 組 批 3 0 0 kg: 1u 分 注 ぼ 3 0 m  

カ ゴ摘 出 1. 0 0 0 X l. O O OX l. 2 0 0哨 .

押 釦 式 全 自 動遭 町 各 階肺 付

タマ ｴｊＧｾ 工業株式委結
大 阪 市 西 区 京 H汀 掘 二 丁 目 三 十 番 地

電 話 441- 4748 ・ 0209 ・ 7788 381- 0822 ・ 2686 ・ 4527

東 京 支 庖

名古屋支j苫

京都営業所

東 京 都 北 区 岸 町 1 - 9  T E  L 東京 ( 911) 4253 ・(919) 3062  

名 古 屋 市 中 区 東 陽 町 7 ー 2 T E L 名古屋 (24)  0  3  7  2  

京郷市中京区二条通丙 iM院西入 T E L  京 航 (23)  9  5  3  2  



ト合成株式会社と技術提携

エバレヂン

日独合弁ヘ キス完全防水は

樹脂防水剤により 完成した
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ceu株式 .，.. 4' ¥."" I  ｾム ｔ 新l ド: I  ユ: ' 1 、レ弓ーノ l 豆亘
L 【 J ) 会社ー- ' .  V  J  . / ー」ラR

大 阪市 北 区鳴 尾 町 1 0 T E L  ( 341 )  6 2 6 0  

エ パ レ ヂ ン チ ェ イ ン ス ト ア ー

東 京エパ レ ヂン ヱ揖棉式 害 事土 車 京 師 師谷 区Ｈｾ ｾｬ 木 町 Ｒ Ｍ ＲＰ

京 浜 エ パ レ.チ' ノ 楠 式 会 社 東 京 師 太 田 区 越 沼 2 - 1  

中部ヱ ハ レ ヂノ エ輯所 ｴｾ 古座市西区 Ｗ ￋ ノ木町 Ｓ - 5  

東 大 阪 ヱ パ レ ヂ ン 工 障 問 布 施 市 永 和 2 - 9  0  

池 田 ヱ パ レ デ ン エ 揮 所 池 田 市 制 町 1 2  6  - 2  

枠 戸 エ パ レ ヂ ノ エ 揖 所 神 戸 市 東 世 区 住 吉 町 辺 ノ 下 1 4  5 9  

和 世 山 ヱ パ レ ヂ ノ エ 揖 所 和 歌 山 市 宇 凪 3 6  5  

北 陸 エ パ レ ヂ ノ エ 揖 所 石 川 県 小 松 市 制 助 町 3

岡 山 ヱ パ レ ヂ ン エ 車 問 附 山 市 常 町 1  4  

広 島 エ パ レ デ ン エ 措 閉 広 島 市 比 巾 山 本 町 1 1  8  0  

高 松 エ パ レ ヂ ン 工 車 問 問 松 市 民 ノ 町 4 5  

松 山 エ パ レ ヂ ノ 工 暗 所 佳 山 市 刷 費 町 ! 辻 円 前 4

今 治 ヱ パ レ ヂ ン 工 揖 所 今 拍 市 宮 下 泊 1 5 2 1  

高 知 エ パ レ ヂ ン 工 臨 所 高 知 市 宮 前 町 1 2  

幅 岡 エ パ レ ヂ ン 工 韓 間 伺 岡 市 帯 百 1 - 8 5 4 三 光 ピ ノレ

長崎エ パ レ ヂノ ヱ揖所 晶 崎市桜 ， ＡＮｾ 場 町 Ｑ 4  

沖 縄 エ パ レ ヂ ノ 工 揖 所 nJ I 餓 市 m 民 町 l  

毎 日 蝕 送 千 里 丘 総 合 社 屋 屋上 エ パ レ ヂ ン防 水 工事

完 全 な 防 水に・

ιn，u - BS Z h  

• Ji( 久に- i S fヒしない

・flll ひる (fIj J K.!; ・. : 500%)  

• - 30. C - + 70. C の:1' I! IJl IでンL 余に似川し1! ; る

園 内去、アルカリに強い

ドイツと ｈ ｕＺｲｊ ＩＧ｜ｈｾ により Ｑ ｆ， Ｑ ｴｩＧ［ Ｑ ヒ ＢＧＰＦ

ｾ ｊＱ Ｎｬ￺ 元 主キロン化学似式会社

地 盤 の 注 入 に ・ . .  

特許 If. 冨T・世''1I-:l:;!

(薬液，主入工法)

ゆ

日取綜合防 Jlc 株式§ 社
Ｎ 地 盤の 自 結 と沈下ｾＺＱ ｪ J上

. 地下水の遮断阻止 とj馬湧防 11:

取締 1支社長 山 崎 1ti ニ

祉 東京師千代間区神田Ａｾ栄町 Ｑ 的 Ｙ f大平合ピ ル2 開)

電 笛 f20l ) 7691 ( 代喪}

大臣官J i ，ii J正 大 阪 市 東 区 i { j 修 町 ) - 4 f!f:t 子ピル)

電 話 (2021 6 8 8 4

:1 事 守m"f ψ 点 応 ＢＧｾ ｦ ｬ 杭崎町 Ｖ 7113:i6 電話 ( %1 切 削

本

. 隠道地下室、貯水池 ダム等の漏i勇水防止



近代建築

の

三 和 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

ぷ、骨口

Ｚｸ，ｾ下市ロロ

勾、r(

建 物 を

ま も り

美 を

くるつ

EIOEJP!:I!1-

建設大臣登録

( ト) 4  0  8 2  

甲種 ・乙 種 防火シャッタ ー

電動式・手動式・スプリング式

英 他 の シ ャ ッ タ ー 全 般

本 底 l己山:'111，久 々loll' i コエ 23 "江 f U< ( 401 ) 5 3 4 1

大 阪 克 広 尼 崎 ，1， 久 々 tll 守 コ エ 2 3 屯代 i< (401)  5  3 .  1  

大阪商宮鍍所 屯 (611)  5  . 1 2  大阻花官製所 世 (351) 2  3  0  0  

伸 戸 宮 集 新 世 (22)  0  1  8  9  京 師 宮 貌 所 屯 (22)  0  9  0  0  

金 沢 官 無 所 司 ( 6 )  5  4  8  1  彦 機 宮 療 所 屯 2  0  5  3  

高 怜 常 鄭 所' . ; ' ( 3 ) .  2  9  0  高 知 世 換 所. ，1: .( 2 )  I  fi 7  li 

ｩｾ Ｊ 出彊所正 ( 2 ) 0 6 5 9  広 島 宮 手 前 屯 ( . ) 3 7 5 6  

岡 山 富 狼 所 世 ( 3 ) 9 0 . 9  

九 州 宣 車 kA ttl ，!i  掩 j!l .t!fJ 5  T  11 9  2  ｾ＠

小 書 官 ヨ医師 電 ( 5 )  3  2  0  1  陪 志 世 銀 所 屯

宮 崎 宮 張 所 曜 2  3  I  .. 鹿児 島宮来 所Ｚｾ
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アスヲアルト防水ほ年限保詮す3

日本アスブアルト防水エ業会の仕様による

経験ど技術のエ業会員ヘ 守

日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 工 業 会 員 名 簿
(イ ロハ)1貝〉

地 区 別 | 会 社 名

北 海 道 地 区 | 日 本 ス レ ー ト K K

東 北 地 区 | 大 和 工 業 K K 仙台出張所

井 上 涯 青 工 業 K K

伊 藤 建 材 K K  

北 条 涯 青 工 業 K K

Y  K 金 岡 興 業

高 山 工 業 K K  

渥 青 建 材 K K  

桑 原 建 材 K K  

大 和 工 業 K K  

マ サ ル 涯 青 工 業 K K

藤 井 工 業 K K  

K  K 三 柏 商 会

K  K 金 港 商 底

関 東 地 区

| 住

|  札幌市北三条束 4 ー 1

!  1111台市二日町 1 ー 2

東京都中央区銀座東 2 - 13

東京都台東区浅草田島町77

東京都中央区淡町 3 一 7

東京都新宿区相木 5 - 1172

東京都千代田区神田小川町 1- 8

東京都中央区銀座東 3 一11

東京都文京区新諏訪町 6

東京都荒川区南千住 6 - 42

東京都台東区新坂本町61

東京都文京区林町94

東京都千代悶区神 国間即JII IT 3  

横浜市西区高島 IUTl ー 1

| 中 央 建 材 工 業 K K I 名古屋市中区南久屋町 3 - 12

東 海 地 区 I _  ｾ＠ =  :: =  ｾｾｾ＠ ＺｾＺ＠ ｾ＠ I  

| 日 本 建 材 興 業 K K I 名古屋市西区南押切町 5 ー 12

日 新 工 材 K K  I 大阪市西区新11町北通 1- 17

マ ル エ ス 工 業 K K I 大阪市福島区上福島南 1 - 152

近 畿 地 区 I K  K 新 光 商 庖 | 大阪市南区塩町通 2 一13

高 山 工 業 K K 大阪営業所 | 大阪市北区老松町 2 一19

清 水 興 業 K  K  I 大阪市北区鶴野町34

広島市南竹屋町103

岡山市磨屋町22

区 Ｑ 豊永建材 ｾ｟｟ｾ I  

| 束 中 国 防 水 工 業 Y K I  

区 ｼ 大 三工業 ｾ ｾ＠ I  

I K  K 山 本 商 会 |

日 新 興 業 K K  

大 同 工 業 K K  

九 州 地 区 I K  K  工 材 社

安 藤 工 事 K K  

K K 北 原 建 材 商 会

ｾｉｊ 園地

四 国 地

高松市内磨屋町 7

松山市立町 2 - 95

延岡市本小路74

宮崎市桶通 6 - 82

門司市大盟束通10丁目

福岡市大浜 1丁目新町95

鹿児島市上之図 IUT62

Ffr fG 
町
一

拍

|ω45糾 必 仰6  

|③7 η 7 ω 閃

(541) 1974一5

(871) 5311( 841) 5729 

(551) 2676・4382

(361) 5947・(371) 1337

(251) 0161- 3・1301- 2

(541) 6945・7834

(921) 0448・0647

(891) 1144- 6・7155- 7

(841) 8501・(871) 28日

(941) 0271・2582

(251) 8867・7517

@7846・8476- 7

1@0496 …。 |
⑧6860・2574・0415

@l 3785--6・2721

@2 360・2030

⑫7195- 7・4467

⑩5976- 8  

⑮0251- 3  

|@3567 

③2211・6302

1側 7

②2717・8422

4305 

8155- 6  

⑧1468- 9  

②6968・③5765

0 0001- 2  

日本アスフアルト防水工業会関西事務所

大阪市丙|文書fiUIJ 北通 1- 18 日新工業 K K大阪営業所 ⑬ 5281- 3  



三事. . ＺＮ，，ｾ＠
株 式 会 社 水 島 商 l苫

アルミlトルタイル

ヤハ ストラス

ド

ビニール加工板

メラミシ加工板

大阪 ・大阪市西区北郷江上通一丁目

京都 ・京都市rl :'京区自11談自111烏丸西入

福岡 ・福 岡 市 下 対 島 小 路 一 二 八

工場 ・京 都 市 布 京 区 西 院 松 井111] 八

木毛セ〆 〉卜 板

力ラ- '¥ストス

え日 ＭＯｾ

ピ二床タイル

プリン ト合 板

T E L ⑬ 3514 ・8246

T E  L  @  5363 ・0214

T E L ③ 2  7  0  6  

T E L I@1  6 9 7  

30メー力一代理由

雲表 di 1長3芝桜ie

T F L  (541) ＱＸＶＱ ｾ Ｕ ・ ＲＱＳＱ ・ ＲＲＳＳ ・ ＷＰＶＰ ・ ＷＱＶＱ



奇2童. 緩勾配屋根氏

軽快た道代建築枚

‘ J  

1"，、.

8ii ヌー'¥0_;' ，ｾソイド

日施｝Ｇｾ， ｌ テン ＢＭＷ イ〉タ
伸 縮 白 地 校 工キヌハロンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シールセ〆ント

日 源 化 学 工 業 株 式 会 施

本 社手京都ZFふ;112; 二: 大阪営業所及大阪工場

営業所及東京工場 東 京 都 却11区尼久間T6- 101 大 阪 市 東 淀 川 区娼上通り 3 - 39

T E  L  (807) 代表 0161- 5 T  E  L  (391)  
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新 形 洗 面 器 の ト リ オ

ア ポ ロ

タ ナ 付 洗 面 器

. 陶告号、 金 具 七 ット

i 級 ￥ 14，200

並 級 ￥ 12， 700 

11 L 1 300 

L  1223 

%f : 匠登録

第214819号

L  1305 

意 匠 登 録

第214821号

ジ 三 ピ タ ー

タナ、ソテ' 付洗面器

陶 器 、 金 具 七 y 卜

1*及 ￥ 15，400白

並長及 ￥ 13，900 

ヴ ィ ナ ス

前 丸 洗 面 総

陶苦昔、金 具 セッ卜

l 級 ￥ 15，000

並 級 l j  13，560  

一ノogoω1ci

! 乗洋陶器株式公 1IJ
本 社 / 小 倉 工場 ｦ 小 倉 、 ｾ ケ崎、滋賀

大阪営業所 / 大阪市東区高箆橋 Tel (2304518- 9 

1  4  2  4  

強さを!

フラス・

床が一段と強〈 美 し く な

りました 技術の 川 口 ゴ ム

カイ完成した く口ン タイ ルH>!

O傷 か っ さ に く い ・・

0 すぐれた 耐 摩 耗 性 -

0 規準 12色のソフトな色彩

O施 工 か商 単で す ・・・・・・

川口ゴムの くロンタイル H >

は 安心して使 える一番新

し い 床 材 で す "

寸法ー30. 3x 30. 3糎 x 2糎 色ー12色

川 口 コiλ

工業株式会社

本社・ 東 京 都 高 飾 区 本 周 囲 ツ 本 町 54

な 話 : 東 京 697 1 代 袈 6 1  4  1  

東京営集前東京冊子代田区神盟紐永町13

電 信 東 京 291 代浪4941 川 口ピル〉

大 阪 営 鍛 所 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 33

m騒 大 販 (271 ) 4 3 5 8 . 4 3 5 9  
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大 阪 屋 証 券 ピ ル

平 和 ピ ル 見 学 会

一 井 信 託 ピ ル

見 学 会

日 本 板 硝 子 舞 鶴

工 場 見 学 会

〈注) r大阪毘証券ピルと平和ヒ勺レ見学会」

「三井信託ピル見学会」

「日本叡硝子舞路工場見学会」

以上 3 件の関儲通知は近畿在住会員には

「はがき」でいたしました。

大 阪 屋 証 券 ビ ル と 平 和 ビ ル 見 学 会

(大阪府建築士会共催〉

日 時 11月10[] ( 上) 集合13時30分→解散16時30分

集 合 所 大阪屋証券ヒ J レ正面玄関

申 込 電話に股る。先着受付 100 名で申込締切ります。

大阪屋証券本社ピル ( 工期36年 2 月→37年 9月)

設計 ・施工野村建設工業総式会社

SRC 造 地 下 2 階 ・地上 9階 ・塔屋 4 階

延建築面積 7，416. 577m
2  

平 和 ピ ル ( 工期36年 2 月→37年 10月)

設計 ・施工清水建設株式会社大阪支庖

SRC 造 地 下 3 階 ・地上 9 階 ・塔屋 3 階

延建築面積 16，663m
2  

井 信託 見 学
4

2

 

ビ J レ

L大阪府建築士会共催〉

日 時 11jj 13u  ( 火) 集合 15時30分→解散17時∞分

集 合 所 標記ビ、 J レ正面玄関

申 込 電話に限る。先着[ 受付 100 名で申込締切ます。

建築概要 ( 所在地大阪市東区北浜 2 - 22)

設計 ・監理三井信託銀行総務総

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

構 造 SRC 造 地 下 3 階 ・地上 8 階 ・塔屋 3 階

地 下 工 法 竹 中 式 深 層 工 法

建 築 面 積 1，256，19m
2  

延建築面積 14，226.05m
2  

工期 ＳＶ 年 Ｓ 月→ ＳＷ ｦｪ ｾ 1  0月

第 5 回 工 場 見 学 会

日 本 板 硝 子 舞 鶴 工 場 見 学 会

日 時 11月171J ( 土) 集合 7 時50分→解散21時30分

集 合 所 大阪駅西口パス駐車-Wi ，京阪観光ノイス ， 目標本会旗

申 込 10 E l 迄消印の往復ハガ、キに限る。往復ハガキ には，氏名，

勤務先を記入のこと。( 但し定員50名を越えた際は村lせん

で参加者を決定ど通知いたします。

A  

=  
300円( 交通貨の一部に充当 します)

同業関係者4 のお申込みはど遠億下さい。

大阪駅西口貸切パス出発 8. 00→ 日本板硝子舞鶴工場必

12，30 ( 昼食，見学， 懇談) 同工場発 17. 00 →( 車中で夜

食) →大阪駅西口解散21. 30

費

お 願 い

行 程



秋 の 嵯 峨 野 の 古 建 築 を 訪 ね る 会

臼 時 11月24日( 土) 集合13時00分→解散 17時

集 合 所 京福電鉄嵐山総嵐山駅前附近 ・目標本会旗

申 込 片ハガキに氏名 ・住所 ・勤務先をs記入. 20円までに闘いま

す。折返し行程などお知らせいたします。但し定員30名で

締切ります。

会 費 600円( 精進料理，拝観料，その他)

ご 案 内 工学惚士岡田孝男氏( 岡田建築事務所長)

嵯峨野の史Rii を探ぐるのは，晩秋，初冬の頃がよい。小倉山の麓に( ; : t

定家卿が百人一首を撰んだといわれる厭離庵があり ，その北には祇王 ・

祇女と仏御前が世をはかなんで草庵を結んだ所と伝える祇王年。滝口入

道をみねた横笛が空しく引き返した滝円寺が在り ， また少し離れてい ζ

が大根川目下 l乙は小督の局が相夫: 1 ftを郊いた跡が残っている。またコ己破の

頃俳聖芭mが三度も訪れている落柿舎も近くにある。当 I ( ，Jj れるのは

「厭離庵のi時雨亭J 1祇王寺J 1務柿会J 11常寂光寺」などである。

若 い 会 員の集 い/ 現代 の探 険 / 第 2 回/ ジ ャー ナ リ ズム 部 門

現 代 の 広 告 産 業

一一一最 近 の マ ー ケ ッ テ ィ ン グ に つ い て 一一一

日 時 11月21 日( 水) 午後 6 1侍→ 8 1時30分

..0.. 

τ"" 
場

ゲ ス 卜

本会 4 階集会室

株 式 会 社 電 通 大 阪 支 社 開 発 局

マーケッティング部長朝倉利氏氏

申 込 EE話で願いますす。定員30名で締切ります。

・ 耳ｾ 2 回のジャーナリズム部門は，少し見方を変えて広告業界に焦点を

合わせてみました。

ジャ ーナリズムが単K 新聞雑誌に限 られていた時代から ，ラ ジオ ・4

レビを始めとする現代のマスコミの世界への急激な拡大発展には肢を み

はらせるものがあります。現代人たるものは乙の巨大な機構に頼らずに

』ま一日として生きのびて行けないといっても過言ーではないよう です。

そしてこの巨大なメカニズムを手足の如くあやつって華々しく笠幼す

るのが広告代理業の世界なのです。社会心理学の理論をノイッ クに，あら

ゆるマスコミの手段をフノレニ利用しなが ら，われわれの芯識に働きかけ

てくる盗には「現代社会をi E i J かすものJ のーっとしての能動的な安勢が

はっきりとうかがえるのではないでしょう か。 1" ーケッティングーと

はそうした側からの総合的な戦略作戦を怠味す るのでしょう。

話題はやや広汎にわたってっきないでしょうが，現代社会の中での組

織と人聞の問題に一歩一歩近づいて行きたいと考えています。' l l i τ て御

参加下さい。

会 告 2

嵯 峨 野 の 古 建 築 を

訪 ね る 会

日本学術 会 議 第 6期

会員候補者の推篇通知

来る 11月25 E l を期限として行なわ

れる白木学術会議の第 6 期会員選挙

について，本会より現会員の下J己両

氏を推薦いたしましたので通知申し

上げます。有権者は棄絃せぬようど

注怠下さい

u己

日本学術会議第 6 期

会員全国区候補者

武藤 清 氏( 東京大学教皮 ・工学樽士}

西 山 卯三 氏( 京都大学教俊 ・工学問士)

若 い 会 員 の 集 い

日本建築家協会インフォメーション

. センターか ら建築材料メーカーお

よび商社の方々へのお願い

日本建築家協会では，本年度からイシフオメ

ーショ y ・セy ターという名祢の建築家 11:: 対す

る技術的サーピス繍闘を設け建築家の日常の設

計業おの便 1<:: 供していくため，その設立単備の

作業をすすめている。

将来i <: : おいては，同センターは研究所的性絡

を色ったものi < : : まで発展させ，民間建築家たち

の設計業弱の技術的拠点にしていく考えでいる

が，現在その出発i < : : 当つては，建築材料花関す

るあらゆる情報の提供という ζ とにその業あの

焦点をしぼり ，それらの資料を現荏u ! 収中であ

る。

しかし，そ れら の資料を全問制維的i < : : U! め る

という ζ とには非常な図艇もあるので，同セン

ターから依頼の届かなかった全問のru策材料メ

ーカおよび商社の方々は，新製品のカタログそ

の他の資料を今後奮って同セシター宛送付され

るζ とを E ζ Kお願いする次第である。

東京邸中央区銀座酉 3丁目 1番地

建 築 会 館 (561) 7502l l i  

日 本 建 築 家 協 会





寺町守〉

『時、.



メートル
、__，、、__，.

淡陶宇都宮工場が誇る日本最

大のトンネル窯の全長です。

< s > 淡陶株式会社



〆

暮しの中に生きる淡陶の製品

ダントウタイル

耐寒タイル

ダントウフロアータイル P

ダントウサーモタイル

カ タ ロ グ 進 呈

誌名ご記入の上大阪支底までお 申込み下 さい。

ダントウタイルの御用命は

この照明看板の庖でグ

全 国 1000阿 を 超 え る ダ ン ト ウ タ イ ル 代 f l U '，'; (  

皆 様 の 佐11相 談 御 用 命 を お 待 ち し て お り ま 4 。

ダ ン ト ウ 平 面 タ イ ル

ス ッ キ リ した f士上 げ と い っ た 点 からみて岱1I ' ，1S

要家各位から求められるのは、f ! - ，而 タ イ ル で す 。

弊 社 で は 常 に 研 鎖 を 重 ね タ イ ル 製 造 11' の J行|本|

難 を 克 服 し 絶 対 糊 ダ マ リ の 無 い 、11. '('I タ イ ル を

i宣 っ て お り ま す 。

特 に 色 タ イ ル の 手 而 は 他 の メ ー カ ー の 追 随 を

言午さ な い も の と 自 負 し て お り ま す 。

本 山 μ  吟ゆ' 県 !沖南 郡日南 t  町吋望軒千 '川叶11拘 叩 何M杏刊G 夫削川! ド日、

，if 

Ｚ冷持烈 ｾｃｾ 室伺 Ｑ 企生Ｍ→ Ｔ 品 ､ 三与』まＫ 中- 肘仏』 申点喜がl 1l i 中ド叫川川[ ドx 日付本椛兵田町J ユ の イ 屯 品 {仇L 失 (いtハ、 011け) B  t) 之-
ｲｆＢＺ火 ι ド笥司ＧＱｴｉｾ不エ、、，コ玄 τｔ ‘」斗 ， ｟］Ｚ｟｟ ｩ ＡｬＡｬ Ｎ｟ ｉＮｓｓ ｅ］ ｴＮＡＧＡ￬ｾ＠ .  . !P. If. .m:  
，J 、LI I Oi O官LI I OUO: 、 - ト 電E 話 代 表 [ I ; I H. "..Ii1ii 工 湯 阿 万(兵康県) ト. 福良 (兵康県 }ト. 字都宮 '  



Y‘  

'}; 

近 代 人 の 感 覚 に マ ッ チ す る

2 ・トピ? 叩

美 し い 床 …・

し か も 永 い 間 耐 え る 本 が 特 長 で す 。 優 れ た 製 品 と

し て 皆 様 に 御 満 足 願 え る 様 、 最 高 の 施 工 技 術 を 持

って弊社で責任施工を致して おつます。

床 材 料 の 販 売 ・ 工 事 ( 責任 施 工)

株 式 会 社 桂 商 会

本社 大 阪 市 大 淀 区 国 分 寺 町 1 丁目 1 f昏地

-;n 話 (351) 6  6  2  5 ・7 7 7 8 - 9

分室 大 阪 市 大 淀 区 天 満 橋 筋 六 丁 目 1 2

上枠 ・上扉 下枠 ・下扉

( ピポ y ト ・ヒンヂ持出し吊り型)

( カタログ御入用の節は御申込下さい)

製 造 元

敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 路 市 繊 沼 町 1の 4 6 包括布路 (721) 7 .7 .1 3 - 4  

東京郡千代田区神田三崎 町 2 の26 電話東京 ( 332) 5310 (30υ 倒 ω



- 美しい色とムードの あふれる アクリドアー はフレーム・

ヒンヂ ・ハンドルも組み合せたセ ッ ト品となり一層お使

L 、易くなりました

.1，卸予算に応じて普及品と標準品が…

. お部屋の雰囲気にマッチした美しい色も多数取揃えてあ

ります

. 1Ji い、建築には新い、 セ ンスのドアーをお選ひ下さい

新建築の名演出家
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イ ン ス タ ン ト ハ ウ ス か ら 本 建 築 ま で グ

最新の設備と

優秀な技術を誇る

(ト)第4 1 3 3号

. 施 工 ・ 販 売

、ゥスZ 業停式奮示土

( 531)  9351代 表

西 区 西 長 城 北 通 3 丁 目 2 の 3 T  E  L  (541) 7721代 表

央 区 日 本 縮小 舟 町 2 の 7 (小 舟 ピ ル ) T E L (661 ) 4974. 48叫

市 港 区 北 福 崎 西 之 町 8 T  E  L  (571)  5  1  3  7  

西 区 九 条 中 illi 4 丁 目 4 0  0  T  E  L (541)  3041代 表

江 東 区 北 砂 町 6 丁 目 1 4  8 の 2 T  E  L  (644)  7854 
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2.  全 景 1 ・2 階= 御影石本際 ， ステンレス，アルミスバンドレル，磨厚ガラス



段計施工 : 野 村 建 股 工 業 株 式 会 社

3 表 階 段

目ミ・ゴムタイル

手間。ステンレス

ボーダー，巾本・マーベロン

l世l曲面 $ UI タイル t世間iモザイク

階段裏 セラスキン吹付

4  玄関 ・エ レベーヲホール

床花附石( 淀野) . !l.¥世話3石

壁イタリ- 1 m大剖! 石

天 井 有 孔 ア ル ミ ス パ ン ド レ ル

一部セラスキン吹付

股 計 者 の こ と は

吋ピルは大阪昆紅券 I<I<のむ '11 ピルで . 8. 

9 階 Iζ 定日約300人の小ホールがあります。

5 附は全フロアーを氾子語I.t;l '険関係 ，テレ

プリンク一関係にあてています。 l 階栴:刑

り. '1才j 住吉Rのtfidij l i 不敏は自動反転式と T

A き式の両方を投iif しました。その他コン

ベヤ ，気送11 (向'1ド3 及び取引所辻給) リ 7

トなどがあり， ζ れらの設備は- i J ; 証券会

社の条件となってきたようです。 w腔の駐

車はスペースの関係上，立体駐車と L . カ

ーブをしない E とにしまし た。

大阪毘証券の社風として ，あまり ，けばげ

ばしいものを好まれませんので ，なるべく

絹ちついた ，そして明るい感じをねらいま

した。空調のリターンタ' タトを蛇阪にまわ

し，繍線による旭怖の拡がりとボリューム

肢を/ u L . サッシ弁生の即J けともしまし

た。長階段のカーブ! i1而 IC 1，111 タイルによ

る叩画モザイッタを試みた E と，答j切りの

休明，カウンターなどにマーベロンを{ 川11

した乙と ，玄関および答市1り出入口 ，三階

ロビー人口 IC強化ガラス ，ノンフレーム続

。l ソフトタ γ チ ・ド7 ーを丙昨J問外部 IC カ

ーブのアルミサ y シおよびカーブの杭引f 1

動シ 4 ッターを使用した ζ と，などが特色

といえましょうか。外部色調は明るいグレ

イの行間タイルの横線をグレーペーンガラ

ス，グレイの 7 ルミスノマンドレル ，グレイ

の伊奈製絢タイルにより強調し ，下部はス

テンレス庇，枠 . ｾＺｉと亦鍛Ａｩｾ石の対問、とし

ました。 3<閲まわりは1 ' 1大型n石と，，: ¥¥. ｾｦｬ Ｎ＠

ｬ 疋を主調としド ｲｾ 佐川まわりは ｉｉｾ 色系でま

とめました。中製ピルの宿命として ｊｾ ｊｬｉス

ペースの駒大をおさえる ι とにつとめまし

た。計画設計にさいして狩' c i 庁 ，大阪昆証

券その他関係者のどi I l 却とど協力を厚〈感

謝いたします。

( 野村建設工業K K工務線長 仲 ，1J. I，t曹〕

4  

3  



5. 営業室 ・客溜り 1<，・ゴムタイル，!l!: 亦レオ車! と瓦，柱型 マーベロン ，天 井 アルミスバンドレル，ダイヤモン ドバ不 J レ， カウンター: マー

ベロン ，正 面 自動反転式1t.l '1、阪

4  

6. 食 堂

11< プラスタイル

ｉｾ＠ ゾラコート

ラワン骨ｾＡ什

天井 lii imり

E担割 ラワン刈付

HfHJ 切・ バ ネ 7 *

- 1レド

7 和 室

股計施工 野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

所 在 地 大 阪 市 東 区 今lli 2τ 日5 ・6

赦地而i m 777. 270m"  

位 策 liJ i m 696.  717m"  

総j J ! 寝 Il lI m 7，416.  577m2 

刊 さ軒ｾｲ， 31. OOOm 

I 1'i 昼 43. 000m

J¥l:if.i  5ヨ. 00011 ( 広告t許)

rr. さ 法 礎 11. 800m 

.，.V;' 工 昭 和 36 年 2 月 3 11 

竣 工 昭 和 37 年 9 月 30 日

憎 造 地 下 2 階 地 上 9 階 t古屋 4 階

鉄骨鉄筋コンクリート摘造



設 備 内 容

電 気変圧 ｾ ＲＰＰｋｖ A  1 台 ・100K

V A 6 台 ・75K V A 1台，五L

相器12∞K V A 1 台 ・I∞K V

A l 台， 自家発1li 慨200K V

A l 基. .r.;fi池 U!';i はJ i f J )

150AH 1紘. ｾ［Ｇｪ在地Ｈテレ

タイプ周) 5∞A H l 紺， 定

Ａ司法定 ｾ￼ 圧接断 ＵＰ ｋｖａ 1 台

. 自動!u圧接i i ' 120K V A 1台

常気謝和 タ ー ボ冷凍機 ｉ ｾ ｏｊｒｔｬ 広 ，

クーリングタワー( 悶l . . ! l I )

l 基 ，パッケージド A C I 0 R

T l 台 ・5 R T l 台，クーリ

ングタワー 15 RT In 1越 . M

P ボイラー 734. ∞Okca1/ Hr

1 基

ｾｾ排水路水ポンプ ｬｬｋｖａ Ｒ 台 ， 消

火ポンプ l l K V A l 台，汚水

・汚物ポンプ l l K V A4 台

昇降設日il エ レ ベ ー タ 一 定 日 12人( ， 00

k g)  B 2 - R  1 台 ・ B 1 -

R l 台， カーリフト 3 t  1  F' 

- 3 F l 台， リフト，'Hii fH2  

台 ・郎防! f J l 台

そ の 他 非陥通報設備 ・火災科l知投制il

・全館政送E量制 ・屯気時計技

術 ・映' ラ' 設備 ・1T関設備 ・舞

台装置 ・綜合I' t . i lll 錠 0 3而)

8.  ホールの ロピー

床 ゴムタイル

!if : ローズウ γ ド剣付

一部# 山タイ J レ

天井: ローズウッド剣{ 付

および時i1k り

7輔 副 圃

9. ホ ー ル

床 ゴムタイル

笠 ラワン対lイナ

一節吸音バネル

天 井 同 上

9  
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l 大 一 ル

段計施工 野 村 建 段 工 業 株 式 会 社

10. 重役ロビ-

M日. カーペット

壁 : 補線付

天 井 楠 掛l付 お よ び 制}f り

11 . 社 長 室

床 支 那 鍛 通

壁 オールナット刈' 付一部イ"

天井布 Ｇ［ｊｾ り

12 社長応l圭室

w・支) J I l 鍛通

壁 くるみ叫: 付

天 井 市 鋭 り

施 工 者 の こ と ば

吋ピル工事現場は北浜の証券取引所と i 魁

の! 出，堺筋と今縞 IC 1面した flj) 也にありま

す。" i 地 IC木造の ' f l H昼がありましたが s{{

有135年秋に島町の仮 'li 務 所1ζ 移転，島f体，

ポーリングなどを行ない ，附和36年 2J J よ

りγ ートパイル打 ICX' t下しました。シート

11 パイルは14m，姻重量は G. L . 下 l l m- 12m，

阪起しは鉄筋コンクリ- r ，切恨は I 型 鋼

を{ 止f I I L  2段としました。 ζ の敵地は占閣

によると入江でありまして ，μ などが銅山

されました。 G. L 下 8mぐらいから i?i水

はなはだしく . ウエルポイントその{也ポン

プを柑} 設して排水 IC努めましたが，市下水

が飲み切れず，水処理のため i カ月以上の

工事遅延を米しました。幸い本ぜられたポ

イリングもなく ，36年 8 月 2 日鉄骨組立l刈

Ilf o， 12月 II 日組上り ，37年 4 月30日コンク

リート打上り ，10月 1 日の唆工式 IC 1: き' つ

けました。乙の時期の工事共通のなやみで

ある人下不足 ，1' 1材， ｡ｾ ぞの値上りのＯｬ｜ ｊ 胞

に対してはど多聞にもれぬと E るでした。

また! ; f I 仮淀屋焔来人工事などの彬惇もあり

交通が 制ｉＧ＾ｬｾｾ揮してｩＧｬＡ搬 ， 搬入なとに閣制 ｩ

を感じ ，ど近所，通行人にも火災、ごj : s 感を

かけましたが，関係 Ur( ( J Iーその他の好意あ

ると術導により 1人の死者も出ず10月 l 日

の竣工式 ICζ き' つけることができました E

とを感謝しております。

12 ( 野村迎設工業IくK エ:ml'l!長 { 中忠時〉
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地 2 階

l 階 段 室

2  エレベ ータ

ホ ー ル

Ｓ Ｎ 色ｾ 所

4. lii I立 主

5.  白: ま発屯気

ii 

6. パッテ リー

可〈

7. 変 1日 当証

8. ポ ン プ 宅

9. 交 水 槽

10. 機 l<Ii 3l 

11. コントロ ー

ル室

l*6 ｾｾｾ＠ 1: )11 



人 間 と 車 の 話

私は子供心IC 自動車や飛行機IC憧れを抱いていた ζ と

を党えている。しかし大人になってからではもっと複雑

な気持になっている。確かに日動車の型はスマ ート K な

り，スピードも憎し ，その魅力もぐんとmしたが，手ば

なしには喜んでいられないようになった。 Tt : がどんどん

ｩ ＱＢＧ Ｚえて行く のに ， 肝心の道協が一 ｾｉｊｉｃ 憎えないからだ Ｐ

111のなか った昔のままの道路や詮物でできている街の中

を車が走り回るのはもともと無理な 話ではなかろうか。

それがために人間様がたえず前後左，( i 1 C 気を配りながら

歩かねばならないとは情けない話である。元来ドライパ

ーという者は，いったんノ、ンドノレを侮ると歩行者が邪! 危

に見えてくるもので，つい邪魔物は殺せ という結呆に な

りかねない。もっと人間を大事にする都市計画が必要だ

ろう。その内 lζ 自家用飛行機が門山 lζ 空を飛び回る l時代

がくればとうだろう。耐震耐火では不十分，ifu- t空ビ J レ?

で も 作 ら ね ば な る ま い 。 ( l N)

増 築 可 能

新築して 2 ， 3年しか経っていないのに ，もう W: 築で

きないか，と いってくる秒IJ が多いようです。 卜分打合せ

をして設立| したはずなのに。きっと子訓.I J できない事態が

起ってきたのだろうと思いま昔。

位以の叡智を集めて悠築した国述 ビノレ も，アフリカの

111植民地力 j11よなどで忠わぬ加盟凶が別え ，的策してい

ると閉さました。

また ，最近 1 Ｉ左準法の ｲｾｪ さの制限が改正 されるそうで

す。法 ｾＱｴ も人聞が作ったものですから ， い つまでも不変

ではありません。

平面的にも，立体的にも ，できるだけ別築の可能性を

考えて置く乙とは，現代の建築家の使命の一つだと思い

ます。 ( 0  KO)  

都市の駐車問題について

都市の門動車交通 fit の地加は長近飽くべき上昇級を示

し，各ターミナノレや都心部などにおいてはスピードダウ

ンを余儀なくきれ，乙のままでは近き将来いかになるや

と必庖される現況である。駐車の記要も必然的 l ζWI え

て，たひＮたびＮの交通規ＡＡｩｬ ｊ を尻自に道路の多くは路上 ｾｬ 二車

によ ってますます狭く なり ，交通事改の原因やパーキン

グエリヤを探し求める 1時間の浪貨など ・，今や都111の

駐車問題は ζ ζ l ζ 記するまでもなくやかましく論じられ

ているが，建築計画の上からも特iζ 重視されるべきと思

う。都市条例建築法規 ・駐車場法 ・交通規制などに定め

られているから止むを得ず乙れに拠って，建物を計画す

るというのではなく ，一歩進んで個々の建物の性格をよ

く吟味して，ガレージ ・ノぞーキ ング エ リヤ ・サービ スヤ

ー ド・玄関111君子など車の出入を十分考慮して建物を計画

し都市の世ｾ全なスピ ード 化 ｉｃ 協力していきたいものだ。

( 0  K M)  

( 本号と次号は上犯の新しい執雫- ' / ' i IC担当しても らいま す)

建 築 美 の 寿 命

乙乙数年Ｊつ ｈ ｦ［ｾ気 ｬ こ広 ま れ ，数多く の Ｄｩｾｾ 誌 がぞく

ぞくと ii ちました。ちょっ との附 lζ 街か美しく生まれ変

ったまとに感ぜられよj ＱＱ 与 ｾｳ しばしはです。新材料を ｬ 駅 ＱＪ

し事ｾしい 感 ｊＧ ｬ J: 1 流行¢先端を一身 lζ 集めたような建物

がＮｊｾするたびに設ｩｉ家Ｑ［Ｎ一員とし ｔ 似しく 思わずには

あっ U :il' 。そのたびに思う 乙と は新誕生の泌物のそは

に，当ｬｉ ｾｦＺ ［ｉＮＤｲＺｕ築とさわかれ ， 11引にη l脚光を浴びたli 紗J

が，いかにもみすぼらしく見える乙とてす。当H寺; 孟新材

料，高価i .:+--l_f 'fと忠われれる! 被jをもI! っ九辿築家の苦心の

がiJU11が卜長| ーもたつと，いかにも時代返れのように感ぜら

れ，} 己羽を打ち村i したようにさえ見える淋しさを感じま

す。

次う主の流行を. i [ j うように ， j ] 築も流行の波にもまれ

て，l O{jo 1. っと ，大改装でも しないととには古m誌にな

ってしまうよつな気う三しま す。今さらのようにｾ築美の

勾命の短かさに飽きを感じます。 ( MK)
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4. 法規解説

川] 農 地 問 題 と 宅 地 問 題



農地問題と都市的土地利用計画

大友府盟主林部長

播 磨 重 男

緒 自

戦後十数年を経た日本 ｊｾ 業は ， ｉＲ

業基本法の成立を契機として12業構

造政策をとおして，抜本的な改変が

なされている。

東京，大阪， 名古屋，北九州等日

本経済の中枢的役者lを果している地

帯においては，産業構造の高度化と

資本装備の近代化による商工業の飛

躍的発展を中軸として，都市がいち

じるしく膨張し，無計画 lζ 拡大する

市街化のため，既応lζ おいて123長生

産の場として供用されてきた民地l立

法廃がはなはだしく ，ｊｾ Ｚ［ｴはしだい

に縮少する趨勢にある。

者s市の発展が，その建設計画 lζ も

とづく土地利用計画の具体的策定を

みないうちに，無秩序，無計画lζ 膨

張し，道路，下水等部市的機能の不

備なl災業地帯l乙工場や住宅が建設さ

れ，汚水や工窃排水等が水田の排水

路lζ 流入して12業生産を低下させ，

しだいに建築物K とり固まれた耕地

では極度に生産意欲は減退 して，地

価の値上りとともに耕地が加減する

結果となっている。

いずれにしても，1災業経営面から

挑めると ， 都市の発展は都市近郊 ｦｾ

喰の発展をもたらし，1災業の生産性

を高めて経営の近代化をはかる乙と

においてプラスになるが，都市の発

展[ζ ともなう商工業の飛躍的な伸長

は排地の法廃あるいは ｊｾ 業労働力の

流出とな って，直ち lζ 民業へのしわ

寄せとなり ，他産業との聞の所得や

生活水準の絡差を増大する 7 イナス

函の結果を招来している。

乙のように，都市近郊地帯におい

ては，都市とJ t } 村との競合は随所で

10 

起り，結果的 K は都市にも， ｊｾ 村に

もなんら利益をもたらす乙とにはな

らない。この乙とからしても，産業

振興の前提とした根本的な土地政策

を確立し，無計画な土地利用を規制

することにより都市近郊民業の健全

な発展をはからなければならない。

日 大阪府における 農

地転用の趨勢

1  戦後のj民地改革は耕作j込民に

ｪ 災地を解放し，自 作 ｊｾ を育成する乙

とに一応の効果があった。乙のよう

な土地所有制度の変革は生産β の発

展l乙寄与したが，本府の どとき大都

市近郊という特異な性格の山地をも

っ地帯では，一般経済の成長に伴

い，広i業の本質そのものが変貌して

ゆくのもまたやむを得ない。

2. 乙れらの変化の根底をなすも

のは

( イ) 商工業の驚異的な伸長発展

lζ とも なう j民地の転用γ おり ，

( ロ) 人口の増大lζ ともなう食糧

消波構成の変化，つまり澱粉質食

糧の比重が低下し，そ菜，果樹，

花き等の園芸限度物や，魚畜肉類

等の消 'E1が増大している乙と，

( ハ) ｊｾ 林漁業の就業人口が減少

している乙と，

等，三つの項目に要約せられる。

3. 乙の結果，高度な経済成長に

よる都市産業の伸長は，いや応なく

民地の転用を促進し，また，1災家は

j災地価格の高騰と ，他産業lζ 溶易に

就労の機会を得られる ζ とから ，/;11

市周辺に介在する12地の共通現象と

して，好むと好まざるにかかわらず

宅地的性格を帯びて容易に耕地を手

政しつつあり ，ひいては兼業名細化

が進み，加えて現行法による低微小

作料と強度の耕作権保設政策はかえ

って民地の荒廃を進めているが一

面，消賢人口の増大と金程需要の変

化は ｊｾ 産物の販路拡張の場となって

生産の選択的拡大を進め，商品生産

J21長への発展をもたらしながら ，古!I

市近郊という恵まれた立地条件を最

高度に活用し，土地ならびに労働生

産性を高めながら永年にわたって培

われてきた大阪のJ2業技術水準をさ

らに高度化している。

4. しかしながら最近の趨勢から

みて，将来とも辺地の転用が都市圏t

lこ沿って外円的 lζ 有絞的な調整のも

とに l順次行なわれるのならまだしも

地価の関係，事lt 計画な工場，住宅の

誘致等のために，飛石的に転用が進

むならば無秩序{ e拡大する市街の谷

聞にとり残された民地( ; ，近隣一帯

の営政環境の悪化と為細化に拍車を

かけ，点在民地の遊休化，営j災意欲

の動揺，減退等により近郊I2業の将

来lζ 由々しき問題を惹起し，ひいて

は近代的な都市図形成にも支障をき

たす惑い結果を生ずることは火をみ

るよりも明らかである。

5  国においても民地法上， I辺地

を第一極，第二極，第三種に分類

し，1災地の集団地帯，開拓地，土地

改良区等，国家資本の投下された土

地は極力転用をさけるよう規制して

いるが，産業経済の飛躍的な発展は

地価の関係等からむしろ乙れらの地

域がねらわれるような結果を生じて

いる。

乙れは本府産業の全般的趨勢から

適確な行政措置をすべき問題である

と恩われるが，要は民地行政指導上

適正な方向 te転用が行なわれ，健全



大 阪 府 民 お け る 市 町 村 別 農 地 転 用 率 表 自 昭 和33年 1月~至阻前135年12月
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ｾ地転用面積 ( 単位反)

与でl

段 地 法 第 4 条 貫i 5 条 知 事 許 可 分

| …| … l -1 Z十

4  条 5  条 計 許可分 (5条) 転 用 分 転 用 分 行った転用

昭和31年 4師 側 | 81. 426 

l昭和32年 588 ∞o  4359. ∞o  4947. ∞o  558 .427 29. 624 

l昭和33年 583.429 4068. 624 4652. 123 1035. 617  28. 513  

昭和34年 653. 807 5536. 302 6190.109 1270.427 62. 014 

昭和35年 905.928 7828.421  2791. 901  145. 627 

総 . 計
28548.721 6457 .402 347.414 

① 山地法耳i 4 条第 5 条知事許可分の面積は路地利政年者! 1 1: ょった。

② (  ) 内面積は府蛍住宅及び府立学校m員IJ 転m面積のみ計上した。

住 宅 1568町歩

( 54 幼 )

大阪府路地転用面積用途別内訳

自 昭 和33年 1月 1 自

室 昭 和35年T2月31日

な古s市発展のため，ｊｾ 地との関連に

おいて調和と均衡のと れた土地利用

計画の策定がなされなければならな

も、。

6 .  ｊ ｾ 地法， )見協法の一部改正に

よ りj込業法人や}災地信託flil J度の新 ら

しい途が ｉ ｪｬｾ かれて ， ＱＲ 地 問題の陸 路

の一角は解明されたが，Ｉ辺地 と ｊｾ ｾ 長

をとりまく占fl 市圏全体の産業益盤お

よひ' 生活環境のま在{i l1i l志充を計画的，

総合 (1' -) な理念にもとづいて実施する

ためには，J2地を基f f i : とする土地利

用計闘が行政情導のみでな く，法的

な規:lil Jをす る乙とにより ，実現の可

能性が存在するものと考える。

目 土地利用の現況と |  

今後の方向 |  

土地利用計画の策定にあたっては

12 

土地利用の現況と今後の推移を方向

づけること。すなわち，既存土地の

利用と未利用土地の開発造成の二つ

! と大別される。

1.  既存土地の利用

(  1  ) 平地の利用

平地は生産上な らびに生活上の基

礎として発達したものであり ，乙れ

を ｊｾ 地問題からみる な らば ， 山地と

異り ，余すと乙ろな く水利の便のあ

る限り水田が関かれているが， 水利

の便の惑い台地では畑地と して利用

され，生活T l i i では人口の増加と経済

社会の発展にとも ない，住宅，工

場，あるいは業務地，公共用地等と

して都市化が進んでいる。

平地利用上の問題点としては

第一l乙，都市近郊ほどI2業人口が

耕地に比して相対的に過大となり，

弔組1経営，兼業化が進み，

第二 l乙，商工業の発展にともなう

第二次，第三次産業の伸長により都

市が急激に膨張 し， ζ れがため，都

市近郊の12地は出廃がいちじるし

しかも ，それがほとんど不規則，無

計画に行なわれて12業生産力の増大

を阻害しており ，一面商工業の発展

や部市の整備に極めて悪い影響を与

えている。

したがっ て今後の土地利用の方向

としては

( イ) 優良12地の保全に努めなが

ら，工業，住宅，公共用地あるいは

業務地などへの合理的，計画的転換

をはかり ，

( ロ) 都市の近郊j災村への無計画

1. 5ω (484. 223)  5393.117  

12. 224 (4.53.213)  6000.628 

31. 8∞ 533.327 6281. 520 

28. 516  923. 704 8474. 910  

16. 309 2546. 811 14235.207 

90 .427 4941.418  40385 .522 

な膨張を抑制し，

(ハ) ｊｾ 業 近代化の方向 に即応し

てj込業の生産性の向上， J2産物の選

択的拡大を進めるため，土地改良事

業を強化して，土地利用の高度化，

機械化等による生産ならびに経営構

造を根本的 lζ 改善する ，

等の必要が認められる。

( 2 ) 山地の利用

山地は主として地形の関係、から土

地の生産的利用上種々のflilJ 約をうけ

ているため，生産性は平地に比較 し

た場合いちじるしく低い。

一部では山地の開墾造成により果

樹，牧畜，あるいは植林宅ーによる集

約的な生産をあげていると乙ろも存

在し，都市的には，自然公図，ゴル

フ湯等，観光的開発も見受けられる

が，山地の大半は粗j次平IJ用のまま放

置されており ，今後人口の増大に対

応して積極的な山地の総合開発利用

が要請せられる。

山地利用の方向として指向 される

重点は，

( イ) 河川の水源問主主，防災およ

びエネ ルギー源としての開発等，い

わば平地の有効利用を最大ならしめ

るための合理的開発。

( ロ) ; 休業生産の高度化をはかる

とともに， j民業等の関述を考えた合

理的開発利用。

( ハ) 観光資源の開発利用。

等，総合的に検討しなければなら

Tよし、。

2.  再開発による土地の高度利用

市街地の再開発は遂次進展しては



いるが，既成都市の土地利用度は極 か lζ した「地帯構想」は，今後策定

めて低く ，不良住宅，その他老朽木 を予定されている土地利用計画K 見

造建築物が密集していて都市の環境 合うものとして重要と認められるの

をいちじるしく悪化している。 で，その構想を述べて参考に資した

したがって，乙れらの市街地を再 い。

開発して集約立体化の形態を整え 1 大阪地方計画の特色は都市圏

建築物を高層不燃化するとともに， の整備をはかりつつも ，な お，積極

都市機能の一部を計画的!ζ 分散し， 的な開発を促進しようとする点にあ

できる限り土地の用途別専用化をは る。

かる等，土地の高度利用による健全 2  現在大阪が当面している問題

な市街地の育成整備をはかる要があ は，大阪市およびその周辺都市の無

ると考える。 秩序な膨張をいかにして規制し，ま

た生活および産業基盤のいちじるし

3. 土地造成による利用 い立返れをいかにして回復し， 将来

商工業の発展による都市の膨張に の秩序ある発展を期するかというと

ともない，生産の手段ならびに生活 とであり，そのためには既成市街地

の場としての土地の不足は顕著に現 のみならず本府の全域を対象として

われ，乙とに重化学工業，鉄鋼業等 総合的な者s市闘の整i i l I iをはかる必要

のごとくコンビナ ー卜を形成しょう があるが，府下の沿岸地帯・および既

とするものは広大な用地と特定の立 成市街地の周辺地域 [ζ は，これと併

地条件を要求されることから ，各地 行してなお相当の経済開発を行ない

に大規模な埋立による土地の造成利 うる条件が存する。

用が実施されている。 3 したがって，乙の地帯構想!ζ

、、』ζ 生活の場として生活環境に おいては，近後経済圏の発展方向を

適応した宅地を確保するため，低湿 考慮しつつ，総合的な大都市圏整備

地帯の埋立て，丘陵台地の開発造成 の構想と地核開発の構想を合せて，

等が行なわれてるが，いずれにして 一つの調和ある1 [ } としてえがく乙と

も土地造成にあたっ て は 都 市 計 画 により ，各地域が相互に有機的な関

や，土地利用計画等の総合的見地か 速を保持しつつ地主主の特性lζ 応じた

ら，もっとも妥当であり ，かつ，都 均衡ある発展をとげるよう構想され

市的機能の有効な発揮が可能である なければなら ない。

地域を選定して， 長期的，総合的造 4  乙のため，地帯・構想の基本的

成計画を推進するよう配慮しなけれ な策定方針を次のとおり定める。

ば な ら な い 。 ( 1  ) 大阪市の既成市街地に おい

ては，西 日本における経済中枢地と

しての機能を高めるため，都市再開

発と併行して，交通その他都市機能

( 3  ) 市街地の無秩序な膨張発展

を規制し，都市環境の悪化を防止す

るため，都市施設の先行的整備と工

業用地，住宅用地等の111地的開発と

俊良民地および周辺の丘陵ならびに

山間地帯の緑地地峡としての保全に

つとめる。

( 4 ) 大阪産業の体質改善と ，中

小企業の振興 IC . 資するため，現在計

画実施中の大阪南港および坊! 港の臨

海重化学工業用地に加えて泉州海岸

一帯 lζ 相当規模の埋立造成地をli{fi 保

し，臨海性工業の誘致を促進し，後

背地における関述工業地帯および住

宅地域等と有機的! 乙結びついた地帯

形成をはかる。

( 5 ) 以上の構想に立脚して府下

の整備と開発を促進するためには，

拠点的に開発される業務地域，工業

地峻等を核として社会経済的に密接

な関連を有する地峻別の中小郎市閤

構想を明らかにする必要があるが，

乙のためには隣接府県および関係市

町村との悶に計画の調整を妥するの

で，乙の地方吾I'i 函においては，その

基礎と なる府下の地帯別整備方針を

明らかにするに止める。

(  6  ) すなわち，府下を主として

主要幹線道路を区画基準として再開

発地帯，護側l地帯，内陸開発地帯，

臨海開発地帯および保全地幣の 5 地

帯l乙大別し，次のとおりそれぞれの

地帯の基本的な整備方針および土地

利用形態を考える。

第1 再 開 発 地 帯

1  大阪市の都心部と乙れと述た

んする市街地で，おおむね内環状計

日 大阪府の地帯構想 |  の正常化をはかる一方，工場，倉 函道路 IC . 固まれた地帯を再開発地帯

庫，その他一部都市機能の他地域へ とする。

社会および経済の動向 lζ 関する広 の計画的分散をはかる。 2 乙の地帯は，従来から近畿の

域的かつ長期的見通し! と立っ て，府 ( 2 ) 大阪市の既成市街地の周辺 みならず西日木における経済，文化

下の産業活動および公共諸施策 IC.つ 部においては，拠点的 IC . 業務センタ の中枢として発展してきたが，従来

いて，その望ま しい方向を明らかに ー， 工業地域等を育成して，乙れを においても西日木各地の経済開発の

し産業の誘導方長| と行政運営の基準 中核とする生活圏としての中小都市 伸展 [ζ ともない，流通機能の中枢と

を総合的 lζ 確立するため，昭和37年 間を形成し，それぞれの地峡の特性 しての役割を一層増大することとな

3 月，大阪地方計画( 第一次報告) ，ζ 応じた発展をはかる乙とにより ， ろう。しかしながら最近乙の地帯は

が策定されたが，乙のうち，府下の 既成市街地!ζ 対する産業，人口 ，交 都市交通のマヒ ，生活環ー境の不良化

地帯別の整備および開発構想を明ら 通等の集中緩和に資する。 等，過大都市 i均弊筈により，都市機
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能がいちじるしく低下しているの

で，乙れらの臣室路を早急に除去しな

ければな らない。

3 .  すなわ ち，重点的に市街地を

再開発して，その形態を集約立体化

し，建築物の高層不燃化とオ ープン

スペースの確保をはかるとともに，

都市機能の一部を周辺地域へ計画的

に分散し，で きる限り土地の用途別

専用化をはかる。

4 .  一方，乙れと併行して高速道

路，街路，地下鉄，駐車場等を含む

総合的な都市交通体系の舷立および

港湾，供給処理施設等の整備を促進

し，都市機能の正常化をはかる。

5 .  また， 乙の地帯lこみられる地

盤沈下現象に対しては， 地下水の汲

上げ規制，工業用水道の布設，高潮

対策すI業等一述の対策を今後とも強

力に推進する。

6 .  乙のため，この地域内におけ

る重点施策を次のように考える。

(  1  ) 中央部の国鉄環状線の内航IJ

は，西日本における流通センタ ーと

しての機能を高めるため，早急に再

開発を行ない，建物の高層不燃化と

非都市性工場，倉庫，作業施設等の

他地域への分散を促進し，あわせて

都市施設を私極的に整備する。

( 2 ) 北部の東海道新幹線大阪駅

予定地一帯は新駅の建設とあいまつ

である程度独立した業私・センタ ーと

して育成 し，北大阪における副都心

としての地格形成をはかる。

( 3 ) 北西部の東海道本線と第 2

阪神国道の聞は，工主住従の混合地

帯となっているが，再開発事業と併

行して工業地峡として専用化を促進

する。

(  4  ) 西大阪一帯の工業地域は，

現在おおむね工業地域として専用化

がみられる が今後港湾，道路等諸施

設の整備と地盤沈下対策を強力に推

進し工業生産の機能を高める。

第2. 整 備 地 帯

14 

1. ｉ 再開発地帯」の外 ｾＡ ｉ ｝，名神

高速道路以南のおおむね中央環状道

路と大| 妓泉大津線( [ . 図まれた地帯お

よびtl1 2阪神国道以西の内陸ベルト

地帯を整備地帯とする。

2.  乙の地帯は「再開発地帯」か

らのスプロ ーJ レイじがもっとも j放しい

地帯であり ，現に住宅，工場等の立

地が無計画l乙進みつつある。したが

って， 乙の地帯については，内環状

道路および中央環状道路の建設をは

じめ，街路，公園緑地，供給処理施

設等の都市施設を積極的 l乙整備し，

都心部からの無秩序なひろがりを規

制する。

3  また，中央環状道路沿いの要

街地に業務センタ ーを計画的に配置

し，乙れを核として 「内陸開発地

帯」における住宅団地，工業団地等

と有機的に結合せしめつつ，それぞ

れの地帯の特性に応じたいくつかの

中小都市圏を育成し「再開発地帯

大 阪 府 の 地 稽 tlC : t ! 1図



lζ 対する 産業. 人口，交通の集中の

緩和に資する。

4. 乙のため，乙の地籍: 内におけ

る重点施策を次のように考える。

(  1  ) 守口門京地区，布施河内，

および八尾地区，絵原美原地区その

他中央環状道路の沿道要街地ならび

に堺地区および岸和田地区について

は，背後図の購買力等に応じた業務

センターの育成をはかる。特に堺地

区については南大阪における中核都

市として業務センタ ーを中心とした

市街地の拡大整備を促進する。

( 2 ) 泉州内陸部の臨海ベルト地

域については，臨海工業地帯と関連

をもっ工業の適正配置を行なうとと

もに，乙れ( ( 接続する市街地につい

ては都市施設の積極的な整備を促進

する。

また，乙の地帯においては，臨海

地帯の飛躍的発展が考えられるので

背後図における住宅，緑地等の整備

と相まって，泉北地区については，

堺，泉南地区については岸和田を中

心とした生活閣の形成をはかる。

第3 内陸開発地帯

1  整備地帯の外側，おおむね外

環状道路! ( 固まれる地帯を内陵開発

地帯とする。

2  乙の地帯は現在すでに局地的

には市街地化が進んでいると 乙ろも

あるが，なお，積極的な開発の可能

な地域であ るので，今後秩序ある発

展を期するため，J;!HJF緑地を介在せ

しめつつ，それぞれの地域の特性に

応じた工場および住宅の集団的配置

を行なう。

3  このため，この地帯における

重点ijjfi I 策を次のように考える。

(  1  ) 北部においては茨木，高槻

地区，東部においては寝屋川，守口

地区，布施，河内および八尾地区，

南部においては美原，富田林地区等

を集団的な内陸工業地域として育成

し，地域開発の拠点、とする。また，

その他の地域においても住宅，緑地

等との調和を考ー慮しつつ，淀川沿岸

地域，東大阪地域および泉州南部地

域の適地lζ 工業の計画的配置を行な

つ。

( 2 ) 北摂地区および泉北，南河

内地区の丘陵部適地に大規模な住宅

団地の開発を行なう。また， 平坦部

lζ 立地する住宅についても，できる

限り集団化をはかる。

( 3 ) 乙の地帯の優良J災地につい

ては都市近郊炭産物の確保と緑地の

保全をはかるため，住宅，工場ー等と

の調和をはかりつつ，できる限り模

形{ 乙集団保全するよう つとめ る。

第4. 臨海開発地帯

1. 大阪南港，堺港および泉州海

岸一帯[ こ埋立造成される地帯を臨海

開発地帯とする。

2.  乙の地帯においては，現在大

阪南港および堺港! ( 大規模な重化学

工業用地の埋立造成が行なわれつつ

あるが，府下産業の体質改善と中小

企業の振興! こ資するため，さらに積

極的な工業用地の造成を行ない，臨

海工業の誘致をはかる。

3. 乙のため，乙の地帯内の丞点

施策を次のように考える。

(  1  : 5 現在大阪南港，堺港，泉大

津港，岸和田港および貝塚港におい

て埋立計画実施中の約 2，900ho につ

いて，事業の早期完成をはかるとと

もに，さらに高石から泉佐野に至る

泉州海岸一帯lζ 約 1，100ho の埋立計

画を拡張実施する。

( 2  ) 埋立造成地! ( ! ; . ，鉄鋼，石

油，化学等の重化学工業をコンビナ

ー ト形態で誘致し，港湾，用水，道

路，臨海鉄道等の関連総設を整備す

るほか，背後地における関連工業地

域，住宅地域との有機的結びつきに

つき十分の配慮を加える。

( 3 ) また，泉州海岸{ ( 適地を選

定し，木材基地および、水産基地の造

成を行なう。

第5. 保 全 地 帯

1  外環状道路の外かく地帯を保

全地帯とする。

2  ζ の地帯は，原則として! 旦耕

緑地として保全することとし一部

については立地条件を考慮して工業

および住宅用地を集団的に配置す

る。また，自然公園の地域を拡張し

景観の保全lζ つとめ る。

3. 乙のため，乙の地帯内におけ

る重点施策を次のように考える。

(  1  ) 金剛生駒国定公園のほか，

北摂遠山および和泉遠山を自然公園

として保全する。

( 2 ) 金岡1) ，和泉の遠山を重点に

山地総合開発計画を樹立し，治山治

7)<，樹園地の造成，植林等の事業を

総合的に実施する。

( 3 ) 工業用地として有利な条件

を要する枚方地区については，集団

的な内陸性重工業地域としての育成

をはかる。( 大阪地方計画専門調査

委員会第一次報告「地帯構想J 抜す

V む す び

以上は j民地問題と土地利用上の問

題点を述べたしだいであるが，大都

市近郊における土地利用の趨勢は，

都市発展の影響を受けて，好むと好

まざるにかかわらず，必然的に民地

へのしわ寄せとなり ，農業の生産基

盤を圧迫している。

乙のことからしても ，早急に適確

な土地利用計画を策定し，近代的大

都市圏の建設との凋和と均衡をはか

りながら，その中において営まれる

12業の生産ならびに経営檎造の近代

化と基盤の整備により ，ますます狭

硲の度を深めつつある民地の高度利

用を前提とした土地利用の長期計画

を確立しなければならなし、。
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住宅開発と近郊農業

鶴 嶋 雪 嶺

E  E  C  (ヨ ーロッパ共同市場) のめ

ざましい発展は，資本主義の新しい

繁栄の在り方を示すものであるが，

乙の E E  C の最近の動きの中で注目

されるものに，公共支出の増大があ

る。乙れまでの発展の過程で新しく

必要となった公共施設を務備する乙

とによっていっそうの発展を確保し

ようとするものであり ，発展を続け

る経済の中で，向上した市民生活が

要求する住宅開発などを行なうため

である。総会地の再利用といった研

究もかなり行なわれているようであ

る。

わが国の経済もひじ ように急迷な

成長を誇っているが，経済の二重構

造の解消といったととが問題となる

乙とから明らかなように，とれまで

きわめていびつな発展をとげてきた

だけに，緊急( [ 調整 ・解決をせまら

れている問題も多い。都市計画 ・住

宅開発の問題もそうである。急i率な

経済発展のかたわらに取り残されて

きたこれらの問題が，いまや経済発

展の隣路をなし，その抜本的な解決

がいっそうの経済発展のために必変。

となっているのである。

と乙ろで，大規桜な住宅開発を実

行する際 1[ ，もっとも頭を悩ます問

題の一つに辺地の買収がある。一つ

には， 1辺地を失 う12民が転業をせま

られるからである。しかし， もっと

もやっかいなのは ，買収価格の決定

である。もし，一定函私を一定価格

で買上げ，これに特別の条件をつけ

ない単純買収方式をとるならば，土

地を売るものと買うものの利害は，

乙れをめぐってぬ; 向から対立する。

住宅開発側は，買収価格をできるだ

けおさえて，開発コストの低下をは

かる なければな らない。乙れに対し
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て，民民l二転業をせまられることに

対する補償をも乙の買収価絡の中! こ

おりこもうとする。さら It ，住宅団

地造成後の地価の値上りまでも，乙

の買収価格の中 lζ おり乙もうとする

であろう。乙れまで，住宅団地がで

き上った後にその周辺の地価が騰貴

し，そのために住宅団地! 乙土地を提

供したものよりも ，その周辺! と土地

をもつもののほうがはるかに有利に

なった乙とが多いからである。そ乙

で，住宅開発のために必要な用地を

まとまって確保し，買収価格を，決

定する ζ とがま乙とにやっかいな仕

事に なっているのである。

j災地を買収する乙との困難は，民

地の壊廃をそのまま! 品業の域廃であ

るかのように考え，住宅開発と j品業

とが敵対的な関係にあるかのような

主張( [ よって拍車をかけられてい

る。もとより ，J.兵員数の減少をその

ままJ2民の苓洛と考えたり， J1! J地面

高 Ａｩ の縮小からただちに ｊｾ 業の衰退を

結論する乙とは，時代おくれな山本

主義思想の残浮を身にまとった主張

といわなければならない。経済全体

の成長が順調に行なわれている中で

民業生産力が向上するばあいには 2

12民数の減少がj品業収入の増大と並

行して生じるものであり， 1品業経営

の集約化と ｊｾ 地面積の縮小とが並行

する乙とも多いからである。しかし

民本主義思想の残浮がj良民団体や山

政担当者の間になお線強く残ってい

るために，12地の急速な域廃をf)i Hζ

して12民の聞に J;!! 業に対する芯慾の

減退している乙とがl奥かれるあまり

民地の壊廃そ のものを阻止す る必ｾ

が叫ばれたりするのである。

乙のようななかで，住宅開発と12

業経営との関係を理論的 :ζ 把握する

乙とがきわめて重要になっていると

恩われる。住宅開発の進行は，その

用地としてj災地を壊廃させるだけで

はなく ，地価をいちじるしく騰11ーさ

せる。乙の地価の騰貨が，まず12民

の聞に 12業に対する23慾を減退させ

るのである。さらに，都市化の進行

は， 12村社会lζ 在統してきた生活様

式を変えるだけではな く，ｊｾｾ 量生産

そのものまでも変化させる。そして

大規模な人口集団の定着すなわち大

きな消賀市場の出現は，民業の生産

とi流通に決定的な影響を与えるもの

である。住宅開発がj災業; こおよ! ます

影響をまず ｊｾ 村の実態Ａてたずね ， さ

らK そ乙には らま れている可能性を

引き出さなければな らなL、。

ｗｾ 市金問東地区の開発 ｬ こさいして

採用された還元方式は，大都市近郊

という条件を活用して，用地取得の

さいに生じるトラフソレを 12に接近さ

せるもので，住宅開発とJ2民との聞

に新しい関係を作り出すものと思わ

れる。そ乙で，まず大阪府の民業の

現状を概観し，住宅開発が乙れにお

よぽす影響を還元方式を中心にみて

ゆ乙う。

たしか! と ，大阪府下における辺地

の壊廃は急速に進んでいる。乙乙 10

年聞をとってみても ， 1 年間に壊廃

する J;!! 地面積は毎年増え， 10年前の

数倍Ｈｾも透している。し かも ，乙の

域廃は，現行辺地法の11日i約下に，と

きには j民地汚職といった現象をとも

ないなが ら進行してい るのである。

工場，住宅用地としての民地に対す

る需要はきわめて大きし、。

民地の壊廃はそれだけ田畑を少く

するのであるから ，経営耕地面積は

年々減少し 12家戸数も減少してい



る。 12家戸数については ，I災地の一

部を手放しでも! 品業を止めてしまわ

ずに縮小した j辺地で12業を続ける場

合が多いので. 出家戸数の減少は，

経営耕地の減少するよりも緩やかで

ある。そこで，出家の種類lこまで立

ち入って，専業J2家が減少し，兼業

民家が増えている乙とに注目しなけ

ればならなし、。兼業12家は，とく .こ

他の車車業を主にして ｊｾ 業を劃 ｪ とする

第二種兼業民家においていちじるし

く増大し，乙の第二種兼業IE.!家(ま，

農家総数が減少している中で，過去

10年間 lζ 倍近くに なっているのであ

る。都市化の影響が ，まず ｊｾ 業を片

手聞に行なうl民家を増大させている

現実に注意しなければならない。

片手間の12家が増えることは，あ

まり身の入らない12業経営が増える

乙とである。米，麦，いも ，豆等は

いずれも生産指数を停滞ないし低下

させているが，乙れらの作物の産出

額はEi 業総産出額の約5096! こ達する

のである。すなわち ，大阪府下のl災

地のかなりの部分があまり身を入れ

て経営されないままに放置されてい

るのである。すでにみた旺盛な土地

需要が民地の価格を引き 上げている

のに，民主主による収益の増大には限

界があるので，ほとんどの j皇家は主

力を段業以外の職業に注ぎ，従業を

片手間に行ないながら ，民地を高い

価格で手放す機会を待っているので

ある。

農家の乙のような状態は，12業経

営と農家経済のための団体であるべ

き農業協同組合の活動状況lι も反映

している。大阪府下のJ2J_業協同組合

について一般的にいえる特徴は，信

用事業のみが全国水準を抜き ，購

貨 ・販売事業ともひじように低調で

あり ， したがって収益のほとんど

部分を信用事業 lζ 依存 している乙と

である。乙れは， lti 業経営のための

販売 ・購買事業を良業協同組合!ζ 期

待する乙とが少く ， そのために ｊｾ 業

協同組合がj足業経滋と民民生活とに

結びつく本来の活動によっては経営

を維持する乙とができなくなってい

る乙とを示すものである。そこで，

本来の活動によ って経営を維持する

ことに不安を感じるようになった民

業協同組合が，活路を信用事業 l乙見

出そうとしているのである。乙の場

合，信用事業の対象は民家に限らな

くなる。大阪府下のj災業協同組合に

おい て，準組合員の比率が全国平均

の数倍に達しているのは乙のためで

ある。

もちろん，このような一般的な傾

向のもとにあっても， J2業経営を発

展させようと努力 している民家も存

在する。このような12家は，都市化

の進行を! 民業経包に有利なようにう

けとめている乙とが注目される。ま

ず，果樹を栽培している民家がそう

である。経営耕地面積が減少してい

る中で，樹園地面積は急速に増大し

ている。 そして，果実の生産高もひ

じよう なスピードで仰びている。こ

れは，果樹園の経営にとって，大規

模な消費地に隣接する乙とがきわめ

て有利である乙とを物語るものであ

る。同様な ζ とは，高級野菜の栽培

につい ても いえる。次に畜産があ

る。乙乙 10年間の畜庄の延びは ，果

樹や高級野菜にも I1発るとも劣らない

ほどめざましいものがある。卵，牛

乳，食用肉の生産にとって都市化の

進行はひじように有利な条件を与え

るものなのである。

都市化の進行を有利な条件として

うけとめる乙とのできる乙れらの経

営はいずれも土地をきわめて集約的

に利用するものであるが，それだけ

K 多くの資本を必要とするものであ

る。そ乙で，乙れらの経営を始める

ために必要な資金を，土地の寅却に

よって調達する民家がかなり存在す

る。しかし，乙のようにして始めら

れる経営は，それを維持し発展させ

てゆくためには，つねに市場の動向

に注意していなければな らず，流通

過程や設備の改善に努めなければな

らない。作りさえすればよいという

米のようなわけ にはゆかないのであ

る。そ乙で，設備の機械化とともに

出荷の合理化，消賀市場との直結が

r'J:剣 [ζ 追及されている。香里団地に

共販所を出した川越位協の勤きは，

その代表的な一つである。 そ乙 で位

協組合員の卵，;J.;(3肉なと、の12産物が

直販されているだけではなく，鮮

魚 ・肉 ・日用雑貨から衣料品までが

セノレフ ・サービス J彰式を取り入れて

売られている。乙れまでI2業協同組

合活動のひじように活発であった地

方にひろくみられる消資組合活動へ

の進出が，マンモス的な規模で出現

した購買力を有利K 活用して，一つ

の典型的な形を示しているのであ

る。

片手間の1m家が渇え ている中で，

経営を発展させている出家が都市化

の進行という条件を有利に取り入れ

るものであり ，川越位協香里共販所

が大きな規模で新し く出現する 購買

力を単!ζ 自分迷の生産している出産

物の市場として活用するだけではな

く，生活協同組合活動への進出にも

活用している乙とは，住宅開発と近

郊j災業との関係にきわめて明るい見
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通しを投げかけるものである。

まず，もしも大規模な住宅開発に

ともなう i込産物;ζ 対する需要が計画

的に利用されるならば，都市化の滋.

行を有利な条件としてう けとめる乙

とのできる ，生産性の高い! 品業は，

現在よりもはるかに速い発展を約束

されるはずである。 また，共l坂所{こ

対する検討を進める乙とによ って，

単l ζ!品業を継続する農民{ζ 有利な市

拐を与えるだけでは な く，1災業協同

組合の消71組合活動への進出によっ

て，位協組合員全員! こ 乙の上な く有

利な条件が開かれるも のである乙と

が明 らかに なる。さらに，土地口却

のチャンスを待っ て いる ｊ ｾ 民および

転業を考えなければならない良民に

とっても，大規模な住宅開発は，む

しろ歓迎すべき条件である。

ただ，その開発がどれだけ有利に

なるかという乙とが問題 なのであ-

り，乙乙! こ開発方式がきわめて重要

な問題として うかび上る。そ して，

開発の効果を乙 れに協力 した J!i 民に

どれだけ吸収させるか という乙とは

住宅開発の経済性とかならずしも対

立するものではなし、。開発の経済的

効果を高めることによっ て乙れに協

カした民民の利益を大きくすること

ができるととも K 開発の コス トを低

めるという方式が可能なのである。

住宅開発のための用地が単純買収

方式によって取得される場合には，

買収価絡をめぐ って良民と開発側と

がまっ乙うから対立しなければなら

ない。しかも，買収価絡を高める乙

とは，対象j災民! ( 一時的満足を与え

る乙とができ ても，乙れがその周辺

の地価をもきわめて 投機的に高め

て，J.災民のJ災業 lζ 対する窓慾を減殺

する。さらに，開発が効果的 lこ行な

われるならば，それ! てつれて開発地

の経済的価値が高まるのであるから

買収当時 lζ ー時的に満足した! 良民が

この高められた地価を質収価格と比

較して損をしたよう な気持に なり や

すいものである。そして， 乙のよう

な不満は開発のスピー ドが速いほど
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大きく なる ものである。乙の単純買 体にはらわれる買収価格の高低はそ

収方式にたいして，開発された土地 れほど問題ではな くなる。乙乙に，

の一部をもとの地主に還元する方式 還元方式が開発のためのコストを引

は，まったく異った関係をもつもの き下げる可能性がある。開発: こ協力

である。 した地主の利益と開発側の利益とが

還元方式がとら れる場合において

は，乙れに協力した地主の利益は，

もしも還元さ れる土地の開発地全体

iこ対する比率を一定とする ならば，

開発が効果的! こ行なわれ，開発地の

経済的価値が高まり，開発が速かに

行なわれる ほど大きく なる。しかも

開発地の経済的価値を高めるには，

開発が大きな 規 模 で 行なわれるほ

ど，計画的に行なわれる ほど有利で

ある。さらに，大量の資金を計画的

に投じて高められる開発地の経済的

価値 とくらべれば，ｊｾ 業によっ て 得

られる収益も，また開発用地の買収

時に異常な努力をはらってはじめて

実現するよう な高い買収価絡でも問

題にならないのが当然である。ここ

に，住宅開発に対する地主の態度が

まったく一変する可能性がある。な

お，乙れ! ( 附随して転業をよぎなく

されそ良民に対する指導，都市化! こ

ともなう社会生活の変化におよ! ます

影響，税制l上の特別措置などを考え

るならば，還元方式による大規模な

住宅開発のもたらすものはま乙とに

大きい。

最後に，還元方式による住宅開発

が都市問題[ 乙対する抜本的な処置と

結びつ く乙とによっ て，その効果を

飛躍的に高めるものである乙とを，

指摘しておかなければなら ない。還

元地の経済的価値を高めるために

は，開発が効果的! c 行なわなければ

ならず，開発が大規模であるほど，

都市的条件が完備されるほど，また

スピーディ に行なわれるほど還元を

うける地主にと って有利である乙と

については上述した。乙のようにし

て還元地の価値が大巾に引き 上げら

れる ならば，これに協力する地主に

とっ て， 開発される当初に開発地金

一致する根拠がある。ところで，A

でにア メリカな どにその例をみるよ

うに，大都市に集中していたショッ

ピング ・センタ ーやアミュ ーズメン

ト・センタ ーをその周辺: 二分散させ

る乙とによ って大都市への人口の集

中にとも なう弊害を取り除く処置が

乙うぜら れ， 乙のような処置と還元

方式による住宅開発とが結びつく な

らば，その効果はまったく巨大なも

のと なる。シ ョッピング ・センタ ー

の周辺地域への分散li ，最近の交通

難その他の事情から，テ' パー トのス

ーノマーマーケットへの進出といった

形を とって，自然発生的な萌芽が現

われているが，都市問題の解決のた

めにまず取り 上げられなければなら

ない乙とである。 そ して，ショッピ

ング ・センタ ーやアミ ューズメント

・センタ ーの分散は，大規模な住宅

開発にと って， 開発地区の都市的条

件の完備と結びつき ，開発地の経済

的価値を飛躍的に高めるものであ

る。

開発地の経済的価値が飛躍的に高

められる乙とは，乙の開発が還元地

方式によったばあいには，乙の開発

に協力した地主にとっ て，たとえ買

収価格が低< ，還元比率が小さくて

もきわめて大き な経済的価値の獲得

を意味するものである。乙乙に，大

規模な住宅開発が地主の積極的な協

力のもとに行なわれる青写真が具体

的な姿を明らかにする。乙の青写真

が現実のものと なるのを妨げるもの

はただ過去の因習にしがみつくもの

のみと思われるのである。

(銃者 関西大学経済学部助教安)
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P :  セノレフ著

住居密度の決定に関して， 農 業 保 護

政策はまったく比例感覚を失ってし

まっている。( 本文ヨ リ)

湯川利和抄訳

多 くの読者は，本書が提案してき

た一つの解決方法一ーすなわち，高

い者I1市密度を避け， コナベーション

から人口を分散するという解決方法

は，英国のように小さい国では実際

的な乙とだろうかという疑いを，も

しくはそれは賢明なことなのだろう

かという疑いを抱かれるだろう。ニ

ュータウ ンの開発も ，既存者s市の開

発も ，郊外開発と同様，多くの土地

を取り上げるものである。国は，乙

れらの政策が意図している良地の喪

失を許す余裕があるのだろうかとい

う疑問が，それに伴 って起乙っ て く

る乙とは避け難いことである。民地

!C対するこれらの議論は注意深く検

討される必要があろう。なぜなら

ば，乙れらの議論は最後においては

都市計画的決定lこ強い影響をもち，

全体としては望ましいものであると

乙ろの計画に反対するためにたびた

び使われてきたからである。

戦争は，英国にそのI};.! tr.. の価値を

再認識させた。 そして戦後は，1込地

の保護は，二つの主要政党によって

保証された公共政策の確固とした原

則になった。 1951 年には労働党政府

はと可能な限り最大限，段地を保殺

する乙とは( 者f I 市 ・段村計画省の)

部局の主要な目的の一つであるミと

いうことを表明した。そしてその政

務を交代するやいなや，保守党政府

も，ずっと強く計画的規制jを続ける

一つの基本的理由として，同級の芯

*  ml 章ハ，本誌，昭和37年新年号ニ 「氾濫の

都 市( 1  )J トシテ紹介ズ E デス。

図を表明した。担当大臣が一一 (当

時は Mocmi l l on 氏であった) ， 1952  

年にミ節約する乙とのできる民地は

すべて節約する ζ とが大切な乙とで

ある。 ミと書いたとき，彼は一般の

意識に深く日食い込んでいたーつの思

想を表現したのである。

乙の政策は，よくいわれるように

つの方便として表明されたもので

はな l 、。市町村は， ある開発 lこ認可

を与える前! 乙 l;lltr.. 省，民地サ ービ

ス局に諮問しなければならない。乙

の諮問によっ て開発案が修正をうけ

る，もしくは廃棄されるに至ること

は少からずあるのである。 J災業は，

! 尽談会によ ってよ く代弁されてい

る。乙れらの機関は，1品業保訟につ

いての議論を ( 無批判にそれを受け

入れる乙とが多いが) よく知ってい

るのが普通である。 l災村開発計画案

は，都市の必要と抵抗する民業との

聞の損益を計算しようとしたもので

あった。そして， これらの計画案の

公開質問において起乙る くどい決斗

においては農業を考慮すべきである

という乙とが全面的に論議の的と r

るのである。

都市lま，乙れらの斗いにおいて，

いつも勝利をうるとはかぎらない。

Lymn や Mobbel ey 原提案は，破棄

されたし，Kent 計画案は少 くとも一

つの町 ( Fover shom) の開発を禁止し

た。それについていわれたことは，

それがよい民地!C取り図まれている

から， というただその乙とだけだっ

た。多くのニュー タウン用地が，単

に民業的立場からだけで拒絶され

た。そして Brocknell ニュータウン

一一 ここでは，はじめに用地が削減

されたが一ーその工業開発は，省の

拒否によっ てたった一つの民地の買

収認可を却下されて しまった。者s市

開発プログ ラム Ａこ対する ｉｾ 支の反対

の強力な衝撃については，第 3 主主に

おいて，いく つもの例を示しておい

たとおりである。

しかしながらl; l l ! ! l ! の反対の主な影

響(;;. ，それが開発を妨げることでは

な く，それを支配しそれに圧力をか

けること なのである。建設するのに

もっとも安価な平担 な 土 地 は，ま

た，不幸にもよいj災地であることが

多い。 そして省は，そのような土地

を避けるために必要ならば，市町村

が一層高い費用の支払し、を受け入れ

るように強く勧告している。 B L OC K

氏はたった 4 ，000 人を居住させるた

めに， 100 ，000 ポンドの追加支出を

g 味する代替地l乙変更することを強

いられた一つの市について語ってい

る。しかし，それら市町村は，どの

程度，それを 自発的になしつつある

かは疑わしい。土地需要を減少させ

る手段として，住宅密度がどの程度

上げられてきたかということはより

一層意味のある乙とである。戦前に

は公式的lζ 認められ，一般に新開発

に採用されていた l ヘクタール当り

30戸の標準のかわりに，省は，今で

は都市郊外のオ ープンな関交のため

の最上の標準として 1 ヘクタ ーノレ

当り 150 居室( 約 1 ヘクタ ール当り
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42. 5戸) を目標とする乙とを推奨し であ った。かくして 民業保護政策 もも っとも な乙とである。第 1 に，

ている。フ ラットのより大きい祭 は，都市開発の性格と費用，とくに 考えられる必要のあるのは，そのよ

中，郊外庭園の規模の縮小，そして 市町村自体の進行してきた計画にい うな土地の喪失なのではなく て段業ー

学校やプレイング ・フィルドの標準 まもかなりの影響をおよほしている 生産ならびに食糧供給に対する影響ー

の切下げは，すべて農業の必要とい のである。 なのであるということである。第 2 ‘

う乙とに照して正当化さ れて きたの

失 わ れ る 土 地 一ー と り も ど さ れ る 食 料

L A ND L OS T 一一- A ND  F OOD RE GAI NE D 

民地は急速に消え去り つつあると

いう考えは，一般!と流布すると乙ろ

となっ た。事実においては，市街地

地域はまだ英国全面積 14，000，000ヘ

クタ ールの一小 断 片 に す ぎなし、。

1930年代に奉仕労働の助けをかり で

なされた，この程のもののパイオ ニ

アである「全国土地利用調査」によ

ると ，全国土面積の55. 5必が改良民

地であり ，33.396がヒー ス草地，荒

蒸地，そして，粗放な放牧にのみ利

用されている土地である。森林は 6

96であり ，3 96 が食物を育て るに充

分な庭つきの住宅と共 同 菜園であ

る。そしてただの 2. 596 が空港，演

習場や他の非生産的民業用地を含む

と乙ろの密に建設せら れた土地なの

である。

戦後の開発や，空港や演習場の増

大にかかわらず，乙の調査によっ て

与えられた一般的な姿は，なお本質

的{ こは正しいものである。 1953年の

公式報告審は 1938年と 比べると ，民

業と林業の用 lζ 供さ れている土地の

面積に増加が現! こあ った乙とを示し

ている。おそらく それは，以前には

無視されていた，ある粗放な放牧地

を包含している乙とによるのだろ

う。徴用された土地が ｊｾ 業 ｻζ 返送さ

れなかったという事実にもかかわら

ず，改良1J:l 地はたった 196 しか減少

しなかったという乙とは，より窓味

深い乙とである。明らかlι たとえ! 災

地は大きく蚕食さ れつつあるとして

も，それはまたかなり 効果的にもと

に戻 りつつあるのである。

Scott 報告書は， イングラン ドと
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ウェJ レズにおいて，戦前 ( Cは毎年約

ＲＴ ， ＰＰＰ ヘクタ ー ノレの ｊｾ 地が ， 開発に

よっ て失われつつあると推定してい

る。 そ して似た速度の開発は一一そ

れはー臼の民地の喪失いくら ! とド

ラマチ ックに表現されているがーー

なお起乙り つつあると主張され広く

信じられている。現実 lζ は厳しい計

画規制と高密度の強化は，12地の減

少を少く した。大臣』ζ 認可されたイ

ング ランドと ウェ ノレズのための: l l l i 域

計画案は，住宅，工業，学校，そし

てオープンスペースの公私両方の要

求 lζ 1&干に総計で 8，800 ヘクタ ール

を割当てている。 ζ れらの必要を切

下げる乙と ，そして残された土地の

すべてが，民地とは ならないよう lζ

する乙とが省の 政 策であった。道

路，鉱業やその他の目 的のためにも

手当がな される場合でも現在の計画

案では，民地の喪失は，な お14，000

ヘクタ ーノレを超える乙とは ないだろ

う。 そして 乙の土地の うちのいくら

かは，あとに なって元κ 復するだろ

う。もちろん，計画的規制が厳格で

な くなり，とくに強力な私的開発が

低密度で行なわれる乙とが許される

ならば，民地の喪失は Scott 報告

書において推定さ れている戦前の速

度( C達するか，もしくはそれを超え

るかもしれない。ではあるが，その

よう な開発すら次の25年間に，英国

国土の 2.5労 以上は吸収しないだろ

つ。

しかしながら ，ありそう な土地の

喪失についての乙れ ら簡単な叙述は

むしろ無意味なものと批判されるの

lζ ，たと え 「保護」 がある意味をも

つものであ ったとしても，将来の要

請と不確定性についてよさ見通しを

もっ乙 とが重要なのである。よりよ

い土壌が開発者の霊誕の的と なって

いる乙 とは確かにほんとう なのであ

る。しかし土地利用調査は，英国国‘

土の3 8 796を下 らないものが， i良♂

いI災地J のカテ ゴリ ーに入 るものと

しているのである。たとえ，たいて

いの開発が 乙の型の土地の上に起乙

ると して も，それの多くは民業用途

のものとして残り ，生産性向上1: つ

いては稔 りある見通しがひらけてい

るのである。事実上開発によっ て取

り上げられる土地の生産性は，標準

を2596上回っ ている。仮: こ，ついに

800 ，000 ヘクタ ールのよい良地が取

り上げら れるとして， その損失は現

在の生産の12分の 1 を超える乙とは

ないだろう。 乙れは，かなりの損失

ではある が大 した困難も な しに治f医

されう るものである。

民地lζ ついてのJ ' J ; の危倶は，世紀

を通 して続いてゆくであろうそれの

浸食は容赦の ない止まることを知ら

ない連続的なプロ セス であるという

思惣に基礎をおいているのである。

しか しながら，事実，現在の都市の

必要はすでに，未来へのもっと も誤

った道案 内人であるということ を示

してきた。 つぎの約20年間で，今，

過密住宅に詰め乙ま れている人 の々a

Mを住み替えさせる 乙とが重要なこ

とである。い ったん，乙の大作業が

完了するならば，建設用地をさらに

みつける必要性は急激に弱まるだろ

う。英国が 日本のように高い出生率

と移民の 出口 をもたない国であれば一

保護主義者の申立てはずっと強力で

あろう。事実，出生率における最近

の改良を完全に認められるとして，

英国はなお，予想される人口の減少



を抑えるという反対の問題 lζ 直面し 養という点で測られるにしろ，標準 ほとんど驚くにあたらない発見から

ているのである。ただ乙の観点のみ の 1 ヘクタールの民地よりも 30戸の 柚き出される唯一の奇妙な結論l誌も

からみても見苦しく ない生活条件を 住宅が建っている l ヘクター J レの方 粋に食糧生産という観点から: I u 上の

創り 出す乙とは肝要な乙とである。 が多くの食物を産するとすら主張さ 住宅密度は土地の浪費といわれてい

とれからの20年間を，耐える乙との れうるのである。乙の比較をそのま る伝統的な標準よりももっと低いも

できないような密度のもとで，生活 まに押しつける乙とは理にあわない のであるかもしれないということで

してゆく乙とを，そのときまでには 乙とではあるけれども ，それは家庭 ある。それは園地を 5096 (  1ヘクタ

完全に使いものにならないような理 の食物づくりの哀の価値を強調する - ) レ当り 30戸を20戸! こ) 増加させる

曲で，それを強制する乙とは，現に のに役立っ ている。 だけで，標準菜園の規模は一般には

あわない乙とである。 そのうえに，1953年! こなされた五 二倍以上に なる乙とを示しているの

現在の公式政策のもっとも奇妙な つのカウンティ ・パラの 2，000 の庭 である。乙れらの研究は逆の命題の

仰IJ TIiiは，小並の民地を節約するため 図についての公式調査は，住宅密度 不条現性を確信さ せた乙とは確かな

4こ主! こ人々 のパック ガーデンを減少 の増加によっ ていかに急激に庭図 乙とである。 60ヘクター l レのl辺地を

させている乙とにある。鉱業開発は 耕作が抑止されてきたかを示してい 保殺する目的で 3，000 の家族から ，

とめえないから( そしてどうにか開 る。乙の調査によると ， 1 ヘクター かれらの菜園を取り上げる ζ とは栄

発者に土地の原形回復をさせうる場 ノレ当り 20戸から 45戸の密度の範囲で 主主的観点から正当化されうる処置と

合が多いから) ，土地節約の主要領 耕作 5 れている画地の数が，急激に はｾ｜ｾ、難いのである。

域は住宅地開発の領域に なってしま 少くなっている乙とがわかる。 ζ の

ー。 1 ヘクタ ール当り 30戸では，ち

農 業 の 惑 苦L

ょうど菜図のためのスペースをとる

ζ とができる。もし密度が( 省の現

在の推奨値である) 1 ヘクタール当

'!J 45戸に上ると ，庭は装飾的な目的

T HE  AGRI CUT URAL  MUDDL E  

のものに限られてしま弓。 そして 1

〈クター J レ当り 60戸 となると庭はま

ったく姿を消して しまう。

しかしながら ，乙れらの操作によ

って節約するととのできる良地はき

わめて少い。極端な例だが( 人口の

:7.i !ζ 当る) 住み替えを必要とする

.500 万家族が 1 ヘクタ ール当り 30戸

の代りに 60戸の標準で収容されると

して，土地の節約は83，200ヘクタ ー

J レである。一一乙れは国の改良民地

の 19Zのさら: 三%にすぎない。乙れ

4ζ 対して新鮮な庭園作物を失う乙と

は，それを作る楽しみを問わないと

してかなりの高にのぼるだろう。英

国人の庭への愛は，三つの庭園の内

一つが果物や野菜を作っている事実

に示されているし，またこの作物の

価値はまったくかなりのものなので

ある。( 原註 ; 1952年にそれは庭園

をもっている( 耕作していないもの

も含めた) 家族 1 人につき過 2 シリ

ング 2 ペンス相当にのぼるのであ

る。〕乙の程の耕作の強さのために

財政という点で計られるにしろ ，栄

市町村に住居密度を適用しようと

するとき ，J2業保護政策はまったく

比例感Q を失ってしまっている。し

かし，乙の政策はまた広汎な脈絡を

もった批判的な審査を正当化するも

のである。でははじめよう。英国に

おいて民業の生産性向上の余地はか

なりのものである乙とはしられてい

る。それを制約する要因は経済的な

ものであっ て技術的な ものではな

い。既存のよい，あるいは中程度の

民地の生産性は確かに向上させうる

ものであろう。さらに英国はかなり

の「低開発 ｊ 地域一一山岳荒 Ｚｾｋ 地 ，

砂の多いヒ ース草地. そして沼沢地

ーーをもっている。それの改良，開

墾，埋立は，家族での生産の% をお

そらく付け力日えるだろう。もっとも

ペシミステ ックな計算をし，かつよ

り究大な計画政策を許すとして，開

発によって失われる食粧は必蛮ーとあ

らば，乙れらの( 土地) 資拐l から ，

数倍も取り反されるだろう。

切らかに可能な段業改良計画を，

それらの困難性を認める乙となしに

またそれらのま日用を計算しないであ

げつらうことは E経卒なことである。

しかし，保護政策の' & 用を見通すこ

とは，また等しく賢明な乙とでは な

い。ハウスの代りにフラットを建て

る乙とによっ て土地が節約される場

合は 1 ヘクタ ーノレ当りの賀用が巨

大なものである乙とはすでに( 本主

で) 述べたとおりである。等しく非

良質民地へ開発を切り換える乙とは

ずっと高い資用を姿する場合が多い

のである。 j品業改良のl ，( 用はなまや

さしいものである一方，それに対し

て保訟の費用は偽りのものである。

というのは，強い英国12業を維持し

てゆく代価の一部として，国家的に

それは支払われずに( 論理的には，

それは支払われるべきものである)

市町村や，私的開発者や鉱業経営者

が支払っ ているからである。そして

つまると乙ろ，かれらはその' & 用を

右から左へ，納税者や消Y'! 者にかぶ

せて くるのである。乙れらのクルー

プが，乙の超過支出を負担する余裕

があるかもしれないというととや，
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その総計はかれらの会支出! 乙比して

小さいものであるという乙とすら ，

金がうまく佼われているかどうかと

いう問いK とっては無価値である。

Wi bber l ey 博士は ( 1949- 50年の

価絡で丘陵地の改良l乙11やされた

400ポンドから 500ポントーは失われ都

市( じされた作物の損失を伯うに充分

であるという乙とを示唆した乙とが

ある。乙のような支出は急な斜面や

他の困難のある用地にふりむけられ

ている開発! と妥する超過費用より少

いものなのである。一方，高密度の

フラット建設によって 1 ヘクタール

の民地を保存するに要する費用は，

( これらの計算では〉園の食糧供給

!ζ 失われた生産を 100 倍にして返す

に充分であろう。これらはたとえ誇

張されたものであったとしても，少

くとも示唆すると乙ろは充分にあ

る。

政府が，都市開発の一つの結果，

食粧l ' I . i l f 2 の喪失が確実に起らない乙

とを欲するならば，もっ とも容易な

コースは，それを公共所有l乙帰すか

巨額の補助金制度を採用する乙とに

よって，辺境開発のプログラムを遂

行する乙とであると恩われる。もち

ろん失われた食糧を取り戻すより安

価な方法は残っていると乙ろのよい

もしくは中程度の ｊｾ 地の利用を強化

するととである。そのような開発は

正常な需給関係のもとでは自動的に

実現されると乙ろのものである。

乙れらの論議は，食糧生産の維持

ないし泊加は政府政策の古くからの

念願であるという乙とを仮定してき

た。もちろん，それらは，そうする

乙とにおいて英国民業の現状への長

い道程を辿ってきた。それの問題は

生産量よりもむしろ費用レベル lζ 関

連していると乙ろのものである。現

在，産業には多くの不況l時があり ，

その生産高はその上で生産が行なわ

れる土地の不足によってではなく ，

現在の価格での需要の不足によって

抑えられるのである。

都市周辺の 2，3 ヘクタ ーJ レの土
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地が大変な費用と喧騒で保設される

一方， 2 ， 3 ポンドで清掃ーしうる多

くの原野がアザ. ミが植生するまま K

放置されていることや，都市労働者

がj品業保護という名! とよって密住さ

せられている一方，J.災業人口の流出

によっ て多くの地域で生産が法ちて

いることや，また，かなりの金額が

民業地域を維持してゆくために貨や

されている一方，1良民は特定の殺物

用 ｊｾ 地を切り下げるための割り当て

制度を考えているし家庭栽培食糧に

対する需要を支えるために巨額の補

助金が必要とされているといった乙

とは確かに) つのアイロニーではあ

る。英国の ｊｾ 村を旅行するものはだ

れも辺地がili 今重なものであるとは信

ずるまい。 12民はかれら自身の綴峻

の利用を最善のものとしないうちは

かれらは他の自称の利用者たちに位

入するべからずともっともらしく命

ずる乙とはできなし、。

乙のパラドクスに対してなされう

るふつうの答えは，英国の経済状況

と食糧を輸入する能力は，急速に悪

化するかもしれないだろうという乙

とか，ないしは英国はいつか原爆戦

争に巻き込まれるかもしれないとい

う乙とである。いずれの場合も鋤か

ら取り 上げられた土地は返 Eされる乙

とはあり得ないだろう。あるものは

ζ のような環演のもとでの飢餓の可

能性がいかなる犠牲を払っても乙の

ような土地を保護する乙とを正当化

すると考えている。しかし，乙の議

論すら ，取り 上げられる土地の品は

比絞的少いという事実を見浴してい

るばかりか，乙れらの状況のもとで

は，乙の土地の多くが食糧生産のた

めに佼われうるものであり ，また佼

われるだろうという事実を見洛し

ているのである。乙れらの状況のも

とでは庭の寸土たりとも緋されずに

放っ ておかれる乙とはないだろうし

プレイフィルドにも 鋤はいれられる

だろうし，道の縁もまた主IH'F d れる

だろう。減らす乙とのできない，そ

して耕され得ない文字通りモルタノレ

とレンガの地域は，全「開発」にと

っては，小部分にすぎない。庭園等

は，それ らの民業的ミ最上ミ利用が

なされていない乙とはほんとうであ

る。しかし食料配給が一一軟かくし、

って一一妨げ られるような状態のも

とでは，家族は “ 最上のい生産地か

らそれを得 ることに頼るよりも ，そ

れらの戸口のと乙ろでささやかでは

あるが新鮮な食料をもっ乙との方

を選ぶだろう。

乙の最後のコジツケに近い考え方

は，原因がいかなるものであれ，飢

餓K 近い状態のもとでは全経済そし

て少くとも英国法業は革新されるだ

ろうという事実を強調するものであ

る。直接，人間が消資する殺物を生

産する乙と IC専念すると乙ろの，生

存総をギリギリ』ζ 支える段濯を採用

する乙とが一つの必要事となろう。

また乙れは広く分散された人口によ

って遂行されるだろう。乙の 分市は

また原爆戦略にもっともよ く適合し

うるものであろ〉。

! 災業保訟は事実精密に分析される

まではひじようにもっとも らしく響

き，自明の事柄とも聞えると乙ろの

考えの一つである。政府とくに段業

省がひじよう IC高々とラッパを吹き

l鳴らしてきた乙の一般政策がもっと

もだらしのない非科学的な や り方で

採用されてき たのは，それ らにとっ

てのと くに股業省にとっての不名誉

である。 J.::l 業土地サ ービス局の精細

に考えられた仕事すら ，包括的な土

域調査なしに土地の潜在的な生産性

よりも現在のそれにより注意をふり

むけていたのである。 “ ζ の件によ

り ad hoc" といったやり方でなされ

たものなのである。各々の湯合は，

“そ れの長所" についてのみ考えら

れており，股場のフィジカルな生産

性を測る共通の規準すら探用されな

か った。そ 乙で，公的質問は数トン

のポテト ，数ガロンのミルク，数千

ポンドの英貨という比較できない表

の中でもがいている。勘定を払う必

要がな いというもっともな理由で，



省は，保護ないし食糧を取り戻す他 指導されている，非公式調査に委

の方途の貨用! こ l立いささかも注意を ねた。その研究自体の庭園作物! こつ

ふりとけていない。住宅 ・地域政治 いての価値についてリサ ーチが，公

省は等しく保護政策の経済上の判断 式住宅政策の基礎をっきくずすもの

基準を設けるべく斗っ てきた。 れあ である乙とが明らかになったとき ，

る" 政用は支払うに価するという; 央 各行は乙の結果を公表する乙とを! や

然とした主張は論争を招くものであ か: 乙差し控え，それらを明l肢に要約

る。一一そ乙で省は，乙 の 課 題 を してみせる乙とにす ら失敗 したので

Wy e 大学の Wi bber y 博士によって ある。

住 居 フk 準
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123長の議論は，戦争以来，公共住

宅の水準について有害な影響を与え

てきた。明らかにそれの目ざすと乙

ろはすべての家族! こ満足のゆく最低

限のスペース，プライバシィなるび

にアメニティを保証する乙とであっ

た。 1 ヘクタール当り 30戸の最大窃

度I; i : 公式に推奨されたものであり ，

あるときには国家法lζ 書き込まれさ

えしたものである。土地の節約を新

しく強調しだした乙とによって，乙

のアプロ ーチは急転換をよぎなくさ

れ，戦前の基準は放棄された。政府

の目的は空間基準を上げる乙とから

それを削るととに変った。実際( L は

市町村議会は，古い考えにしがみつ

く乙とが多く ，省の指導( [ 従う乙と

を拒否するととが多かった。しかし

公式政策は自然な傾向! 乙逆らい，少

くとも公共住宅計画の密度を押し上

げた。

乙の政策の転換はJf . l 業的節点では

おそらく正当化しえないという乙と

はすでに明らかにした通りである。

国には 1 ヘクタール当り 30戸あるい

は25言でする すべての家族を収容す

る土地の余裕はある。 12地の熱心な

保護者として知られている Dudl ey

St omp 博士は，乙の観方を支持する

ように恩われる ， 資料を出してい

る。その著「英国の土地J は人口

の75労は 1 ヘクタ ーJ レ当り 2 5戸の

密度で拡がり ，さらに学校やオ ープ

ンスペースに 240. 000 ヘクタ ールが

要求されるだろうということを仮定

し，そしてそれでもなお国土の909ち

は民業的用途のものとして残5 れる

だろうとしているのである。より広

々とした開発を抑える必要がある一

方，英国には小さい家と中{ 立の庭と

いうありふれた要求を充すには充分

な余地がある乙とは疑いない乙とで

ある。

もちろん，公共住宅計画の密度を

上げるべしとする ，妥当性のある ，

他の非民業的討議もある。) つはち

ょっとの画地とちょっとのフロンテ

ージはわづかな費用の節約になると

いうものであり，他はより集中され

た開発は，われわれの町{ こ華やかな

「アーパニティ 」と「近隣性」を返

してくれるというものである。一般

の趣味はこれらの議論をいささかも

高くかっていないし，テラスハウス

の優れたエレカ' ンスさよりも ，セミ

( 2 戸連続住宅) の視さを好んでい

るらしいというととはほんとうであ

る。しかし公営住宅が巨額の補助金

を与えられているという事実は，喜

ばない居住者 (ζ 公共の趣味の，俊れ

た規範を課すに充分な理由を与える

と考えられるかもしれない。

明 らかに ，戦前の 1 ヘクタ ーl レ30

戸という募準はあまりにもフレキシ

フツレであったし，それは実際! こは奇

妙に魅力のない単調な型の開発を伴

ったものである。テラスハウスをよ

り多く使った乙とは，それ自体にお

いては一つの改良であり進歩であっ

た。しかし住宅地計画をより魅力あ

るものにすることのできるものは，

改善されたテーザインであり， ラント

スケーピングであり ，街路と近隣の

集合的な外観K ついてのより優れた

心づかいなのである。補助は別にし

て密度についてのひじように中間な

増加以上のなにものかが，乙の目的

の達成を妨げているのである。ニ ュ

ータウンにおける経験が示してきた

ように密度が戦前ｾＨＮ一般に保たれる

とき! とのみ，魅力的な公共的レイア

ウトを受容しうる個人庭園に 調和さ

せる乙とが可能なのである。

しかしし、かなる場合にもコミュニ

ティの残りのものが激し く拒否して

いると乙ろの基準を，公営住宅の居

住者に課すという乙とは近視眼的な

やり方であり ，いささか偽ー菩のにお

いがたち乙めている。生活水準が向

上する lζ つれて，ますます多 くの人

が々，かれらが見苦しくないと考え

る生活条件のもとで暮す余裕がでて

くるだろう。今与えられている補助

住宅がそれらの要求を充さないな'

ば，私的開発者によっ てmてられる

低密度住宅 l乙対する需要がしだいに

高まってくるだろう。そしてニュー

タウンや他の計画はそれらの最初の

見込みからはづれて，セミ ・スラム

の地位』ζ 転定年してしまう かもしれな

い。すでに Hert f ordshi  re の県議会は

St evenogeニュ ータウンの一部ならび

に Bor ehomwood と O xhey にある ，

ロンドン県議会の衛星都市のためK

提案された高密度開発のような種類

のものは「借手のつかない資産とい

う重荷を心臓の上lζ 置く」よう な し

ろものであるかもしれないという恐

怖を現わしている。それらの新しい

君主墳にあっ て ( そ乙から) 逃げ出す

のがかれらの主な目原であるよう な

高密度な生活条件のエコーを明らか

にいやいや受け取っている借家人達

を「教育する」ために公共資金で支

払うには，乙れはあまりにも値のは

るものである。
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最後に，密度基準は，偽りの基盤 は不幸な調子をおび，社会的に偏っ

! とたって採用されでもならないし， たものと なる危険がある。

正当化されるべきではないというこ 乙れらの批判はいかなる状態にお

とは明らかに重要な乙とである。土 いても ｊｾ 業 保設とい弓観点は正当化

地を節約し民業を保談する必要性 されえないといおうとしているので

ーー とれは公共住宅密度を上げる主 はなく ，都市開発の将来の拡がりを

要な理由として差し出されているも 抑制するには他の理由があるという

のであるがー一一明らかに公共ならび ζ とを否定しようとしているのでは

に私的開発のいずれ lζ も等しくあて なl 、。国民の，確かに( その) 余裕

のある見苦しくない空間水準という

ゲロ

ニI : .
間 〆¥

最小の要求と ，すべてのものが希望

すれば，開発される かもしれないと

乙ろの最大の将来の土地に対する圧

力とは，区別する必要があろう。気

づかわしい ものではない現在の直接

的状況と ，! 災業にばかりでなく全コ

ミュニティの快適性と便宜性! こも危

険をもた らす将来の可能性との間に

も同様の区別があるべきである。

の 情 熱

はまるものである。それゆえに，こ

れらの基盤にたって採用されるいか

なる密度基準も ，部分的!Cではなく

全体的にあらゆる型態の開発に採用

するべきものである。しかしそれが

典型的な居住者 1 人当り について多

くの空間が取り 上げられてきたとは

いえ，実際にはI2業の斧は主に公共

計画K 対してふりおろされてきたの

である。

T HE  PASSI ON F OR  S PACE  

部分的には，乙れは民業保設が基

本的』ζ はまったくちがった理由で嫌

われている と乙ろの計画に反対する

もっとも尊重すべき理由を差し出し

ているためである。しかし付け加え

るならば，政治的な理由で私的開発

を修正し，禁止する理由をみつける

のが，ますます困難となっているの

で， 12業省は，その目標を公共計画

にふ りむける に至ったのである。乙

の状況は，致命的で不幸な非一貫性

を公式政策に与えた。裕福なものの

300 坪の画地が， まったくばかげた

乙とであるが， 100 坪の画地さえ土

地の浪費Tこなどといわれていると乙

ろの公営住宅の借家人の地位とが比

較されるようになる ξ き，都市計画

24 

都市の拡がりについての一般の趣

味がおよぼす強い衝撃はまだこの国

では経験さ れていない。 1，200 坪な

いし 2 ，400 坪の闘地を欲する人々は

おそらくあまり多くなりそうにはな

い。しかし生活水準が向上するにつ

れ，ますます多くの人々がおそらく

各々 300J平ないし600: e y の画地を捜そ

うとするだろう。一方今 100 坪でが

まんしている多くの人々が 150 坪な

いし 200 坪を要求するようになるの

は時間の問題である。乙の過程には

もちろん制約はある。というのは，

たいていの都市労働者はかれ ら自身

骨折ってほんとうに大きい画地を世

話する時間も趣味ももたないだろう

し，それにはかなりの地方税を払わ

ねばな らないからである。しかし，

よりプライベートな生活空間に対す

る潜存的な欲望は疑いもな く強く ，

満足から は程遠いものがある。

英国人の空間とプライパシィに対

する情熱がl足業の墓穴を掘るといっ

た深刻な時点がやってくるかもしれ

ない。そしてそれがそうな らば危険

を気づかう乙とはよいことである。

しかし，もし完全に禁止されないな

らば，空間への情熱は第 1 掌で論議

された他のずっと重大で集団的な誤

った結果を惹き起すたろう。 かく し

て，この欲望を柔げ，個人にはその

意味すると乙ろを，なるほどと思わ

せると乙ろの公然とした禁止とは別

のなにものかが必要とされる かもし

れない。もっとも単純でまた望まし

い制止する道具は経済的なものであ

る。空間 ・空気ならびに静けさにつ

いての私的な楽しみは，ますます希

少な価値となろうとしており ，それ

の追求は相対的なフラストレーショ

ンを起乙させてしまうも のだから ，

乙れらのアメニティに応 じて課税す



る乙とが合理的な乙とのように思え るべきであることを示唆するなら メンタルな協会とは縁を切らねばな

る。乙れは税法の調整によって簡単 ば，各々の決定についてな 5 れる匂 らない。鉱物保訟はすでに科学的合

になされる乙とができょう。これに つけあう怠地の惑い滋斗を避けるた 理性をもった客観的な方法で取り組

よって特定の点を越した続税の岡地 めに，乙れらの地点にこそ明可な国 まれている。しかしJ ; ; l 業を取り阻む.

は急激に，その価格は上昇するだろ 家の誘導がなされるべきである。そ 支離滅裂な偏見の嵐は ，同様のアプ

う。もちろん 120 : 15! ' の中程度の園地 して採用されるいかなる原則も私的 ローチをはるかに吹き散らしてしま

には地方税を上げる問題はないだろ ならびに公的開発に等しく課せ られ っている。 j民業は，まっ たく不必要

う。かれが，それを払う用立さえあ るものでなければならない。 にも ，大臣の最初の報告書 ( 1951 )

れば好きなだけ多くの空間をもっ乙 合理的な j災地政策は，もっぱら広 ではばかげた誇張をされ 2 番目の

とをだれも妨げないだろう。 ζ のな 範囲な経済的，戦略的考慮の上に基 それ ( 1955) ではきれいに忘れウれ

図は，♀ふ三: について払わせよう 磁を据えなければならない。そして るというような計画政策をくふっか

という ζ とであって ， それらが必ｾ それは共感はあるが，個々に孤立し せるものになってしまった。

としているものを否定しようという た，思考を要求する ｊｾ 村周辺のセンチ

ことではない。そして，その賦認は

本来長期の利益を生むものである。

計 画 と 農 村 の 繁 栄

しかし長期的に見てすら ，現在

は従業保愁を擁殺すべき具体的なデ

P L ANNIN G  A ND  RURAL  PROSPERI TY 

ータはほとんどない。 St omp博士の

パイオニア的，かつ: l ; IJ 限された戦前 つまると乙ろ. - 4 王立が批判的に記

の調査以後には包括的な土地利用調 述しようとしてきたと乙ろのものは

査はなにもなL、。 j災地吸収の現実の 国家の計画政策が212村とJ2業の繁

速度についての知識はなお欠けたも 栄になんら寄与すると乙ろはなかっ

のであり ，現在の123主に与えられて たという乙とを示唆せんとしている

いる散発的な保護がひっこめ られる のではなし、。反対に ，保談論議ーー

としたならば，乙れの喪失はどの位 乙れは Scott 報告によって表わされ

かを推定する試みはまだなされてい た段村問題への全面的に防衛的な線

ない。計測の別の側面では民地とし に沿っているのであるがーーに対

て分類される土地の状態と潜在力に る過度の先入見はずっと私極的で利

ついての情報が欠けている。乙の 't ，'i 益のある方途についての思! むを公ら

報とはつまり，その土地のどれ位の せてしまうものであるという ζ とを

ものが半分見棄てられたものである いわんとしているのである。第 1 章

か，またそれのどれ位が現在よりも でJ2村の問題は不充分な社会施設と

より多く生産する乙とができるか， 縮小した人口をめぐ る問題であると

またそれはとれ位の費用でといった いう乙とを指摘した。山村生活の活

類の情報である。もし乙れらの研究 力を奪うものはこれらの欠点であっ

が新しい開発密度と位置が規 ｾｉ［ｉｊ され て，民地の吸収ではなし、

知的な計画は可能なかぎり最大数

の民村居住者に対して改善されたサ

ービスを与えるために ，かかる方法

による新しい開発の規制によって民

村を援助する乙とができる。過去に

は公共サ ービスは，規制l しえない私

的開発に後手後手lご調子を合わさね

ばならなかった。しかし，今日では

開発は公共サ ービスが便宜を与えて

くれる用地や地域にのみかぎる乙と

ができる。その上，計画当局はそれ

が適当だ、と考えるところに新開発を

集中するために住宅，教育，給水等

における「優先性J について，その

規制lをおよ lます乙とができる。

乙のアプロ ーチ は( そのなかで)

全計画の内部において村や町が，あ

る特定の機能を割り当てられている

7 t¥OI V'7 0 問フk 塗 料 /

.世ニー11" ・ 1: : 1メシト・ぺイシト

川 ｮＮ 句勺伶ｾ，Ｎ｟

七 ＱＲ Ｚ ｾ 惨水谷ペイン Ｑ 、
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ような関連コミュニティのーつのバ

ターンを築き上げる乙とを可能にす

る。例えば，その開発計画案におい

て Li ncol n 5hir e  ( Li ndsey) は，五つ

の市場町を「地域サ ー ビスセンタ

ー」そ して，66の適当 lζ 配られた村

を r J Nすサービスセンタ - J として

分類した。 r地 域 サ ー ビスセンタ

- J は，そのエリア K 中等教育，社

会，保健サ ービス ，ホステ J レ，消防

箸等の便益を提供しようとするもの

である。 ｲｊｾ 村サービスセンター ｊ

は，サービス業と社会的jj在設によ っ

て 周 辺の ｊｾ 村の日常の必要を 充そう

というものである。乙の機能的なア

プロ ーチは，乙の県の他のコミュニ

ティ! こも採用された。乙のコミュニ

ティは，休暇町，工業町，自治自足

の町， ドー ミトリイ ・ヴィレッジ

「非自立的」小村といったふろに，

いろいろ K 分類されている。

乙の機能的アプロ ーチはとくにそ

れが数学的正f止さをもって追求され

ると した ら，明らかに危険なもので

ある。ある村は( それを) 戦略的 IC

配された隣村への施設の集中にいた

く失望するにちがいない。一方( そ

れらに) 与えられる基本的なサ ーと

スlζ 対して支払いをしないために，

それが廃止される浮目にあう小村が

プランナーをそしることは理解でき

るととである。しかし，たとえ命脈甘

された佼える基金から最上の結果を

引き出したとしても，乙のような失

意はなくならないだろ弓。小さい村

がとまどうほどの数とヴァラエティ

がある ζ とは，英国j災村の魅力の一

つではある。しかし， それはまた

(新 しい国の広く ，等しく配されて

いる民村コミュニティと較べるとき

には) 適切なサ ービスを与えるとと

をひどく困難にしている要因であ

る。いずれにしても民業労働者の生

住むのを嫌がることによって刺激さ

れ，より大きい村への J1l! 村人口の流

入という自然な傾向がある。しかし

充分なサ ービスとヴィレジ ・ホーノレ

を備えている大きい村は最善の伝統

のおもかげをやどしている活発な地

域生活をつくりだす乙とがなお可能

である。農村計画において現実の問

題は，今日では，プランナ ーがあま

りにも専政主義的である乙とではな

くて，かれらが改良された j災村ノマタ

ーンを課すと乙ろの活動 K おいて，

あまりにも慎重すぎるととである。

多くの小さい，; 村H可の開発によっ

て段村を助ける現実的な可能性もま

たあるのである。 5c o什 報告は繁栄

する段業は，農村の繁栄lζ 充分な基

礎を与え，そして，一般には工業は

段村生活と労働 [ζ 破壊的な衝撃をお

よぼすものと信じていた。これら

の結論は時の試錬に耐え得なかっ

た。より繁栄するJ2業はより人口の

多い段村を，ｾ，、味しはしない。そして

事実すでに ｊｾ 村は戦前より就業者は

少い。政府は，食糧不足の時期にな

しえたようには，もはや停止もしく

は減少しつつある人口のためK ，改

良されたサ ービスを与える乙とを可

能にするために，多額の特別補助金

や保護金に頼る 乙とはできない。反

対に農村町におけるある種の工業開

発は農業にとっても大きく助けにな

るという積極的な証拠がある。高い

工業賃金は土地から労働を薄うとい

うことはほんとうである。しかし，

乙れはいずれK しでも起こることで

ある。そして乙の吸収が地域的なも

のであるならば，結果は望ましいも

のである。そのとき ，それらの定住

によって全家族もしくはそれらの若

いメンバーの流出は止まることにな

る。かくしてサ ービス における改善

をフイナンスする乙とは容易とな

活水準の向上 とかれらが期立小震に る。
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本章は，保護論議はそれがあまり

にも無価値であるために農村擁護の

ための不充分な楯でしかない，とい

う乙とを示唆した。全面的に防衛的

で「敵を押しのける J ような農村問

題のアプロ ーチは慈くもあり不運な

ものであって，最後 lζ は失意を招く

ものである。良村が生活と労働の場

として残り ，ほんとうに博物館の一

小断片になるべきでないとしたな ら

ば，事実，それはもっと多くの人々

を必要としているのである。新しい

開発がすでに存在していると乙ろの

美しさを傷つけないようにすること

は，へリクレス的課題である。それ

は至極困難である。そしてそれは知

的計闘が未来の要求に適合する乙と

ならびに悪いサイテ インクと慈い趣

味を止めるための絶えざる 笹戒心を

要請しているのである。しかし，意

志あると乙ろ必ず成し遂げられると

ころのものである。反対に，ひどく

底意のある立場で開発に反対するこ

とは無益な斗いへの道である。

本警はまた住居と食料の対照はあ

まりにも誇張して演じられてきたと

いうととを示唆している。ある特定

の点をすぎるとき ，英国人の昂まっ

てゆく空間への情熱を抑制すること

は賢明な乙とである。しかし国はそ

の予見しうる人口のために，本国の。

資源として必要とされるところの，

見苦しくない住居を与え，同時に食

料を生産する充分な土地をもってい

るのである。種々の「非常時」につ

いての考慮さえ，乙の結論を くつが

えしはしない。密集している都市人

口に，満足な住宅を与えることの，

ほんとうの困難性は 2， 3 の都市

中心における雇用の集中に存するの

である。( 訳者註 ; 次掌は J OB5 1N

T HE  M OV E  と題して，雇用の大都

市集中問題を扱っている。)



軍 用 地 取 得 方 式 と 宅 地 評 価 問 題

用地取得方式

まえがき

最近，大都市への産業集中，人口

集中はいちじるしく ，乙れに世帯細

分化，居住水準の向上等の他の要因

も加わって，都市近郊における膨大

な宅地需要を生んでいる。これに対

し，都市の既成市街地およびその周

辺地域について，それらの土地を合

理的に利用するための総合的な実効

的な土地利用計画はほとんど確定さ

れておらず，公的俄関においてやや

計画的 lζ 配慮された宅地開発を行な

って いる K すぎなし、。しかしなが ら

その供給量は膨大な宅地需要のどく

ー部を満たすにすぎず， したがって

その他の膨大な需要に対しては，民

間宅地造成業者や需要者個々の手で

宅地化が進められている現状であ

る。乙の場合，とくに問題となるの

は，道路，下水等関連公式他殺の整

備がほとんどとも なわず，1m計画な

宅地化が進められていわゆる都市周

辺のス プロ ール現象をもたらし由々

しい都市問題を露呈していることで

ある。同時! と ， ζ の現象は，市街地

周辺農地あるいは 山林丘陵地につい

て宅地化期待のための地価鵬首: を生

み， 乙の地価勝負の傾向がさらに市

街地周辺良地等を投資，投機の対象

としての需要を生む等の惑循環をら

たらし，深刻な宅地取得難となって

いる。

そ乙で，乙の宅地問題 l乙対処して

その解決を図るためには，計画的な

大規模な宅地開発を充分に行なう乙

とにより ， 低 ｾＧｦｴ な宅地を大ＺｷＺ，こ供給

する乙とがもっとも緊急な要件であ

ると思われる。国においても住宅

対策審議会，宅地制度審議会等の答

申にもとづき大巾な住宅地供給計画

を実施すべくその法制化を急いでい

る。

用地の取得方式は各事業者，企業

体!ζ おいて いろいろな独自 な方法カま

とられている乙とであるが，現在の

とζ ろ，その買収方式を大別してみ

ると ，全面買収としての任窓買収方

式，強制収用方式，還元買収方式が

あり ，他の方法として区画整理によ

る開発方式がある。このさい，現 下

の深刻な宅地問題lζ 対処して，各種

の用地買収方式を検討してみて，よ

りスム ーズな住宅地買収方法を考え

る乙とは重要な命題だと思う。

( 泉 資一郎〉
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< 用地取得方式 1>  

土地区画整理方式について

土地区画後理は，従来! 日者日市計画

法第 12条第 2 項 に よ り 耕 地 整 理 法

(1昭和25年廃法) を準用していたが

現在は昭和30年 4 月 1 日より新し く

施行された土地区画整理法によって

その事業を行なわれている。

土地区画整理は都市計画の母とい

われているように，わが国の都市計

画の実現には大きな役割りをはたし

ているもので，都市計画の内もっと

も重ｾな大きな事業の一つである。

関東の大震災，大東亜戦争による

戦災，その他の災害による各都市の

復興事業および宅地開発はほとんど

これが基盤となっている。

宅地開発としてもっとも盛んに行

なわれたのは，大正の末期から昭和

の初j切にかけてであって，大部分は

キ且合}j I ! i 行で。あったが，その地区もお

びただしし、数に上っていた。

その後戦争の勃与をによってー・時下

火になっていたが，戦後はもっぱら

特別者 ｦｾ 市計画 ｪ 去による戦災復興の土

地区画整理! こ重点がおかれて新しい

地区の宅地開発には手をつける余裕

すらなかった。

ところが戦災によっ て多くの人が

住家を失ない，また海外からの移し

い号 Itbl 者によっ てますます住宅の不

足を来し，その惨状は目をおおうほ

どであった。

それがため各人各様勝手気ままに

無計画無統I1日lといっていいように ，

その場その時まかせに住宅はi i 1 てら

れて J 時窮地を凌いできた。それが

今みられるような不健全な市街地を

構成して，交通，衛生，美観 lζ 大き

な支障を来して再開発をしなければ

ならないような状態に追い込んでい

る。

その後，各都市はもちろんのこと

公社，公団などにより政府は重裂胞
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設のーっとして大幅の予算をもって

乙の宅地不足を解消するよう全力を

挙げているが，まだまだその需要を

満すまでにはほど遠い距離にあると

いえるであろう。加えて所得倍増計

画lζ 沿って一般庶民の生活状態もよ

くなってきていることでもあり ，か

えっ て，困難が増してくるのではな

いかと考えられる。

そ乙で，各都市とも今後よりー庖

急速に宅地開発が進められて行くで

あろうことは容易に想像できるが，

乙の事務的処理手続きがひじように

複雑難解であって，r去に定める以外

に相当な口数を要することだ。

土地区画整理法は新訟法の怒旨を

充分もり込んだ立派な法律ではある

が，旧法に比べて乙の処理手続きに

おいてひじように多くの時間を裂す

るように な っている。したがってそ

れは事業貨にも影響する乙とである

が，その事業完成には相当年月を必

要とする悩みがある。

それを表わすーっの例としては新

法と旧法の切り換え期限である最後

の年，1昭和34年度 lζ 至って大東亜戦

争中以後から施行されていたもので

換地処分が未完了で残っ ていたもの

が全国で約 30 0 地区以上も あった乙

とを記憶する。乙れはその処理手続

きがひじように複雑難解で面倒であ

る乙とを物語っ ている。

わが国の土地区画整理はドイツの

アジケス氏の法則を主として取り入

れて，狭い国土の国民として土地は

もっとも大切な財産であるとして扱

われているので，乙れは世界にも誇

り得る法律と聞いている。

必要ーな時期! [ 必要なものを得る乙

とが大切であって， 乙の立派な法律

を充分活用し，その目的を達成して

事業効果を上げる乙とに務めなけれ

ばならない。

乙の複雑難解な事務を急速に処理

するためには，相当な経験と特殊な

技能を必要とするが，その技能者も

また不足している。 ζ れについて建

設千? としても随分と心を痛めている

れるようであるが，早急にその対策

をこうじて事業の推進に力を加えて

いfこTごき Tこい。

さて，土地区画経理の事業として

道路も水路もでき上ってー応区画も

はっきりしたもの。乙れはようやく

基礎ができたという程度であって，

今後乙の土地の利用価値を増進する

ためにはその後の投資が必要であ

る。

まづ路面舗装，続いて衛生設備，

ガス ，電気，通信機関などを完備し

造園処置を完成して始めて理想的な

宅地ができるのであって，今のさび

しい国家財政によっては，これを完

全になしとげることはむつかしL、。

それがため，その後の処置に充分: 立

を用いてますますその土地の発展に

対して努力しなければ，せっかくの

理想郷の計画も画餅 lζ 来してあたら

宝のもち腐れとなり ，ｾＺ｛の事業効果

を上げることはでき ない。

現在ものすごい住宅地ブームにの

って， 電鉄会社，土地会社などが分

譲地経営をやっ ているが，戦前のよ

うになぜもっと組合施行でどんどん

宅地開発ができないのでしょうか。

市街地改造，都市改造，宅地開

発，一団地住宅経営と今後ますます

土地区画獲理事業は盛んになってく

ると考えられるが，より目庖の国庫

補助と技術的指導を願弓ものであ

る。

( 大阪府住宅悩会参事 瀬能治郎j



< 用地取得方式 2>  

私鉄における住宅用地買収

ー一任意買収方式一一

1  用地買収計画

営業としての宅地造成一一住宅建

設! ; ，土地の買収から始まる。住宅

地としてのできばえ，すなわち，規

気 道 路 網，公共施設，交通関係等

の諸条件の整備をどの程度! こなし得

るかということは，ーに力、かつて用

地買収の成否にかかってくる。宅地

売出価格をどの程度に抑え得るかと

いうこと ，すなわち営業の限界点を

決定するのも用地買収の成否いかん

にあることはいうまでもない。した

がって住宅地建設を企画する基本は

用地買収にあるといっても過言では

なL、。

手IJi ，図追求の一手段としての不illb産

売買の場合はい ざ知らず，鉄道沿線

における私鉄会社の住宅経営は，節

目的は沿線の美化であり ，年々に

増加すべき乗車人員の培養源でなけ

ればなみない。もちろん沿線の住宅

径営事支はすべて私鉄の独占事業と

して他の企業の介入を排除するもの

で! 土なく ，また一事業会社のみによ

ってこれを行なう乙とは不可能であ

って，私鉄の住宅経営の使命l立公営

企業または他の私企業の進出を符易

なみしめる基礎をつくり ，無限に延

びるべき住宅建設のー拠ぷたるに満

足しなければなら ない。この目的を

達成すべく当初の基本計画をいかに

もってゆくかが用地買収の成否にか

かってくるわけである。

2.  用地買収上の問題点

用地買収計画上の問題点は，函秘

と形と価格にある。第一の面積の問

題は，前述の基本計画の在り方によ

って自ら最小限を規制せられる。す

なわち，通過道路，上下水道，都市

ガス ，排水設備等の基本設備を，将

来計画の規模において整備し，これ

らの建設諸貨を売出価絡によって消

化し得る有効面税が段低限必要であ

って，それ以上は多々益々弁ずる乙

とはいうまでもない。また鉄道経営

上かるみれば，住宅地を目的とした

停留場の新設には，まづ30万坪程度

の径営を目途とすべきであろ弓。

i欠に形の問題においては，名辺が

各東西南北の方向に沿う四角形が宅

地計画上理想的である乙とはいうま

でもな仁、。しかしながら現実には地

形の関係上多極多織の形にはな・勺ざ

るを得ないが，乙の傾向を助長する

事情として，計画地lヌ内において買

収に応じない地主が何 ［ｾｉ ｊ かは存在す

ることを党↑吾し な け ｾ ｌ ばならない。

団地経営上いかにして乙れを処理

するかか ， 投合 ｾｪＨ がｾＡＺＮ ｾｾキ心を裂すると

ζ ろであって ， 時間 ｩｬＧ ｾ ｾ 延 ， 経済的

負担増および仕上 りの拙劣さ等，経

営上最大のガンと なるものである。

次! こ買収価格は時価によることは

いうまでもないが，附近地の売買実

例はかなるずしも正当 な時価を表示

していない。一戸の宅地分として取

引せふれる公道沿いの地価と，住宅

環境を創造する ζ とを条件とした

団地経' 討用地とは素材の木買が異る

のであって，自ら月IJ倒の観点から i時

価をはじき出す外はない。完成後の

宅地価格から逆算して買収価格を打

出すのが合理的であって，乙の問地

主の考え方との調整には相当の折衝

がいる。かく て決定せられた価格は

向 4 地区において不動である乙とが

望ましい ζ とはいうまでも ない。

しかしながる ，相当坪数ありかっ

相当人数の地主相手の買収には，最

初の契約成立から起算すれば一年な

いし数年の時 日を経過するのが普通

であって，時日の経過による自然の

値上りの外lζ ，交渉困難 な物件ほど

契約が遅れてくる事前と重なって，

地主間! こ相当の値びるきを生ずる乙

とが多い。事業主体からみればもっ

とも協力した者がもっとも不利 とな

る結果を生ずるのみならず，地元の

不信感↑ 古となって将来に禍根を残

す。多かれ少かれ，この函の矛盾に

は買収担当者自身抵抗を感ぜざるを

得ない。

3.  私企業における用地買収よの問

題点

以上桜設した弔地買収上の問題点

は，いずれの事業主体においても経

験することであって，私鉄における

宅地経営に限られた問題では ない。

買収技術上私鉄が有利と考えら れる

ことは，主として鉄道沿線に計画す

る関係上常-r j沿線の行政機関ないし

は地元有力者と緊密な接触、を保つ ζ

とによって用地買収上の諸問題を予

測し得ることおよび用地買収の手掛

りの発見を界易にすることが第ーで

あり ，第二に，鉄道胞設の改善，新

設等! こより未開発地! 衰の上地の価値

を自ら創造し得る利点に立って，他

のおよ lまない未開発地区の口収が可

能であるととであろう。公益事業と

して営利性のきわめて少い鉄道亨業

を活かすべく ，私鉄は過去数十年間

必死に沿線住宅経営を絞けてきた。

乙の実被と経験は，同の住宅政策上

決して軽視すべきものではな く，鉄

道事業と問機の公益性をもっ て評価

せられて しかるべきものと考えられ

る。 しか しながら ，私企業たる私鉄

には，用地買収上何等の恩典も与え

られていなし、。乙れをもっとも 痛感

するのは地主! こ課賦せら れる譲渡所

得税負担の問題であり ，また計画地

区内の未買収地: こ対し悪徳第三者の

買占めにより ，事業計画を狂わされ

る場合である。さうに j民地法上の; j jlJ

約は公営企業と大き な差のあると乙

ろであろう。乙れらの諸問題は，国

において立集中の宅地開発法案にお

いて大幅に取り 上げら れている が，

私鉄に関 しては，部分的にも適用せ

られるき ざしをみない。特別な施策

を要望するしだいである。

( 近鉄開発局企画部長 木梨正夫〉
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< 用地取得方式 3>  

収用 買収方式について

近年大郎市の人口集中はますます

増加のー方を辿り，その結果生じる

種々の都市問題についても，いろい

ろと論議されているところであるが

悉ネックとなっている用地の取得

の困難さは頂点に透した感がある。

都市問題を解く鍵は，土地問題で

あるという言葉は，正に適確であり

この怒味において住宅問題の解決は

に規模な開発による安価で健康的な

宅地の供給であるとい っても過言で

はないようである。国の施策におい

ても住宅地需給の方針を公的機関で

6596，民間自力開発で359ちとし，公

的機関κ よる住宅地の供給を大幅に

行なう方針を示している。

乙のよう な状勢において，現在の

宅地開発の用地買収方式のーつであ

る，収用tiil を付与された事業につい

て，その問題点をこ，三考えてみた

いと思う。

その前に土地の収用権についてふ

れてみると，衆知のように土地収用

( または使用) する乙とができる事

業は ，土地収用 iとある L、はその特別

法ともいえる都市計画法その他の法

律! こよ って定められているのである

が，乙の法の板本原則( 立公共の利益

となるべき事業に対して，国家の権

力で個人の財産権を収用するという

制度である。しかし土地収用法( 昭

和26年立法化) を流れる精神が，私

有財産不可位の原則と ，公益事業優

先の行政権の発動の調整の上に存在

している。民主的な近代法であるこ

とは案外知られていなL、。私権を正

当な補償のもとに規H ; IJ を加えて，全

体の公益に資する乙とは，近代国家

の高度の発迷の過程には必要なこと

であり ，未開発国にはない法律であ

る。

さて地方公共団体等が都市計画的

にみて必要ある住宅開発については
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都市計画法に基ずく 「ー団地の住宅

経営J 事業の認可を得て ( 収用でき

る資格をもった事業として〕開発を

押し進めていくのであるが，当初[ 主

用地買収に際しては，任意買収の線

で接衝を重ね，買収価格の調整を行

ないつつ，その途中において収用手

続 を し 収 用 権を得てどうしても買

収協議が成立しない土地のみに収用

権を行使するというのが普通のケ ー

スである。

乙乙に一つの問題点、が生じるのが

「一団地の住宅経営J なる事業であ

る。乙れはあくまで自ら居住を必要

とする者に対して賃貸し，または分

譲する目的で国または地方公共団体

または口本住宅公団が行な う50戸以

上のものであり ，その本質はあくま

で住宅経営である。だから公的機関

がー般宅地分譲の目的では，都市計

画法あるいは土地収用法にいう収用

できる事業として認可される乙とが

難しいとされて いるのが現状であ

る。乙れは土地収用法の本旨から考

えたなら無理のないところであるが

狭い国土で過剰 な人口をかかえた，

わが国が，土地を投織的に扱われ土

地ブームを起乙し，真に住宅地を欲

している人々は手も足も出ない現状

をみるとき ，公的機関による安価で

施設の整備された住宅地を大量に供

給する乙とが園長多数の念願と思わ

れる。この点「国づくり J 的な視野

から強力な立法化を待たれる所以弔

ある。

今 ーつの問題点は収用手続と開発

の辿、皮の問題である。土地収用の手

続は事業が収用をなすことのできる

公益事業であるという国家の認定，

すなわち事業認定と裁決申請の準備

手続，裁決手続の三段階をいつので

あるが，裁決申請の準備手続は土地

細目の公告があっ てのちも ，当時者

悶で協議するわけである。法の建前

として強権を行佼する前になお円満

に解決する機会をもたせているので

あり ，乙 れで解決しない場合，収用

委員会に裁決手続をし，収用委員会

の裁決を待つわけであるが，乙の期

間がひじょっに長い( 普通半年から

1 年かかる) 。そしてその補償額で

あるが，係争地は私有財産であり，

乙れを強権で収用するのであるか

ら，被収用者に対して正当な補償を

せねばならなし、。

乙の補償額は収用委員会が起業者

被収用者等の当事者の主張する補償

額の調停をして， 裁決H寺の価絡によ

ってきまるのであり，土地の正当

な鑑定評価は二次的なものになって

いる。だから裁決までの期間がひじ

ように長く ， しかもその開発迷度が

進み，周囲の地価が充分はね上っ た

時点で，周囲の地価を勘案して補償

裁決がなされるのである。乙のこと

は「ごねたら得」という結果になり

がちである。起業者にとっても頭の

痛い点であろう。

憲法において個人の財産は佼して

はならないという乙とのみを頭にお

いて，同じ条文の私有財産といえど

も正当 な補償のもとには乙れを公共

の用にさし出さねばなるない義務が

ある乙とを今一度考える必要があ

る。

国述調査団が指摘していたように

公共性のある事業への国民の理解が

なににましでも必要なのであろう。

そ乙には， ドイツの国土計画にみ

られるように，国の隅々までに地域

計画が策定されており ，そ乙に建設

在るlE去らなし¥必要性ある国土計画

が必要であり ，各界あげて努力せね

ばならない問題である。

( 大阪府住宅開発課 原因明治)



< 用地取得方式 4>  

住宅地開発に おける 還元方式について

還元方式を簡単にいえば，住宅地

開発において，土地提供地主に対し

て開発宅地の一定部分を，その提供

面積の幾割かを適当な値段で還元す

る方法である。

堺の臨海工業地帯の大規模造成l乙

伴い，その後背地の住宅地整備が緊

急要件となり ，堺市街地に隣接した

近郊 ｉｾｾ 地である金岡地区 ＴＰ 万坪の宅

地開発を大阪府において行なう必要

を生じた。しかしながら ，乙乙に大

きな問題となったのは，果して従来

のような任意買収の手法で，乙のよ

うな大規模な函松の， しかも地価の

かなり挽おしている近郊民地をかな

り短期日 K 買収しうるであろうか・・・

ーという乙とである。そ乙で大阪市

大川名教授ならびに買収を直接担当

する堺市企業部長などといろいろ検

討した結果，考えられたのが乙の還

元による買収方式である。

還元買収方式の意義としてつぎの

四点が考えうる。

まず第一-点は，従来，住宅団地の

| 摘発に当って，開発によりその附近

地はいちじるしい値上りをみせ，た

とえ適正な時価で買収したとしても

なお，住宅地開発に協力した地主よ

りむしろ無関係，非協力の地主が開

発による利益をうける不合理があっ

て，これが住宅用地の取得を困難な

らしめている原因となっている。そ

ζ で土地を提供した地主に開発宅地

のー定部分を還元することにより ，

協力地主乙そ開発による利益をうけ

同時に住宅地買収を容易にする方策

として考えるれた。

第二点は，公企業としての宅地開

発と，その住宅地の開発の結果引き

ずられて起こる周辺地の民間企業と

しての宅地化とを，一つの計画の中

でうまく調整していく方法論として

考えられた。従来，公営住宅，公団

住宅等の公企業でかなりまとまった

住宅地が開発されると ，すぐそのま

わりに小さな商庖ができたり ，貸ア

パー トができたりたちまち宅地化し

てゆくが，その宅地化の傾向( ; j : 道路

も小をく ，排水，下水道も不充分で

公企業開発地と比して極端に劣悪な

型でスプロ ーノレされているのが一般

的な実態である。そこで非常に大き

なスーパー ・ブロックの区画整理と

でもいうか，公的開発による買収と

区画整理とをー緒にした開発，すな

わち公共事業としての公的機関によ

る住宅地開発という事業と ，区画整

理的な手法による民間資本による宅

地開発をカクテノレにした型の開発と

いう可能性をねらっているわけであ

る。すなわち還元地について区画整

理的手法で民間資本による開発を誘

引する乙とである。

第三の問題点としては，近郊12地

の現状を分析してみると，専 ｃｾ 主 ｩ 出家

はほとんどみられず，ほとんどすべ

てが半段半サラリーマン世帯であっ

て，いずれの日か転業のチャンスを

待っている者が多いという乙とであ

る。したがって，個々別々のケース

において位地を売却して転業が進め

られている。乙の場合個々別々の転

業は段民自身! ことっても決して有利

なものではない。したがって，乙の

住宅地開発と ，それによる還元地の

利用というチャンスを利用して，個

々別々ではなく集団的に脱出，転業

のチャンスを得て， しかもその転業

が，行政庁からの行政指導のー還と

して行なわれる羽合転業段家にとっ

てきわめて有利な乙ととなる。逆の

立場からいえば，近郊12地の転業対

策という行- 政指導上の立場からも ，

還元による住宅地開発の; 忠義は大き

いと考えられる。さらに補足するな

らば民民の転業対策として，還元地

をいかに利用するがという段階にお

いて，地元/ 1 : 1 民地主と膝つきあわし

てともにその地域社会の開発を考え

進めてゆくという ζ とは，また民主

的宅地開発の方法論でもある。

第四点は，公共事業の経済性とい

う乙とである。従来の用地買収にお

いて，民民の立場からいえば少しで

も高く買わそうという ζ とになるが

還元方式からゆけば，むしろ開発に

よる還元地の土地の経済効果の収益

を最大限! こするためには公共投資の

投資額，すなわち買収価格におのず

から適正な価格が割り出されてくる

乙とになる。

以上が還元方式における大体の意

義であるが，乙の具体的方法論にな

ると種々の問題がある。例えば，近

郊民地の土地所有の型態はきわめて

零細なものが多く ， したがって，そ

の還元地の面私もさらに '1，: 細な過小

宅地になるという悩みである。乙の

場合還元地の共同所有，共同利用が

還元方式を成功させるきわめて重要

な鍵となる。そ ζ で，その共同利用

問題も含めて還元地をいかに経済的

に利用するかがつぎの命題となって

くる。大阪府においては還元地の経

済的利用方法について，関西大学経

済学部長松原教授に研究委託をし，

それについて一応の成案を得た。

以上のごとく住宅地開発における

還元方式はきわめて新し l 、やり方で

めるが， I2民地主自体の協力と時代

認識がなんといっても重要である。

とくに現在，闘において検討されて

いる住宅地開発法においても，乙の

還元方式を取り入れようとしている

ことは注目に値すると考えられる。

( 大阪府住宅開発揮 )  

宅地開発係長 泉 資一郎j
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宅地評価とその制度化について

日本不動産研究所研究部長ー

木 村 覚

地価動 向に現われた新 特 徴

さすが隣貫一途の地価も ，金詰まりで。頭打ち反落説さ

えある。個人住宅用地の需要はともかく ，企業用地需要

の減退がここえきてひどく目立つ。昨秋から ，大規模の

ものは民地転用，建築若工のいづれもが政策的に抑制さ

れたことは一層この現象を強めた。

企業用地需要i樹立非居住用建物着工面積が本年 1- 6

月平均 303 万平方メ ー トルと昨年の月平均より約 994低

く，製造工業設備投資動向調査( 中小企業金融公庫本年

2 月調) の本年度設備投資計画のうち「土地J が前年度

比 1590の大幅下回りかるもうなづけよう。

勺! て，設備投資が能力の拡張よりも ，合理化，原価

引き下: ずの比重がふえた乙ともあって，工業用地需要は

以前ほど活発でない。この 2，3 年つねに地価上昇を位

進してきた工業用地の値上がり錠化の傾向lz ，政府の設

備投資見通し圧縮改定，経営者自体の慎重態度の現実! こ

徴し，なお当分持続しよう。その影響が他の住宅地，商

業J : i l i の地価にまったくおよばないとは考えられなし、。

地 価 高で 評 価制 度 問 題に関心高まる

! : i l i 価勝負のテンポ ' i 30年頃かる早まった。同年を 100

とした37年 3 月の地価指数( 口本不動産研究所調) は全

国都市平均が5096， 6 大都市平均は 70P， と高い。日銀卸

売物価指数 106 . 1の4. 7倍に当り ，物価との絡差は毎年大

きくなっている。

呆気調整の浸透で上昇カが ｾｉｔｉ ったが，全般的な地価は

なお高原状態にある。今後，かりに大きく上がらないま

でも ，新宅地造成など供給面での急増品: こ思い切った手

が打たれない限り，需要にささえられる地価水準の近い

将来! こ大幅下終を望むのは無理だろう。

地価高騰が経済成長の硲路といわれ，大都市の住生活

が地価高の犠牲になり ，立ち遅れた社会資本充実の緊急

性が強調されながら ，道路，鉄道，包力，都市環境整備

といった公共投資のどれーっと与えても用地難で，原因

が地価高にあるのは周知の事実である。

昨年，公共用地取得のための新措置法制定に関述，公

正補償の基礎となる土地などの適正評価が問題になっ

た。地価の異常高騰の袈には評価方則! こも日音いまま安易

な鑑定評価が行なわれてきた習慣が，地価の混乱，釣均

上げを拍車した事実を見逃せない。不動産価格の正常・化
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< 宅地評価問題>

を図るほかに地価抑制 ｬ の狙いもあって ， 鑑定評価 ｦｬｾｊ 皮の

確立を急がれるに至ったのは当然の成行でもある。

鑑 定 評 価 の 現 状

土地，建物など不動産の鑑定評価はつぎの巴的のため

に行なわれるのが普通である。

(  1  ) 売買( 公共用地頁収，公，競売を合め) 交換な

どの売買，処分価絡を決めるため

( 2 ) 金融にさいしての担保価格を知るため

( 3 ) 現物出資などの資産評価のため

(  4  ) 各種の不動産課税標準価格を決定のため

そのほか，不動産利用の権利( 借地，借家権など) ， 

賃貸料( 地代，家賃) の査定も鑑定評価の対象となる。

もともと ，土地は不動のもので，不代替性を特質とす

る。土地と} 体をなして利用される建物もまた不代替性

が強いといえる。したがって，土地，建物の価格( 立場所

によって必然的にちがう。売買のためには当事者双方が

対等の立窃で行なう取引価格が，金融担保については徹、

通期間を通じて融資依権を完全担保する価，絡が それぞ

れの目的に合致する価格であって，同一物件でも評価の

目的によって価格の異なる乙とがある。不動産鐙定評価

が他の一般商品とくらべていちじるしく困難な理由であ

る。

鑑定評価の方式は大別して①売買取引事例かる比較頬

推①復成価絡を査定し減価償却した現在価格を評定①収

益を利廻り) h l 元して資本化する 3 つがある。①方式はも

っとも有力で広く行なわれている。①は可再生忘の建

物，構築物の，①は現実に賃貸収益ある物件の評価に主

として適用される。どれにも一長一短あるため. 2 以上

の方式を併用し，それぞれの結果を総合判断して価絡の

最終評定を行ない，評価の慎重，完壁をj切することがま

れでない。

鑑定実. s は，位置，地形，地盤地質の良否，利用上白〉

法的IljlJ 限，生活環境整備の状況，投下資材質，収益等々

の現況調査を経とし，参考資料を緯として不動産の価値

判断をするものである。行き届いた調査，十分の資料，

適確な判断のいづれかーつを欠くも適正評価の実は得が

たい。よくいわれる「鑑定人によって評価格がまちま

ち」である原因は多分! r . 乙の辺にひそんでいる。

乙のため，鑑定人は法律，経済，土木，建築， ｬｾ 林 ，



会計など広い分野にわたる学問的業lt の必盤に立ち，永

い径喰: こより培われた豊かな不: 1 i )J i l I i 知識と，あらゆる社

会事象! こ対する一役的知訟をもつものであることが望ま

しL、。なせならば，調査の結果なるびに資料の分析，桜、

討における判断力が 価格の決定に大きく働くかるであ

る。アメリカの有資格鑑定人l二，利害関係ある不動産の

さ定評価については ，{ 衣額人がその事実を承知する場合

を除き ，評価依頼! こ応じないという倫理規約を掲げてい

るが，公正無私も鑑定人としての必須条件でなければな

Ｎｾ＠ ti_ t、。

鑑 定 評価 制 度 の 方 向 と 問 題 点

1. 鑑 定 人 制 度

昨年 3 月，公共用地取得制度調査会は，公共用地取得

難の解決には，評価鑑定制度確立の妥あることを明らか

にし七。本年 3 月には公共用地審議会が，公共用地買収

補償二関する答申のなかで「損失補償を現実に適用し，

個々具体の土地等について評価を行なう者の適格性を確

保する必豆ーがある」と指摘したのち「鑑定評価を行なう

者! 立法律，経済，その他社会事凶一般についての広い知

訟を有し，かつ相当の実務経験ある者で… ー鑑定評価が

公正であることについて，社会的な信用を得ている者で

なければなるない」乙とを強調，さらに r 高度の適格性

を有する鑑定人 ・ には弁ｾ士 ， 公認会計士等と同様 ，

厳重な資格要件を定め，また，J義務に関する業務を課す

るとともに ，その地位と収入の安定を図る等制度的な措

置を講ずる必姿」を述べ，最後に公共用地取得: こ必要な

ばかりでなく ，民間の不動産流通円滑化のためにも ， ζ

うした制度が必要であると結んでいる。手審議会答申は，

鑑定評価 iii 1
:反の方向付けと ，内容についての一郎檎恕を

打ちだしたものである。

国民の間に ，土地に対する線本的対策の倹討を望む声

が高ま っている' [ ，' i勢に鑑みて， 政府は; 1; : 1: 1三4 月宅地rt iIJ度

審議会を設置して①宅地価格の安定①宅地の流通円沼化

①宅地確保の合理化①宅地利用の合理化の 4 項目の審議

を進める乙とを決めた。 審議会lまし、ま鑑定評価 ;ljlJ 度を他

の土地増加説 ， 休 閑 地税 とい った新税 ｾｉ ｪＡＩと ， 収用権強

化，土地先買権創設とによる宅地確保の方策とともに ，

優先審議の上， 年内にも結論をだす方針で進んでいる。

異常な地価高に悩む国民はひとしく ，地価の抑制! 安定

にとっ て有効な鑑定評価制度の確立に，大きな関心と期

待を寄せながる滋議会の成行を見守っていると乙ろであ

る。

鑑定評価制度の中核は鑑定人制度である。ところで，

現在わが国で不動産鑑定評価に常時たづさわる機関のお

もなもの! こつぎのものがある。

(  1  ) 国，地方公共団体

国は国有財産の払い下げ，貸与，用地買収，収用につ

いての必要上自ら鑑定評価を行なっているし，同税，地

方税課税のためにも ，公，競売にさいしても不!i )j f 'rl 評価

が行なわれている。いづれも法規に基づいて行なわれる

ものである。乙の協会に民間精通者; 立見を徴するため

(  2  ) 一一( 4  ) 項の機関に評価を依頼し，その結果を参考

とする事例もきわめて多い。

( 2 ) 金融機関

金融機関では専門的訓練をうけた殺員が不動産担保価

格の評定に専従している。

( 3 ) 不動産業者

信託銀行，不動j主業者が業務の一部門として，または

依頼をうけた不動産売質斡旋に関連して鑑定評価を行な

っていることは広く知ら れているとおりである。

(  4  ) 鑑定評価専門機関

鑑定評価を専門業務とする個人または団体であって，

業務遂行の過程において鑑定評価を行なうものでなく ，

専 λ 乙れのみに従事する専門職である。乙れに属する ｾｉ ｊ

はまだ少ない。財団法人口本不動産研究所はその代友的

なものである。

鑑定人; I i IJ 皮は乙れら既存評価機関のうちどれを規制す

るのか。どん な目的で評価する場合l工法が適用さ れ る

か。評価の対象は宅地，建物lζ 限るか，J.災地，山林な ど

にもおよぼすか，鑑定人業務範囲の問題。鑑定人の資絡

付与の方法。性絡としては公的，私的のいづれが勝れる

か等々問題点が少な くない。今後の審議が進むにつれて

論議が岐れるのではないか。

不動産鑑定人評価対象範囲は，民法l乙定める不動l主と

立木j去により不動産と看 なされる立木l乙限 って， とりあ

えず法を発足させ，工場財団など抵当目的で不動産扱い

をうけるものは将来の課題とするも不都合ないもの と恩

われる。また，不動産流通K 直接lζ 関係な き税務関係評

価は業務範囲から除かれるとしても，課税のための不動

産評価方針が正常なH寺価基礎主義! こ統一されたことから

みて，すでにー部で採用されている民間精通者の; 立見を
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参考とする方式を，今後は鑑定人の評価を参考重視する

ように改める乙とが望ましい。

本制度の実施時期に一言ふれてお乙う。鑑定人の作成

する鑑定警が世人の信用をうけるに足る権威あるもので

ないときは制度に対する世の信頼が薄れる。高い知識と

広い経験を具有する鑑定人の養成には相当の時間を要す

る。性急な ;1;11度実施を望むのあまり ，P ; の適格者ならざ

るものに資絡付与が行なわれた場合の弊は，現在よりも

却って増大の危険ある乙とを留意せねばならない。私見

を率直に述べれば，鑑定人資格付与までに準備期間( 少

なくも 2 - 3 年) を設け，乙の閉の空l涼を埋める措置と

して，公共用地取得にあたっ ては，信頼性ある評価機関

の鑑定評価を全面的に義務付け，私人閣の不動産流通円

滑化 lζ 便ずるため，後に述べる地価公示制度を確立して

一般世人の地価に対する適正判断の指針を供する乙とが

むしろ時代の要請に答え，わが閣の現段階にも即応した

ものといいたい。

2  地価公示帝IJ度その他

土地価格の多様性一一場所により目的により価格が異

なる特質に加えて，近年の需給アンバランスに因る地価

の混乱，不安定で- 般世人の適正地価把握はまったく

困難となっている。それがまた地価をさらに不安定に陥

らせている。

適正地価の公示は，暗夜の灯の役を果たすものである

といえる。

不動産評価i機関を集めた公的機関を設け，全国にわた

って土地の適正時価調査を行ない，その結果を公示する

乙とを早急実施に移したい。宅地のうち，都市 とその周

辺宅地，それも全宅地について困難ならば，商業地，住

宅地，工業地域のなかで，それぞれ適当な基準地を選定

し，毎年その基準価格を公示する乙とはできない乙とで

はない。鑑定人制度の実施にくらべて実行は易く ，その

効用は劣ら ない。その先例はすでに西 ドイツにある。

3.  その他の宅地制度

鑑定言平価制度と関連ある問題点の一つは土地利用計画

の確立であり，そのこは鑑定評価基準原則の問題であ

る。

鑑定評価実務は評価対象物件の利用価値判断 lζ 帰一す

るとは前[ζ も述べたと乙ろである。残念ながらわが国の

現状をみるとき ，土地の利用価値判断をきわめて困難の

ものとしている大きな原因のーっとして，土地利用計画

の欠| 徐をあげなければならない。者f ，市がいたると乙ろで

無秩序，1m計画に成長，発展している。そのため，市の

内域において道路，交 通 事 情 の 悪 化，爆音，震ifji] . 臭

気，ばい煙，@風，採光，などの不良化の公害が増大す

る他方，周域においては上下水道など生活環境整備の遅

れがいちじるしく ，都市機能の 7 ヒを惹起している。土

地利用の無計画性でなければ不合理性t(. 起因するもので

ある。土地計聞の無計画性l立法秩序無視の温床となり ，

そこには建築基準法に反した土地利用が芽ばえ育つ。成

長，発展途上にある都市，と くに大都市の土地利用の混

乱振 Fつは目をそむかせる。土地利用を計画的にし，その

規制厳守がないかぎり ，土地の利用価値判断が区 の々も

のとなる乙とは避けられないし，ときにはその判断を誤

まらしめる結果となる。合理的な土地利用計画によって

その利用が規制される必要は鑑定評価の観点からもいえ

るζ とである。

また，鑑定評価方式の実際迩用の規範となるべき評価

基準原則lの重要性は他の問題に劣るものでなし、。鑑定評

価の手法統一は，ちょうど料理の材料処理を統一すると

同じである。乙れなしでは仕上がった料理がまちまちで

ある乙とはだれしも容易に想像がつ ζ う。

官公暑をはじめ民間鑑定評価機関は業務上の必要から

評価基準原則を独自に定めているが，これを統一する乙

とが合理的である。同一物件の適正時価が異なる手法で

評価されたときその結果が客観性ありといろには十分で

ないからである。不動産の価格形成要素の調査過程にお

いても ，調盗事項の分析，検討，判断においても共通の

広場lご立って乙そ客観的な結果が得られるからである。

乙の意味で，鑑定人制度と鑑定評価基準原則j の磁立は

一見すれば二つの問題でありながら実は一つの問題であ

るというべきである。

明るく・・・美しく… - I  

ｾｃ･ｪ＠
蛍 光 灯 1

照 明 器 具 |
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N E C蛍 光 灯 照 明 者曹 具 は 、 N E C

が 構 造 を 新 た に し て 股 骨十 し た も の

ば か り で す 。

. 各 倒 的 取 付 工 事 が き わ め て 容 易 な こ と

. 組 立 、 分 解 が 簡 単 で 保 守 、 点 検 に 便 利

な こ と

. 美 し く 丈夫 で、 安 全 な 材育造 で あ る こ と

な ど 、 伺Eれ た 工 事 用 照 明 昔器具です。

部 品 に 至 る 迄 的 高 精 度 治 共 と 金 型 をf史う

産 方 式 な の で 、 品 質 が 均一 で 、 互換 性 ./". . . .  

が あ り 、 安価 で す 。 句 少 新 日 本 電 気



英国の都市開発における土地補償のうつり変り

i去の中心的特質は，相反する利益の凋和である。コン

モンコ 一社会にぶつ て作り出された公平の原則は時の流

れにしたがっ て， うつり変っ て行くが，国家が，ある個

人の財産を必要とするときでも，公平な手段としての財

産の没収は避けている。しかし，英国において土地が収

用されるか統制忘れる場合の補償の範囲については，は

っきりした原則を示したものをも っていないが，伝統的

コンモンロ ーは，土地収用の場合，土地の公平な市場価

格を補償限度としている。これは アメリ カにおいても同

じである。この公平な市場価格は 1919年の土地収用にお

ける補償評価法 ( the Acqui si ti on of Land Assessment  of 

Compensati on Act ) に結晶された校、準であり ( 1961年! こ

土地補償法 the Land  Compensot i on Act として再制定さ

れるが) 戦時を除いて 1947年都市および地方計画法の偉

大な里程標に至るまで，英国の標準であった。乙の 1947

i C.j法l立，英国の土地計画機構をまだ強力に支配しており

英国の50年にわたる都市計画の歴史の上で，最高水準と

されているのである。

この j去を要約すると ， ( 0  ) 以前の計画統11ilJ の組織を

もっと柔軟な機構! こ変える。乙の目的のために計画当局

の数を，以前の 10分の l 程度に減少させる。古い計画の

固定した型態を，最新の研究に蕊づき ，各関係者の精密

な検討に附された開発計画に置き変える。 ( b ) ごく限

られた例外を除いて，すべて開発は，事前に2十函当局の

j j i : 認を要する。 ( C ) 土地使用を変更する権利を，土地

所有椛から分離する。乙れは計画当局lζ 事前! ご ，変更承

認を得る乙とおよび使用変更以前の椛利によって泊1 ] られ

た土地の価値 [ζ 含まれるある姿索を国家に引き渡す乙と

のこつでもっ てな される。 ( C ) の後半の乙とは，使用

変更が行なわれる前! こ以前の権利の見積られた価値に等

しく，土地に開発説を課す乙とによってなされる。この

代償として開発のために ，土地の権利を失った地主達

ｾ｛Ｎ ， 合計 Ｓ 億ポンドの補償金の支払いをなすのである。

したがって，開発の権利 l二国有化される辺命にあった。

一時に 3 倍、ポンドの開発価値の総額を支払う乙とにより

土地の価値は，現在の使用価格に限定されたのである。

今や地所のすべては開発価値の総額により支十μ 、がなさ

れた以上国家( [ . 属し，強制収用であれ，市場における売

却であれ，未来の開発による潜在的 ・投機的価値からの

利益をうける乙とはできなくなった。そして一般の取引

であれ，または公共当局による未来の土地収用であれ，

by  C harl es M.  Haar  

廻 節 男 抄訳

支払われるべき I唯一の価値は，現在の使用価値以外のな

にものでもなかった。これは結局，1947年法以後，経済

の一般的分野! こ残Eされた唯一の地所であり ，一般の土地

所有者の手に残された唯一の価値だったのである。

1947年法以前においては，計画当局の計画の実行およ

び規制の結果，土地の所有名ーがこうむる箇接的および仮

定的損害! こ対して補償がなされた。 ζ れは例えば，空地

で不毛である土地の所有者は所有しているだけで，家を

建てるf i : 志はなか ったのだが，計画にもとづいて規制さ

れた湯合，新たに家の建築が不能になったという理由で

損誓の補償請求ができたのである。また，改良事業の場

合，土地所有者にもたらされる土地の区画の価値の増加

がどれほどなのか，そして価値の増加があるとして，そ

れがどの程度所有者に帰せるべきか等，いろいろ解決困

難な問題があ ったが，より一層大き な問題は財政のそれ

である。つまり開発事業に対して国家の資金援助はなく

地方計画当局が開発を意図する場合，補償は地方納税者

の負担でなされねばなりず，一方改良は弓まくいっ て も

遠い将来回復される可能資産であった。

19471f . 法は，乙れらの問題を解決するために大胆な解

決策として，英国における開発価値のすべてを確定し，

大蔵省の規則によっ て，乙の開発価値の総額を地主に配

分するものとしたのである。しかし，論理的に極端であ

り，総体的{ζ 公平である乙の法は日の呂をみづに終った

のである。

乙の後政府は 1952年白書で 1947年法の財政に関する

条項の修正提案をなし，開発価値の総悠iからの支払いを

停止し，未来の開発価値を私的財産の所有者に残す乙と

を提案している。乙の白書にもとづいた 1953年都市およ

び地方計画法は 3 億ポンドの開発価値の総額からのすべ

ての支払いを中止し開発税を廃止した。

乙の後， 1954年都市および地方計画法は新しい補償の

J レーノレを設定したが，計画の拘束に関するかぎり ，37ri 去

は1947年法よ均厳しい態度で土地所有者に望んでいる。

第一に，1947年法の下で確立された開発価値の損失に

対する要求でないかぎり支払いはされ得ない乙と。第二

に計画のWIJ 約のために支払われる補償の件数を制限する

ことである。つまれ補償は現使用価値に 1947年法の開発

価値をプラスしたもので なされる乙とにな った。

乙の二重の価値をもっ土地が，計画政策で統制されて

いるとはいえ，自由市場に現われ私的開発地域のみで取
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引された。やがて英国は，戦後のピル ブームを経験し，

インフレは激しく なっ た。1954年法に セッ トされた二つ

の標準はもはや生きのびることはできなか った。インフ

レl二組織の保護と感情的安全を破壊した。個人によって

取得される土地は，売買契約によ って決められる額まで

いくであろっ。 つまり経済学者の粗雑な計算によっ て売

値はそのもっとも高い最良の利用の場合の公平な市場価

値と同等なものに なるであろう。しかし，もし同じ土地

が強制収用によ って取得されるなら ，現在の使用価値が

支払われる最高の価格となる。こうして 2 人の所有者が

同等の土地から得るものの追いは大きくなっ てきたし，

強制収用された土地の所有者が受け取るものと ，個人と

して同等な土地を回復するために支払「ものとのアンパ

ランスも土器大した。 乙の二重組織は不平等なものと なっ

て析しい不平を惹起した。乙うした状態のもとで，1959 

年都市および地方計画法は新発足した。なお，1947年法

のもとで設立され，開発価値の損失lこ対する補償要求を

査定し，開発税を徴集し 1954年法のもとでも，開発価

値に係る支払業務等を行な って き た 中 央 土 地 局 ( the

C ent rol  Lond Board) は本法により ，その立任と機能を失

ってしま った。

官庁 1959年法は，土地のすべての強 ;i ; i J ! 収用の原則lに関し

て1919年法のそれに戻 っている。つまり ，単なる現在の

手IJ 用価値のみだけでな く，すべて得た土地の価値を支払

わなければなるない。乙 うなると土地の需要と供給の原

則はそ乙になされる計画許可に左右される乙とに なり，

都市計画が土地評価に大きな力を加える乙とになる。つ

まり市場価値は，その土地に許可されている開発をつね

に考慮に入れており ，法的ili1j 限は実体的なものと同じく

障害でおり ，価値決定lこ重大な役割りを演じる乙とにな

る。

計画統 ;ljlJ の世界に公平な市場価値を設定する乙とは，

容易なことではない。 しかし，いかにして乙の公平な市

キ充
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場価値を，価値評価の技術に短み こむかを本法は試みて

いる。すべての計画許可は価値関受! 二重大な影響をもつ

のであるかる ，価値評価の点か二充分に考慮されなけれ

ばならないのであるが，本法においてこれが適正に配日ま

されているとはいい競い。

以下， 価値評価がどのように扱われているか，考えて

みる。第一に，広大な開発地主主においては各土地所有者

間: こ潜在的不公平を招来しやすい。たとえばある人の土

地が道路として再使用されると決めるれたところは，補

償は少いものとなり ，その隣人の地所はテパー トとして

デザインされていれば，補償はひじよう! C . 多おなものと

なるであろう。本法 lこ具現されている，この問題に対す

る解決は，この地域を全体として ー様にみなす乙とであ

る。土地を価値評価する場合，考窓は ζ の地i設に提案さ

れた新しい使用状態! 乙向けられる。しかし，再開発によ

って設定される ζ れらの利用を小さく区分けし，位置選

定することは避けら れるべきである。したがって再開発

企画は正確な配分のためでなく ，利用の範囲を決めるべ

きものとしているが，乙の解決策は問題を含んでいる。

つまり新しい価値は公共機関の若手と支出に因り発生し

ているのであるから ，価値評価のためにはすべての面で

再開発のデザインを無視するのが適当である。さもなけ

れば個人間の平等を確保するために ，乙の土が欲してい

る乙とは「価値は取得したものに帰する」という乙とに

なっ て しまう。

第二に，具体的使用について，計画指示のない場合で

あるが，もし計画に特定な利用方法が決まっていず，ま

たは土地が，ある特定な利用のためデザ. インされていて

も，市場価値を伴なわない場合，たとえば，学校敷地と

か空地の場合や，私的開発に研究される使用はな. ごであ

るかを指示した計画がない場合等の潜在的使用の組織が

ないところでは，本法は利用許可のため免許開発手続き

を導入しているが，乙の制度はあまりに大きな重荷を地

軽 量 鉄 骨
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ある。それは，開発価値を伴った中間の土地，つまり ，

開発の予想される未開発の土地か，開発中の上地を指す

のであるが。こうしてこの中心部市に近い空地に対する

政策が経済的にもっとも扱いにくいものとなってきた。

そして 1947年法以来打ち立てられてきた霊安政策の 一

つである緑地帯の保存は今や市場力の圧迫にさらされ危

険に陥っている。乙れはやがて計画統制が市場力に屈す

る乙とに なるのである。

乙のように 1959年法l二解決するよ均多くの問題を惹起

している。

現在，私街i材l主と計函の性質 lまあまりはっきり明らか

にされていない計画はどの程度まで土地利用の要求を規

Ｈｉｾ｝ することになるのか ＿ またどの程度まで計画の目的

を達するため，公共投資を要求するのか ? またどのよ

うな計画の目的が土地所有者や建設者 ，開発者にとって

適当なものなのか ? 明らかに土地計画のうちのあるも

のは， 自由市場の私有財産と両立しえないもの なのかも

しれない。私有財産権は計画目的を達成するために ，国

有化されるべきものなのか ? 計画目的は私権に重大な

抵触を行なうのである から ，考え方や実行の面で，より

一層の正確さが望まれるのである。

現在計画法 ;Ijl) は計画目的と財産権との調和に懸命であ

り，両者の共存する世界を招来すべく努力しているが，

実際論として解決不能な乙となのかもしれない。

開交価値を評価する場合，計函は自由市場によって侵

害されねばならない巡命にあるのか。またー方，手続き

の型を確立し，民主的統制jを強める乙とはわれわれの計

画目的を汚染することに なるのか，乙の二つの目的の共

存のために英国の計画法制lはつぎの世代に期待しなけれ

ばなら なし、。なお，プランナ ーばかりで な く 土 地 所 有

名，開発者，法律家遠の長大の努力と創造的思考が，乙

の二つの目的の調和のために必要と なるのである。

Ｈｾ者 日本住宅公団関東土所住宅企画課)

方当局' こ負わせると同時に計画当局に計画の全権を委任

する 形と なり ，多くの問題点を残している。

また，本法lま補償免許を減らして不当利得を防止しよ

うともしている。英国において土地の投彼自市は議会にお

いてすべての多数党かる絶えず攻墜をうけてきた。政党

や階級構造を越えて，土地のある部分の価値はがんらい

共同体の産物であり ，・特定個人が専有すべきでないとい

う強い認設が浸透している。この考えは共同体が社会の

綴能をt注進するために土地を必豆とすると乙ろで共同体

に完全に41 しうる。増加価値を{ 也に支弘う必要性を認め

ない。乙うして本法( 主新都市として，ま た都市開発計爾

の設定された地域として，計画凶内全体における開発ま

たは再開発による価値l主流出すべきでないとしている。

迅述に市場: 経済に復帰しようと試みている木i去の全体

的組織をみると ，この補償の特徴はーつの決定的問題を

惹起している。ウトワァ卜委員会 ( Ut hwatt C o mmi  ttee)  

と1947年法はそれぞれ造った手法を選んではいるが，効

果ある都市計画は，土地における自由な投機Hヲ市J;} と一

致できないとしている。 1952年の保守党の白書( 乙れに

もとづいて 1953，1954年 法 が 11jl] 定されているが) ｾ ，＠

1947年法の補償原則を弁護し， もしこの原則が保たれな

いな ら，土地利用の効果ある統計は不可能になるとして

t 、る。乙うして保守政府により採られてきた政策が現在

にいたり完全に逆の形で現われてきた。つまり ，開発計

画による統制組織と土地の自由市湯とをー致させて効果

的な実体的環境をもたらすという考えを打ちだしたので

ある。乙れは 1947年法と 1959年法の衝突であるが，乙

れは英国の土地の一部の潜在的価値関係に現われてい

る。大都市地域の中心における充分な開発された土地は

これるの条項には関係がない。それはより有益な利用の

可能性をもたな t 、からである。また衰退した土地には開

発に対して圧力はな[ 、。 12業適地も同校、である。乙れ

は，今から発展しようとしている土地が影響されるので
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< ゴネドク問題>

ゴネドクをどう考えるか

住 田 昌 二

ゴネドクとはなにかを考えてみる いたいというようなときは，事情が

と，その意味する範囲はきわめて広 かなり異っ て くる。その土地が是非

く，今日のように権利関係が複錯し とも必要で，それが寅えないと事業

利権が横行する iit の中ではあらゆる に多大の支障を来し，公共の利益lζ

乙とがコーネドクに結びついている。 逆行するような現象κ なるとき ，地

土地問題として起っているケースが 主はコーネドクという非難を浴びる乙

多いが，大体乙ういう問題は中 Ic:.入 とに なる。つまり ，公共の福祉の増

ってみると複雑な条件がかるんでい 大に個人の権利がはなはだしく抵抗

て，当事者聞には両方! こ五分と五分 する乙とがコーネ ドクの内容である。

の理屈があるものであるから，ケ一 個人的な権利の対立関係でイザコザ.

ス ・パイ ・ケースに論じないと乙と が起乙り ，ー方がどんなにコ. ネょう

の正否がつかない場合が多い。だか と，それが資本主義社会のモ ラルに

ふ一般論はあまり意味がないかも 反しているとはいえない。公共の利

しれないが，ゴネドク論の進本fJ<Jな 害 Ic : . 個人の利害がからんでくるとき

点を私なりに少し指摘してみたし、。 に，はじめてコ; 、ドクが問題になる

のである。そこで，ゴネドクを押え

ゴネドクは惑い乙とだと 一般に考 る乙とができるのは，公共の利益を

えるれている。言葉のひびきはなる 前提とした公的な権利が成り立つと

ほどあまりよくないが，一体どんな きである。だから cさらにつきつめ

場合がコーネドクになるのか，まずは ていえば，公共事業などが行なわれ

っきりしてお く必要があるようだ。 るとき ，それが本当に< 公共的な性

たとえば，ある民閉会社が工場用 格> のものかと、う かは っき りしてい

地を取得しようとして，ある地主lζ る必要がある。

交渉するJ : s 合，地主側が会社の足元

をみて，恩い切りプッカケノレという 近頃の公共事業などにおいては，

ようなケ ースはどうであろうか。会 土地の取得さえうまく運べば， もう

社の方は儲けたく て工場を建てるの 事業は成功したのも同然だといわれ

だから ，地主の方もせいぜいいい値 る。土地がスム ースに手l乙入る乙と

に土地を売って儲けたいと思うのも はまずない。そういう場合さまって

人情だ。地主がいかほどゴネょう ロにされる乙とは，< 公益優先> の

と，それは私権の正当な主張であり 思想が近頃の住民には不足している

コ' 才、ドクという言葉は正確にはあた ということである。戦後の国民の権

らない。ど今しでも値が合わなけれ 利怠識の昂揚が，公共事業の推進を

ば会社 fill Jはいさぎよく退いて他の土 いちじるしく阻害しているようにい

地を探すより他はない。 われる。しかしこういう言い方にな

乙れに対して，ある地主の土地が ると少し飛躍があるようだ。

たまたま公共の事業，たとえば，道 乙れからの日本は，公共投資を盛

路とか，団地とかの計画 lζ 組み入れ んにし，公共事業を線幹とする地域

られ，公共団体がその用地として買 開発を進めていかねばならない時期
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にある乙とは確かであり ，その基本

的なモラルとして公益優先の思想、が

国民の中 lζ 渉透しなければ，なにも

できない乙とははっきりしている。

抽象的にそれが正しい乙とはだれで

もわかっている。しかし，公益優先

の思想は意地悪く考えると ，説く人

によってどうにでもなる乙とに注意

しなければならない。公益と いう名

のもとに個人の権利を侵害すること

は実にやさしい。かつて「封建的な

七地柄ほど都市計画は進んだ」など

といわれた乙とと同様のやり方が行

なわれかねなし、。

公益優先という以上 「公益の受益

者はだれか」というととがはっきり

考えられていないと，ゴネドクに対

しでも本当に大義名分が立たないこ

とになる。近頃，地域開発のアドノザ

ノレーンが盛んに上げられるが，大体

どれも，受益の主体がきわめてあい

まいなドンブリ勘定的な発想がほと

んとのようだ。

なるほと、< 経済効果> の計算がさ

れてはいるが「乙れだけ全体の利益

が上がります_1 ( それも怪しL、が)

とハジキ出されはするが，だれがと、

れだけ得をするのかちっともいっ て

いない。公益優先という切札など役

人的な発想はない。< 公共優先→公

共福祉> という集点のぼけた抽象的

な論理だけでは，私権に対抗するだ

けの説得力は持ち得ない。

それにつけて思うことは， ゴネド

クはスケ ーJ レが大きいほと、正当化さ

れ，公共的性格をおびるととでみ

る。つまり利権の実態がぼけるので

ある。 4 細な地主ががんばるとよ く



目立つ。コ介、ドクがむき出し lζ な

る。と乙ろが団地の造成な どで，ブ

ローカーや地元ボスが中に入って

団地ごとに土地の権利がまとめて交

渉されると ，ゴネても目立たず話の

迎びも早く ，相方からありがたが'

れたりする。しかしそんなのはまだ

小さい。公共の利益のための開発の

行方を追う必要がある。

近頃各地で行なわれている工業地

帯，整備などはどういう乙とになろ

うか。地方公共団体はぼう大な用地

を造成し，大企業の誘致t<:. 東奔西走

する。企業側は土地を貿 ｌ サ ｾｴ こき ，

工業用水，電力，道路を公共の費用

で整備させた上でやっとやってく

る。そのくせ，土地代などはなかな

か払わない。社宅などでも ，大企業

は公共の融資をうけて，他人の金で

建てられる。考えようによっ ては，

ζ れほど大きなゴ才、ドクはない。な

んの乙とはない，公共団体は，地法

開発の名のもとにイ、さ なコ3 ネドク か

らはじまっ て，大きなゴネドク lζ 終

る騒動をまき起乙して，その間でわ

ずかなサヤをかせいでいるのだ，と

いいたくなる。

小さなコ下ドクが果して，ゴ才、ド

クになっているかどうかも考えてみ

なければならない。零細な地主や家

主がムシロ放をかかげ，ハチ巻をま

いて反対するのは補償の釣り上げ行

為だとばかりはいい切れない。 零細

な権利保持者であるほど，その所有

権!i 生活基盤lζ 深く結びついており

それをま草われると生活をおびやかさ

れる乙とに対する生活権の擁護であ

る場合が多い。 J;!l 業ができなくなり

漁業ができ なくなる人をコ介、ドク批

判の矢面lζ 立てては気の毒だ。大き

な利権ほどひそかに動いている。

? ，; ・細地主がたまたまコA ネる乙とに

効を奏 しー時に大金をつかんで，大

いに i与をしたように思っていても，

持ちなれぬ大金は身につかず，暮ら

しや転業の転換はうまく行かず，い

つのまにか，虎の子もアブクのよう

に消えてしまうーーという ようなケ

ースが多いのではなかろうか。土地

になんとかふみとどまろうとしても

その地域が開発されると，地場の構

造や産業の立地条件は大きく変り ，

以前のように生業を続ける乙とはき

わめてむずかしくなる。零細権利保

持者がいかほどゴネても，長い自で

みれば，ゴネド クにはならず，土地

や家を手ぱなして結局はしてやられ

る乙とになるのではなかろうか。

公けの土地の取得などをめぐって

地主，家主屈が反対するのは当り前

で，反対がないのが不思議である。

ところが案外乙ういう認識のされ方

がないのではなかろうか。地主，家

主厨の抵抗をごまかさず正しく評価

し直す乙とが必要である。

さらに乙の屈の他lζ 借地人，借家

入居の権利がからんでくるが，一番

しわょせをうけるのは乙の屈である

乙とを忘れてはならなし、。公共団体

からも，地主，家主庖からも相手に

されず， しかも，生活基盤の授失に

もっともおびやかされるのが常であ

る。

公共事業にまつわる補償で< 公共

団体一一地主，家主居一一借地，借

家入居> の三者の対立は基木的であ

る。地主，家主屈の私有権や，借地

借家入居の居住権を正当に評価し，

公共の利益の中 iζ 止街していくため

には，開発事業1<:' よってどれだけ利

益が上がり ，それがど乙に返ってい

くのかが，計画の中で明らかに立っ

ていなければなんにも ならない。そ

の湯合，最終の最大の受益者は地域

の住民である乙とはいうまでもな

い。その筋道が切らかな上で，権利

補償と開発受益のパランス ・シート

がはっきり組まれればコ♂ネドクもお

乙り得る余地がない。開発の利益の

行方を正しく追い，前11かく評価する

乙とはむずかしい。しかし，少なく

とも受益の主体が地域住民; こないよ

うな事業ならば，乙れを行なう Z主義

は全然ない。

開発を i遂行し，開発の効果を評価

するのは， 7 スタープランを拠りど

乙ろにしてである。計画図面にはい

ろいろの次元のものがあろうが，少

なくとも実施プランの段階では，利

益の算盤がはじけ ，受益者が明らか

なものでなければな らないと思う。

無立任なli文言になるかもわからな

いが，一つのケ ースとして補償額，

受益額をはっきりとさせたマスタ ー

プランをつくり ，それを地元に公開

してから ，用地の取得にかかるとい

った事業の進め方をしては どうであ

ろうか。地価は上がり放題になるか

もしれないが，そのときに乙そ公益

優先のキャンペーンをまき起乙すの

である。

( 筆者 大阪市立大学住居学教室)
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置 宅 地 開 発 と 地 方 行 財 政

宅地開発と地方行財政一一一枚方市の場合一一一

欽万l I i 助役

藤 井 幸 夫

1 序 文

i以後わが国の経済復興はめざましいものがあり，乙れ

に対応して地域開発も幾度かの転換 JgJ を経て飛躍的に進

展を遂げてきたのである。とくに宅地開発については戦

後171，下を経て，なお存続している住宅難と産業設備投資

による工協の分散拡張により大いに允展し，大都市およ

びその周辺の土地の値上 りはいちじるしいものがある。

一方地方公共団体は，そ ω法的キャラクターからして自

主的行政を行なっておりながら ，一般的にその財政には

確固たる基礎がなしその自主財源、は食弱である。した

がって昭和25年の税制改革以後，各公共団体は競って工

湯誘致施策を採り財源確保に努めたのである。もっとも

乙れには交通，気象，地形，などの立地条件が大きな要

索を占めるため，各公共団体問でその挙げ得た成果には

いちじるしい格差が生じたのであるが，このよ弓な宅地

i泊先とそれに帰因する地価の値上 !')は，各公共団体はも

とより ，各団体相互間の財政に大き な影停を与えてきた

のである。

2.  枚方 市 の 沿 革

当市は大阪府の東北部で京都，奈良に隣接し淀川の左

ｪ ｾｬｬＨ こ位置し京阪閣のほぼ中間にあたり昭和 ＲＲ 年 ＱＺＭ 市［ｉｩｉ ｊ を

lJ ili 行，昭和30年に旧津田町と合併し面積 1，935 万坪，人

口 5 万 9 千人の新市が誕生し，その後のいちじるしい発

展にともない現在は人口 9 万 8 千人に述したのである。

地勢は大阪府東部地区生駒山系を境として西に向う丘陵

地を形成し，船橋川，穏谷川，天野川の三河川が市域を

横断，淀川 lに注流し，平地は古来交野ケ原と称せられた

どくゆるやかな丘陵地で市域の約5596を占めているので
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ある。

また当市は戦前旧陸軍の火芸芝居証，造兵廠が 3 ケ所あっ

て軍ｾ的色彩の強い町として栄元たが終 戦Ａこよ って， ζ

れらのぼう大な施設は休止し，多数の離職者が生 じたの

である。したがって当市としては早述乙れらの胞設を平

和産業に ll ii.i換を j切す施策を採り ，努力を重ねた結果，旧

火薬廠跡約 12万坪の一部! こ大阪大学工学部の設置，昭和

29年には旧兵器製作所跡約20万坪の施設が株式会社小松

製作所に払下げられふたたび活動を開始し，また旧陸軍

香里造兵廠跡約46万坪と旧火薬廠跡約 3 万坪を昭和30年

口本住宅公団の住宅開発地に決定され，昭和3 1年土地区

画整理，同32年より建設に着手され一躍近代都市として

の交展をみるに至ったのである。

3. 現 ;兄

前述せるごとく昭和3 1年以来口本住宅公団の実施によ

る市内 3 ケ所の団地が開発されたのであるが，その中で

も香里団地は規絞}j 包設内容，すべてにおいて全国一と称

せられている。乙の団地も宅地開発については本年 3 月

に竣工し，住宅ｾ設も ＹＰ ＹＶ 以 上 完成し ， 賃貸住宅 ， 一般

住宅，ｾ完等併せて約 Ｖ 千戸 ， 人口 Ｒ 万 Ｒ 千人に達してい

る。またその他大阪府営住宅約51 千坪，電鉄会社の開発

1- よる住宅地71下坪がある。一方現在進行中の国道 l 号

線のバイパスが本市中心部を縦断するにつけ，各事業所

が本市の将来| 生にお眼し，また本市の積極的な工場誘致

施策により ，ぞくぞく進出し本年 8 月末現在誘致を決定

した事業所は，久保田鉄工所約 12万 2 千坪， 目立製作所

約69千坪，大阪既成版協同組合約 11万 2 千坪，中小企業

団地開発協会約24万坪，大阪家具コンビナ ー 卜約 10万坪



Ｇ ｉ ｊ 山製鋼所 ｾ ｱ 万呼ないし Ｓ Ｉ｝￞ｾ のもの Ｑ Ｒ ・ ｊｾｴ 住所があり

現ｻｅそのうち約 Ｒ 割が操業中 ， 約 Ｕ ｾ 日 ｬ は悠設中 ， 約 Ｓ 害 Ｇ ｊ

が準備中でなお 51続いて毎月 2 ないし 5 糾の申請があ る

状態で今後 10年間には工場，住宅， 1，1; 命日j也，! 日の山現lとよ

り ，回 Ｑ ｾ ［ ｩＱ 都市から近代郎 市 へと λ きく変ぼうするものと

予恕されるのである。上述のごとき IJ IHtの進展にともな

って本市の宅地面積はH討和32年の 140): i舟・を 10096として

ｉｾｩ 和 ＳＷ ＱＺＱ二度では Ｑ Ｘ Ｕ Ｙ ちと約 Ｒ ｦ ｦｾＭ に ｪ 杓加し ， 今後もなお

この勢で延びるものと35えら れ，また j也(，lI iも11を迫って

上昇を続け| 削和30仔頃にTI ぇ 100 円の! 災地が数年後の現必

段低 3，000 r':I と約30倍lζ も11直上りしているのである。

4， 開発にともなう対策および将来計画

乙のよう なか1)率的大規模開発にとも ない本市の行財政

iilit 己は以下に述べる多くのE 大間i泌が派生的に 111現して

きたのであるが，ζ の対策としてやや』遅ればせではある

が，上地利用2計|図を再検討するととも lκζ 古都fi市』施在設を充実

して京阪担判神 ｩド ｬ 広域都 市 闘ｼ内付のＭ待術 ｾｌ 星塁討占郎 Ｑ甘 Ｑ 市としても謝 Ｑ平拘 ＿祖口 のと

れた新T市行のj形修防1悠忠をb併似備JH的lHi えるべく|昭昭和35叫t句!下，から新市11町l町U

号計li岡面1にこもとづき 5 ケj j年l下=計薗を3立工て乙のJ引I-i画函をもと』に乙近代

f的内却飢ii'市11の娃設を進めている。

( 1) 離 農 者 対 策

ひん繁なる民地の' 白地転換によって! 災地が以少し離脱

者がj常加 l し，ｉｾ 家所得は宅地転換と反比例 ＱＯＮ ＩＱ 乙減少する

傾向にあるＨもっとも 一 ・ ＱＱ 寺 ｉｴｾ には地代として高額の金銭

を手にしたが，家屋の増i改築等1(_ t肉質したものが多い)

乙の対策と しては，余剰! 民業労働力を誘致した工場に目立

収させる- )]-，ｾあいに な った ｪ 良 地 を ｪ 品業桃造改普策に

より都市近郊j品業として集約栽培の形態を整え' み制化し

つつある ｪ 出家の ｪ￭ｦｲ ￭ Ｍ ｾｽ Ｑ￮ＢＯＩＩ日をはかる必ｾーがある。

枚 方 市 開 発 現 況 図

JF

h

#

l

L
ー

も

く金

/  

41 



(  2  ) 都市施設の整備

( イ〉交通路， ζ れは地方公共団体共通の問題である

が，当該団体の都市計画の進展よりも開発1( ，よる地価の

上昇が早いため用地買収に多大の経貨を要する乙とにな

り，建設計画遅延の一因になっているのである。木市の

ＺｬＺￇ ｪ 合も最近の主な事業としては前述の香里団地の ｉｊｉ Ｇ ｊ ＹＢｾに

あたって約 121，400 千円の道路整備事業を必裂にせまら

れやっと実胞した状態であって，このよう なー磁の怒循

部はできるだけ早い機会に絶ち切る乙とが必要で，本市

の場合も大阪府の越本的な計画 lζ 即応した土地利用計画

にもとづき財政的検討も加えた結果，道路網の整備には

9 路線，延長 16，000 m，事業費 698，000千円，舗装 8 路

線延長 12，000m，面W ＹＵ ， ＰＰＰｭ Ｒ ， 守 ｆｾ 住民 ＲＲＰ ， ＰＰＰ ＱＭ Ｑ リを

予定している。

( ロ) 郎市下水路， J 二ぷと同級先行すべき乙の鐙um'Jj :  

JAが後手lζ 廻っているのが現状であるが，計画路線は 12

J ，同武陥みよE ー全般|
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設計。製作。施工。

続 出 俣 製 作 所 大 阪 支 届
大阪市北区若松町30 電話(341) 9  0  0 4 .  9  0  1  6 .  4  8  2  5  

本 社 及 工 場 埼 玉 県 与 野 市 東 京 事 務 所 及 工 場 東 京 都 北 区



本，延長 8，400m ( ポンプ排水施設共) 事業資470，000千

円を予定している。

( ハ) 上水道事業，現在公営企業として運営し，給水

人口 9 万 5 千人の給水事業計図は昭和35年度! と一応完成

したが，すでに計画使用品を超過する状勢l三あるため，

木年度より引続き 8 ヶ年計画，給水人口 16l J 5 ご「人，アJI

3佐賀 1，240，000 千円の計画を進めている。

( ニ) 公共下水道事業，特別会計で計画中であるが対

象面積 140万坪，事業担(950，000千円を予定している。

( ホ) じん芥焼却場，収集人口 8 万人，40 トン炉( 最

大能力 11万人，55 トン〕卒業技 650，000 千円を本年度末

に完成の予定であるが，特徴としては煙害防止のため特

殊洗爆装置を施し極力機械力ぷよる方法として，どみ役

入クレーン集じんピットの設置κ より燃焼の平均化，工

場の清潔化を図っている。

( へ) し尿処理施設，設世にあたりもっとも難航した

問題の事業であったが近く用地買収が終る予定であり事

業 Ｑｾ 140，000 千円を計画，下続完了と同時におてする。

( 3) 教育施設の型車備

ｉＩｲｬｾ￪ の進行 にとも なう人口急地対策の 一環ーとして，小

中学校の建設に多大の経世を要し，現在までに住宅公団

の集団住宅建設による生徒忽地iζ 対する学校建設は，中

学校 1校，小学校 4 校，保育所 1 所を新設したのであ

る。

乙れに要した が業費は 587 .749 千円! こ達し，なお，今

後小学校 3校，中学校 l 校を強設する日H I Ti で事業ml

350，0001- 11を予定している。

( 4) 団地と旧市域との調和

集団開発により形成された団地と旧市域との感情的な

問題があるが原因としては，税の還元配分について旧市

域からの税収入を団地に吸いとられていないかどうかと

いう旧市域住民の疑惑と ，団地住民のいわゆる都会人と

しての文化生活希求の意識 I( 帰因すると考えられるが，

c のような問題には双方の理解を深めるために相当の行

E ヲ 家 事2v

C E R A MI C  S K J N 

建 造 物 の 外 壁 面 に /' 陶 器 の 壁 紙

. . ヲ9 固 友

財政面での P ｒ が必ｾで今後機会あるどとに，会住民の

調和と均衡を図るよう努めたいと考えている。

( 5 ) 一般的公害の対策

将来誘致した金工場が燥業した脇合に有害排気11<の対

策が問題になる。したがってぶ市の以合， 11'1'''下からT打の

ｽ清潔機構の ｬ ド ｬ こ干 ｬ ・門の係を設けて将来のｘＧＭＺｬ ｾｩ を検，ＺＧ， ｊ ， ｉｉ で

ある。

以上宅地開発にともなって木市が行財政上直面した主

要問題を列挙し苅策としての計闘を述べたのであるが，

乙れらの事柄はすでに予期していたものと，また中には

予想外の問題もあるが，たとえ当初から予期さ れていた

ものでも前述したどとく ，公共団体共通の貧弱な財政ＮＡｊｾ

磁では事前lこ対処し受入態勢を完備する乙とはひじよう

にむつかしく ，現実には，それぞれ発生の順序にしたが

って必要にせまられて最小限度の対策しか実施で、きない

現状である。

5. 結 び

結論として木市の場合，一応 ｾ ｣ ｬＧ ｩｬＡｬｈ 乙 即した誘致ではあ

ったが，経済 'ti1j 勢の変化，財政的理由等，諸般の↑ 11勢に

よって開発 Ｈζ 対する ｴ｜｛｜ｾ ＱＱｩ 態勢が計画 ｪ￬ 湿りに実施され な か

った乙と ，および近隣綿布間との I)IJ 発誘致のための相互

けんIljll によって誘致先K 対する市の態度が不必要に弱体

化し行財政上大きな負担を背負いこむ乙とになっていな

いかどうか今後のJ l ' i i ! I iをスムース κ 巡ぶためにも反行す

る必必がある段階にきているのである。また一段出iい制

JI より郎市I}¥J の1! ! t 秩序な経済IJfol 3 u の競合が利水，交通，

IVJ ) J ，労働力，その他の広域的産業立地条件の慈、化をも

たらしていなし、かどうかを検討するにつけ，乙 ζ に開発

を対象とした各郎市閣の調整が必要ーとなり ，都市相互の

合併，協力体制，広成行政の計画，つまり大きな立場か

らみた合理的な発展をはかる青l' i l ! f I も研究する必要がある

のではなかろうか。

l山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 西淡 路 町 3ー 1 7  6  T  E  L  ( 371 )  9  0  2  5  

関 東 地 区 取 扱 庖 ・ 小 林 窯 業 株 式 会 社

東 京 都 太 田 区 新 井 宿 2 - 1  5  0  0  T E L ( 771 )  6 3 4 7  
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宅 地 開 発 と 地 方 行 政 ・・・・ 労 働 者 の 立 場 か ら ・・

兵五11県労働金庫専務理H耳I

n木都市研究所長

秋 山 桓 士

1  労働者の立場から

労働者の立場から ・・- という冨IJ題の意味について一言。

知39国会において i I  L  0 の労働者住宅に関する勧告は

労働者ー住宅を国全体の住宅政策の中で優先的に取扱えと

いう乙とを一つの前提としている。その点は建設省も了

解しているか」というある委員からの質問に対して，m

;没1: in! IJ の答弁はつぎのようであった。

「乙乙でいう労働者ー住宅というのはひじように範囲が

広くて，私どもが住宅政策の対象 l乙考えているもののほ

とんど全郎である。したがって私どもの考えている住宅

対策というのは，ほぼイコール労働者住宅対策であると

いって間違いないと思う」

まさか国会答弁は，白を黒といいくるめるような単な

る言葉のやりとりではあるまいから ，建設省の見解では

「口木の住宅対策は，イコール労働者住宅対策」である

という乙とになる。

では，その労働者住宅対策とはどのようなものである

かを，今一度国会答弁のなかから拾い lil してみると，つ

ぎのとおりである。

「政府が何らかの形で、援助している方策のーっとして

地方公共団体が政府から補助金を得て建てる公営住宅が

ある。乙れは低所得者のための低家賃住宅であって，こ

れが住宅政策の一つの大きな柱である。それから，個人

が住宅を建てる ，地方の住宅協会のような団体が賃貸住

宅を建てる，あるいは産業会社が給与住宅を建てる場合

lζ ，住宅金融公庫が融資をするが，これが二番目の大き

な柱である。さらに， 日本住宅公団が建てると乙ろの賃

貸住宅や分譲住宅がある。乙れらの住宅公団の住宅が第

三の柱と なっている。そのほ かには厚生年金の巡元融資

』こぶる住宅がある」

政的ーは終戦以来IIH和3 M下度末までに建設された住宅戸

数759万戸のうち，248万戸は公営，公庫，公団住宅また

は厚生年金住宅であるから ，乙れらのすべては住宅政策

κ もとづく労働者住宅であるといいたいのであろう。た

しかにζ の公営，公J ! I I ，公団住宅の果した役制と効果は

大きかった。

だが問題は果して，公営住宅κ よって住宅に困窮して

いる低額所得者が低 ｭｾ な家賃 で賃貸住宅を与えられ，公

庫住宅によって国民大衆が，健康で文化的な生活を営む

にたる住宅 lζ 移り住み，公団住宅l C よって集団住宅がm
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設せられ，あるいは大規模な宅地開発が行なわれて，労

働者の宅地 ｾｴ 住宅難が緩和されたかどっかという点で

ある。

政府ーのいう国民大衆とか労働者とかは，実紡の上では

3 万円以上の所得をもっと乙ろの労働者と しては中級以

上の段階であって，依然として続く 今 n の深刻な宅地

難，住宅難は政府の対策の網の白からもれた収入 2 万円

以下の低所得者胞の上に重苦しくおおいかぶさってい

る。だから政J(;j: がいう住宅政策，労働者住宅対策は国民

全体として労働者全体としてなら ，その高所得者間の

部には影響を与えているが，屈の厚い低所得者屈にはあ

まり関係がないといわざるをえない。郎分と全体をすり

かえてはいけなし、。

乙のような観点からすれば， 日木の宅地，住宅問題の

底辺は，むしろ労働者の所得倍増につながる経済問題と

して残され，ｦｾ ［Ｍｴ 緊でＭ安全で、衛生的な住宅を低所得者 ｉｃ 与

えることは昨日から今日へ，今日から明円へと繰り述べ

られていく永遠の悲劇なのであろうか。

2.  宅地開発は地方行政の責任

そ乙でわれわれは，61年度の I L  0 総会で採択された

「労働者住宅に関する勧告」を深い感慨をもって想起す

る。勧告には一般原則として「国家の政策の目的は，一

般的な住宅政策の枠内で‘ すべての労働者とその家族に対

しもっとも必要性の高い者のl蜘ι 適当で上品な住宅施設

と住EIi 境が与えられるととを保証するため，住宅および

附帯施設の建設を促進する乙とである」さらに「適当で

上品な住宅施設は，家1主であれ乙のような施設の購入自

の分割払いであれ，労働者にとって彼の収入の適当な割

合以上!ζ 高いものとならない ζ とを目標とすべきであ

る」と規定している。

そして，たんに国家のみならず，地方公共団体 Publ i c

Authori t i es もまた労働者住宅供給という社会的立任を遂

行する任務が委ねられている乙とを切らかにし「公共同

休は必裂であり ，実行可能である純聞で労働者のため

に，自己所有あ るいは賃貸住宅の建設を直接に行なう

か，またはその供給を促進するための立任をとるべきで

ある」と勧告している。さらに宅地開発に関しても「公

共団休はとく K 土地lζ 対する投機を防ぐという観点から

労働者住宅およびその附帯施設のために，公正な価絡で



土地を取得できる権限をもつべ きで，適当な場合lζ 労働

者のための進んだ計画や住宅および附帯施設の建設を促

進するために ，あらかじめ余分な土地を取得すべきであ

るJ とまで、勧告している。

今日の時点における住宅建設の最大のネックは，地価li

の高騰であって都市部における宅地開発の困難' 性は労働

者にとっ て はまさに致命的である。国家の政策以外 ｾｃ 妙

手はさらさら考え られない。

3.  . 宅 地 開 発 と 地 方 行 政 の 結びつ き

われわれは，住宅金融公庫の設立と相前後した昭和25

年の兵庫労働金庫創立以来，労働者の住宅問題に努力を

払ってきたが. I昭和33年財団法人日本労働者住宅協会

( 以後労住協という) が設立されてからは，同協会の兵

庫県支部として県下の明石市，笠岡市，相生市，加古川

市，洲本市，神戸市，その他で宅地開発と住宅建設を行

なってきた。あるいは行ないつつあるが，そのすべての

宅地開発事業K 共通していると乙ろは，程度の差乙そあ

れ各地方自治体との協力関係κ おいて建設されていると

いう点であろう。 I L  0 の住宅勧告以前から公営住宅の

建設戸数の少ない地方自治体における労働者住宅の建設

は当然地方自治体がその立任の一半を負うべきものであ

る乙とを地元の労働団体ともども主張し折衝し続けてき

たからである。

たとえば. 112和34年盛岡市において城上団地20戸を建

設したさい K. は，以上のようなわれわれの主張 i乙対し

て，笠岡市 もまた@労住協の建築資が割安であるから ，

将来の公営住宅建設の刺戟にしたい。③公営住宅の設計

ならびに建築技術の上に新風を吹 き乙ませるため地元業

者をさけ て施工 して もらいたし、。@団地周辺のコの字型

の地域のみに建築し，中心部の残地は後日 市が周辺の労

住協住宅に ふさわ しい建築をする ことを条件として」般

lζ 分譲し，乙の団地付近をモデル住宅区としたいという

; 色図をもっていた。話し合いのすえ ，労{ 主協は乙のよう

な市の都市計画や住宅行政に協力し将来のよさ街づくり

に貢献しようとする考えブj のある乙とが，市会その他で

十分認識された結果，つ ぎのよ弓 な協力と援助をうけ

た。その結果城上団地は好調に進展竣工し，その後の宅

地開発計画によき参考となった。

(  1  ) 宅地造成工事ならびに工事政の市f! 担。

( 2 ) 住宅団地区画計画については労住協にー任する

が，各jコにおける区画については，音|固にもとづき 市κ

おいてセメン ト杭による表示を行ない， ー切の分割手続

をする。

( 3 ) 住宅団地中，労住協分譲住宅以外の市の分譲宅

地の建築については，個人の場合においても ，労住協分

譲住宅に類似の建築をするよう指導するとともに，盛岡

市および個人は労住協と設計その他について協議する。

( 4 ) 団地の取付道路，団地内道路はすべて幅員 6 メ

ートルとし，側溝下水消火栓施設完全施工の上市道l乙認

定編入す る。

( 5 ) 分譲住宅建設用地購入践につ い て は ，坪当金

3，500 円とし， 前記単価以上は益岡市の負担とする。

( 6 ) 建設事業者の選定は労住協に一任する。

( 7 ) 上水道敷設については，公道敷設本管はもちろ

ん，個人宅地までを市の負担とし，宅地内K ついては労

住協負担とする。

( 8  ) 地下水流末については，市の方で地元の土地改

良区と協議し，労住協にはなんら迷惑をかけない ように

する。

( 9) ガス導入費については，ガス会社ならぴK 市に

おいてとれを負担し，個人引込分は原則として労{主協の

負担とする。

( 10) メーン道路沿いについては，将来の交通品を予

測して，市は防鹿のため3- 4メートノレの緑地帯・( 現在児

童遊園地の設備あり) を設ける。

( 11 ) 分譲住宅入居者募集その他の事務については市

で協力する。

( 12) 分譲住宅建設に伴う工事監督:ζついてその費用

の一部を負担するか，もしくは市の職員を して工事監督

lこ当らせる。

以上は盛岡市κ おける 一 例 であるが， 明石市，相生

市，加古川市，洲本市な どそれぞれ団地用地には市有地

を優先払下げするか，または市で買収し，宅地の造成，

宅地区画，道路側溝排水路の築造などは原則として市負

担とし，団地内道路は市道に編入する。 上下水道の敷

設，掛7 ] < 流末処理も市が行なうなど各都市の懐ぐあいで

かなりの開きはあるが，一応協力の休制を示 した。

このような地方自治体との折衝結果はすべて市長との

聞に覚書として交換している。

さて， 乙乙 4- 5 年の経験を通 して思う乙とは神戸市

のような六大都市においてはマンモス団地の宅地開発の

予算しもとれようが，財政規模の小さい中小都市では困難

であろうし，乙とに地財法による再建整備団体の指定を

うけ ている と乙ろでは 出す ものと いえば舌も 出しにく

い。乙とに播州工業地帯の工業開発の盛んな自 治体では

工場誘致に関連する支出を負い，生産』ζ 直結する労働者

住宅の必要性は十分認めながらも ，予3P- 措置の能力を欠

ぎ，さら lζ は，誘致工場の社宅や寮の建設に対 して平等ー

の倣いを' ? 1 ! 求される乙とを怖れて，労働者住宅の宅地開

発に対する財政的援助に後向きに なる場合もある。

宅地開発にあたって要求はさ れな くても住宅が建ち な

らび市民がふえれば，汲取りと か腿挨処溜! の経由がi曽大

し，学校その他公共施設D i : も随伴して増加するので市当

局としては頭の痛い乙とも多い。宅地開発や公営住宅が

進まない理由の大半は乙のような財政難にある。
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神戸市ではみ;年度から宅地開発言ぶというレッキとした

主管課が行政機構上設けられているが，その他の 中小都

市では主管課が総務諜管理係であったり ，管財課管財係

であったり，とき』 ζ は福祉事務所住宅係とか，ｾ築課，

企画課企画係などが分掌していて，市の行政機構の復制l

さに感服すると岡崎tt: ，七地開発そのものが，j:也ブ'.1 1守治

体ではまだまだ新しい行政に属するものであることを思

わせる。

今 一 ・ つの宅地 ｲｾｲｉＱｴＨ ，二 関ｩＡｬｩし て 困る問題は， J也).1 LI 治体

l己都市計闘がないこと である。自15市計画に合わせてアー

バン ・デザインをと考えても，道路計岡，上下水道計蘭

など一切不明で，新市域など では地域指定もないから将

来工業地帯になるのか，住宅地帯になるのか見当がつき

かねる。取付道路と団地内巡回? の幅員の調節が宙l乙浮い

て何日までたっても決ま らない。六大部市の相IIp' です ら

下水道施設は完備していないのだか ら，中小自i15市ではせ'

ひもないが，機j低用水路へ放流する乙とが不可能な| 浪

り，J災地 lζ 包まれた団地では水洗便所を条件とする中 ・

高層の不燃性耐火構造の処築物は永久にさような らであ

る。

4. 宅 地 開 発 問 題 解 決 の誘 い 水

政府自ら， 1 : 1 本の住宅対策は労働省住宅対策とイコー

ノレであるという。しかし，その対策の三本の柱である公

営，公庫，公団の住宅対策は，低所得者周にとっては縁

遠いばかりでなく ，ともするとコスト高や不燃性耐火構

造への質的向上を理由にお所得者居へとよろめく傾向さ

えみえる。では労働者のための宅地開発は永遠の悲劇な

のであろうか。

そ乙で視野をせばめて周辺の地方自治体を眺めわたし

てみたら ，政府施策の三本の柱がいずれも経営主義，独

立採算主義の色 ζ く，社会保防的色彩がうすれているの

に対して，J也) j 行政は地方 n日発総合開発に伴って生産と

労働を結びつける労働者住宅の建設の必姿性や，スラム

・クリーアランスの必要性を痛感しているだけに ，ダイ

レクト K 問題の所在を把握し，乏しい財政や複雑な機構

の;1; 1]約のなかから ，地元労働者の裂求に応じてわれわれ

とともに宅地開発を行なおうとする助きを示している。

今や I L O 1I'J J告への泌答気配は地方行政において飯成さ

れるば能性をみせている。したがって低所得労働者も絶

望する乙とはまだ早い。

ζ のような環境と状鈴分析のもとに全国の労働金JQi を

必盤とした財団法人上l本労働者住宅協会は，乏しい資ノJ

と経験を顧みず，住宅金融公庫ゃんL生イド金資金を} 部導

入しなが ら，労働者ーのための宅地開発と住宅雄投を組織

の) J と知恵で舵進しようと試みている。

ただ断っておかなければな らないことは国家または地

方自治体の財政力をもってしでも ，なお解決容易でない

わが国の宅地開発問題，住宅問題の底辺を経済力のもっ

とも ｾ ｾ ￬ い労働者組織においてこれを支え ， あるいは対処

してい乙うとしているのではないという乙とである。も

しそのような大それた考え方があるとすれば，それは労

働者のロマンティシズムであり ， ヒロイズムにすぎな

し、。

私たちは，あくまでも 1L  0 の住宅納告が示すように

労働者の宅地問題，住宅問題の解決は社会の立任である

がゆえに ，国または地方自治体が第一義的責任をとるべ

きである乙とを明確にし，その総にそって公営住宅，乙

とに低所得者庖のための賃貸住宅が建設されるというバ

ラ色の将来の展望のなかで，われわれ労働者が果すべき

これらの住宅政策への協力者としての使命と役割を自覚

して，前衛となり，ときに後衡となって，実践活動を行

ないつつあるのだと考えている。

さらには，当面具体的な事業としては，国または地方

自治体との協力関係のなかで，労働者の持家対策と協同

所有の賃貸住宅対策を指 向するために宅地開発を行なっ

ているが， 乙れらの作業は労働者住宅対策を大衆運動の

路線 lζ 合わせ，固または地方自治体の方針や政策の上に

のせて，国民的，国家的な規模における建設事業とする

ための「誘い水」であると考えている。

建築基準法 にフリーパスのガラス屋根

! 内 外 式 電 動

ベンチレーター

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

] ) ! 1 ・プラット ホーム ・
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'dJ : 気悶 イ寸 屋 上 自t ;I ;IJ i臭 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 才I ( 株 ) 内 外 土 木 辿 材 主L

メ:1;，反 i l ijJlj 1メト|コイ'J，:. 地1¥自:¥UIJ23 Ｈ 大 Ｑ ｾ ｩｻｬ ｩ ｟ｌピル Ｉ T  E  L  ( 44 1  ) 3983 

工場 大 阪 市 城 東 区 天 王 旧 UIT l の14 1 T E L  ( 981) 1149 

イイザfM¥・アーケードに )'tf，i.J，底

内 外 式

コンチニアスベンチレーター

筒 型 名 種 ベ ンチ レ ー タ ー

設 計 施 工 ・.惨



史 跡 と 自 然 の 緑 に 包 ま れ た 高 台 地

京 阪 宇 治 御 蔵 山 団 地

土地分譲

建設進む御簾山団地

所 在 地 京都府宇治市木 l幡御蔵 山

交 連 京阪氾車宇治線六地蔵駅又は木幡駅下車徒歩13分

国鉄木 1[ 1需駅下車徒歩10分

( 六地蔵駅より団地内循邸パス運行予定)

設 備 上下水道 ・' 心気 ・ガス ・石積完備

区 画 数 約 600 区画

一区画坪数 60坪，.-...- 100坪

分 譲 価 格 坪当り 13，000円""""20，000円 ( 予定〉

分 譲 予 定 昭和38年 4 月

※ ご 希 望 の 方 は 予 約 のお 申込み を 受付 け ま す 。 な お 社宅 川 地等 一括J l i¥j 入 の ど

用命についてもど相談に応じます。

お 問 合 せ は

大阪・天満橋

| 京阪 I電 車:開: 発 部

T E L 代側1552 ・4531 ・9401

大阪 ・高麗橋 ｼ三井ｾ言託季節大阪支肩 ｬ
T E L 側 3 4 6 1 """""'8



f - E6- -
阪 急 、 沿 線 へ

大 阪 ・ 神 戸 へ30介 /

仁 川 台 第 2 期

高 級 住 宅 地 分 譲

今 j主総仁 川lut 下 車 北西 12分

- 区 劃 7 2 坪- - - 3  4  5 坪

・坪単価 21，000円---44，000円

・ガ ス ・ 上 下 水 道 完 備

その他沿線各地 に分譲宅地がござい，ます

お問合せ ・お申込みは

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 新 阪 急 ビル l 階

土 地 経 営 部 大 阪 営 業 所

T E L .  (312) 4  7  0  2 ・4 8 6 0  



| 明 日 の 幸 せ と 楽 し い 暮 し を お 約 束 す る |

| 南 海 電 車 の 分 譲 住 宅 |

ャ，

/  

お 閉 会 せ は 住 宅 金 融 公 庫 融 資 金 付

大 阪 市 南 区 難 波 新 地 6 - 12

南 海 本 社 住 宅 開 発 部

分 譲 住 宅
中モズ鉄筋 2 階 建

初 芝 木 造 平 家 建
一
P

一
P

H

6

 
ど ち ら も 駅 か ら 徒 歩 10分

ガ ス 、 水 道 、 道 路 、 等 完 備

お 申 込 受 付 期 間

37年 11 月28日( 水 ) 惨12月 5 日( 水 ) まで



た だ 今 分 譲 の 住 宅 地

百 楽 園 ・生 駒 台 ・ノト川 園

梅 ガ 園 ・ 生 駒 山 上 北 山 荘

住宅金融公庫融資っき建売住宅受付中

生 駒 台 ・梅 ガ園 ・ノJ，，) 11 園

一一一一主催 大 阪 府 建 築 士 会 一一一一

住宅展の豪華版 鉄筋住宅2 1ー

モデルハウジングショー

奈良市学園前 登 美 ガ 丘 住 宅 地

一一一一一 1 1 月 1 8 日吟 2 5 日一一一一一

大 阪 駅 刊

砂近 鉄 の 住 宅 ・住 宅地 の ご相 談は ・

近 畿 日 本 鉄 道 開 発 局 営 業 課

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 IIIT 6 大 阪771- 2  5  2  5  

〆. ト¥踊

， 、
， 

、

また は住 宅 案 内 所 ¥ 

大 阪 上 六 近 鉄 上 本 町 駅 間 内 大 阪771- 6  8  3  8  

大 阪 あ べ の 近 鉄 あ べ の 僑 駅 椛 内 大 阪771- 0  3  6  2  

奈 良 市 学 図 前 ンヨ I ノ ピ ン グ セ ン タ ー 奈 良 5- 0  1  5  9  

近 畿 白 木 鉄 道 |

i;( 目日

美2主3主k  

ガ

丘

生 百 学前園
駒 楽 祭

生駒 台 国 l ii 

長野へ

菅野へ



rn法 規 解 説

宅 地 造 成 等

最近古I1市への人口集中がますます

縫んになり ，乙れにともなって宅地

の需要地大をまねき ，公，民，の宅

地の日日発が活発に行なわれている。

乙れらは平j也における宅地取得の困

ｾｍｻ さにより ， 傾斜地の宅地造成が舵

んに行なわれつつある。

乙れはま乙と! こ対; 桃な乙とである

が，ややもするとそまつな，がけ，

JMH¥t 制ノjく施設のため lζ 宅地そのも

のが危険な状態にあるばかりでなく

その附近の土地，人! と対しても災害

のまさぞえにした例は少なくない。

乙のような災害を防止する目的で立

法化されたのが乙の法律である。

まず木法では宅地造成( 宅地以外

の土地を宅地にするため，または宅

地において行なう土地の形質の変

更) にともない，がけくずれまたは

土砂の流出が生ずるおそれのいちじ

るしい市街地または市街地となろう

とする土地を「宅地造成工事規制区

域J と桁定し，乙の! 玄域内における

宅地造成に関する工 τ ｊＭｦＮ ｾｩ 与について災

害の防止のため必裂な ｭｾｪｪｬｬ を行なう

ものである。

木法はこの目的を述成するために

つぎのような乙とを規定している。

( 宅地造成に関する工事の許可)

宅地造成工事規制区域内で行なわ

れる宅地造成工事( 切土で高さ 2 m

以 上 のがけが生ずる ｾｊ 合 ， 椛土で高

さ 1 m 以上のがけが生ずる窃合，llii

t'1500m
2

以上の切土，盛土等) につ

いては，造成主は都道府ー県知事( ま

たは五大市長) の許可をうけなけれ

ばならない。

規 制 法

( 工事完了検査と検査済証の交付)

造成主は工事を完了したときは，

技術的基準等に適合しているかどう

かについて，知事の検査をうけなけ

ればならない。また知事は乙れらの

器準K 適合していると認めた場合は

検査済託を造成主に交付する。

( 監' 皆処分)

知事は許可をうけずにまたは技術

的基準
lζ

適合しない工事を行なって

いる者に対して工事の施工の停止を

命じまたは擁壁や排水施設の設置，

その他宅地造成にともなう災害の防

止のため必要な措置をとる ζ とを命

ずることができる。

( 改善命令)

知' ] ; : は宅地造成工事規11;11区域内の

宅地で宅地造成にともなう災害の防

止のため必要な擁壁または封| ソk施設

が設置されていないか，またはきわ

めて不完全であるためK ζ れを放置

すると宅地造成にともなう災害の究

生のおそれがいちじるしいものがあ

る場合には，それを除去するため必

要であり ，かっ土地の利用状況等か

らみて相当であると認められる限度

において改造または地形の改良のた

め工事を行なう ζ とを命ずる乙とが

できる。

工事の技術的基準について

( 地彼)

がけの上械につづく地盤疋iはがけ

の反対方 Irijfζ 雨水その他の地表水が

流れるように勾配をとらなければな

らない。切土，盛土をする場合，そ

の地盤のすべり ，沈下，lj) l壊が生じ

ないように杭打ち，土の;[t 換え，締

1. 宅地造成等規制法

2.  新産業都市建設促進法

3. 全国総合開発計画

4 .  近畿圏整備法

め閲め等の措置を講じなければなら

ない。

( 擁壁)

切土，盛土をした土質によって擁

壁の勾配等の規定があるが，壁而の

面高'i 3  m
2
以内ごとに少なくても 1 個

の内径 7.5cm以上の陶管その他耐木

材料をmいた* 抜穴を設け，必要な

4Lj 所に透; J < 胞を設けなければならな

し、。

( 設計者の資格)

1  大学( 短期大学を除く) の土

木または主主築の烈程を不業後，土木

または姑築の実務経験を 2 1，F以上有

する者。

2.  短期大学( 夜間において授業

を行なうものを除く) の土木または

建築K 関する修学年限 3 年の課程を

卒業後，土木またはm築の実務経験

を 3年以上有する者。

3.  以上のほかの短期大学，高等

専門学校 ， 旧 ｾｉ ￯Ｍ門学校の土木または

建築の課程を ｚ 作業後，土木またはｾ

2認の実務経験 4 年以上有する者。

4. 高等学校または 1i: 1巾等学校の

土木またはｾｾ誌の諜程を卒業後，土

木または2113誌の実務経験が7 1 ，1三以上

有する者。

5. I l s 設大臣が前各号と同等以上

の知識および経験を有する者である

と認めたもの。

以上が宅地造成等規制法の概要で

あるが ， 木 ＷＱｾ はひじようにむずかし

いとされている。土』ζ 対する技術的

基準を定め，そして傾斜地における

宅地造成は人命にかかわる問題であ

るので強力に規制されていると乙ろ

に特徴がある。

( 大阪J(.f 住宅開発; m 立成良三)
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新 産 業 都 市 建 設 促 進 法

乙の法律は昭和37年 1)'j 30 日法1*

案として問議決定をみ，同年 2 月 3

円衆議院に捉 lJI1され 4 月26 n 衆議

院通過，ついで 5刀 2 11衆議院可

決， 5 月l Ol lr U11 117 号として公布

され，木作 8 月 1 口より施行される

にいたった法律である。

1  . 目 的

乙の法律は，大阪市における人口

ｑｾＲ 業の過度の集 ＧｩＩ を押久間 ＱＱ 射 ι 地域

中 ｾ ｺｴ の是正 ，ｩｩ￯ＡＮ汀 ｬ の 安定をはかるた

め，将来大規; 絞なQi'l 業部市 fCJ [ : 展す

る可能性をも っj也区を選んで，そ乙

lζ 重点的に公共投資を行ない，産業

立J也条とれlS市施設を整備して，既成

の大工業地帯，大仰市』乙準ずるよう

な産業郎市を作る乙とを目的として

いる。

2.  地区指定の手続

1  ) 新jJ"Qt r，rs市の指定は原則とし

て仰道府県知事の申請に基づいて行

なうととになっている。その幼合知

事はあらかじめ関係市町村長lζ 協議

し， 111請については都道府県の議会

の滋決を，協議については関係市町

村の議決を経た後 lζ 申請舎に政令

Ｈ ｉｉｻｾ 和 ＳＷＮ 7.  26 政令 304 号) ，ζ 定

める事項を記;1主した番知を添付して

|付問総J 1J l 大臣 lこf) . ; l ，' l ¥することになっ

ている。 ( 2条)

2 )  1陥児iーを受取った内問総理大

臣は Ill i，;'; - 告の写 し を 経 済 企 間庁 長

官，山林大臣) . 辺I njj:工業大臣，巡輸

大臣，労働大臣，建設大臣および1 "1

f，i大臣( 以上を要請大臣といってい

る) その他関係行政機関の長に送る

乙とになっている。 ( 3条)

要請大臣は乙の法律の目的を達成

するため必変ーがあると認められると

きは協議し てその地区を新産 業自 ｾ ｳ 市

の区域として折定すべき乙とを内閣

総理大臣に要 ii lうする乙とになってい

る 。 ( 4 条)

3  ) 内問総理大臣は要請大臣の要

話lζ 法づき ，諮問機関である地方p"(l

48 

(11自和37年 5 月10 日 法律 117 号)

業開発審議会の議を経て，その地区

を新産業郎市の区域として指定し，

乙れを官報に公示するととになっ て

いる。 ( 7条)

4) 知事から指定の中訴のない場

合でも 7 人の要請大臣はこの法律の

目的を達成するため必要があるとき

は協議して，関係知事の同意を得た

後，区域の指定を内閣総理大臣』ζ 要

訪することになっている。

3. 区域指定の要件

1  ) 乙の法律は区域f!?定の要事|ーと

して「新産業自lS市の主主設が総合的に

行なわれる臼然的および 社会的条

件J i 相当規模の工場，住宅用地」

「相当量の用水J i 輸送の便利 さJ

「災害のおそれの少ない乙と」があ

げられ ， 将来相当規模の ｲｲｾ ｲ， Ｑ ｳ 市が

形成される可能性を有すると認めら

れるものとされている。 ( 5 条)

2 ) なお区域の折定には 1. 全国

総合/ J 日発計画に適合す るとと。 i i. 産

業の立地条件および自rs市施設の強制11

ならひ可ζ 雇用の安定が緊急に必要な

地灰から l順次に指定する乙と。

iii .  WHまの結果 [ζ 基づいて折定を行

なう等が規定されている。 ( 5条)

4.  建設基本計画

1)  ｾ設 ｩＦ 木方針

J)ZJ袋の指定が行なわれるときに，

閃 は主主投 Ｒ ，ｾＮ￯ｦ主計岡の基礎となるべき

主主投法木方針を知事に指示する乙と

になっており ， 乙れも経済企画庁長

官等の要前大臣が協議して基木方針

を決定すべき乙とを内問総理大臣に

要諦し，内閣総理大臣が新産業仰市

主主投w談会の議を経て決定して|児係

する知事』ζ 指示する乙とになってい

る。 ( 6条)

2) 建設A木計画の内容

ｴｩｾ オロ ｼ ー闘の内容は ｩＮ / J 日発すべき

工業の業種，工業開発の回限。 i i. 人

口の* J ¥; 侠および労働力の需給。

iii 土地利用。 iv. 工業， 住宅用

地. 住宅，輸送施設，上下水道，教

育施設等の施設の整備について定め

るζ とに なってい る。 ( 11条)

3) 建設基本計画の承認

区域の指定があ ると関係する知事

は国から指示されたｾ設基木方針に

基づいて建設基木計画を作って承認

を申請し，内問総理大臣は適当と認

めたときは，地方産業開発審議会の

窓見をきき ，関係、行政機関の長に協

議してこれを承認する乙とになって

いる。 ( 10条)

5. 調査審議機関

1  ) 地方産業開発審議会

内閣総理大臣の諮問機関として総

理J l lf ζ おかれ，学識経験者 15 口以内

で組織され，区域の折定，!i l l i i没法木

方針の決定，建設基木計画のiK認，

区域の変更，指定の解除等，新産業

部市の建設の促進に関する重要事項

について調査審議する。

2 ) 新産業部市建設協議会

区域の指定があったとき ，その区

域の属する都道JH! f. Uζ 建設1')>1，計闘

の作成等について調査審議するため

の機関として置かれたもので，会長

は知事をもってあるが，委員は国の

出先機関の長，関係市町村長，学識

経験者からなっている。 ( 16条)

6.  国の特例措置 Ｈ ＱＹｾＲＳ 条Ｉ

国は事i Ti W. ; ' t自i11司Tの姑設に資するた

めの必要な財政上の措 [丘， j:也ブJ 似に

ついての配慮が義務づけられるほか

1  ) 資金の確保

事 ￭ｾ Ｎｭ 都市磁波の促進 Ｑ ＱＺ符与すると掠めら れ

る製造事業 ，迎 愉事業ｾの ［［ ｮ Ｎｭ ｬＺ 日 の工場 ， 事 業

場，その他の胞筑の新1 m; 役または土地i1i 成につ

いて図または地方公共団体は必要な資金の確保

氏努める議? 6 を規定している。 (21条)

2 ) 地方税の不均一課税にともな

う措置

一定の地方公共団体が，新ill l¥1¥ll 市の区践で

製造司I業のJ l li l : 供する技術の新ll'l:J¥t をした者 11:

ついて不動産取得税，固定資産税の減税を した

ときは，そ の地方公共団体応対し，その減収納

のうち一定制を図が地方交付税の噌矧配布によ

って制iてんする乙とにされている。 (22条)

3 ) 関係市町村の規; 伎の適正化

新産業都市の一体的なm宣告促進するため，

関係市町村は合併民よりその規肢の適正化，組

織，迎営の合理化等に資するよう 配成するも の

とし，合併を促進するため初耳Iの特例が設けら

れている。 α3条以下)



全 国
会公 ム、

I JIJひ 口

全国総合IJ IJ 発音|聞については経済

企悶庁が中心となって312認されてい

たが ， 昨年 ＷＩｾ i全国計画草案」と

して公表された。乙の草案に対して

各方面より修正也、見が出され，*tit 

国の原案作成が進められたが，ょう

やく全国開発部会の審議を経て，国

土総合 ｬ ｾｦｊ 発審議会の総会にｩｬ｜され近

く| 制議決定の予定になっている。

1  . 計 画 の 目 標

ζ の計画は，各地域のIJWioがぱら

ぱ ら に進んでいるため ， 国の総合 ｉｊｾｊ

発計画が墜につきあたった j 杉ともみ

られる現状を打解し， i 国民所得倍

W/}Iー困」および「問榔込UI ζ 即して

郎市の過大化の|妨止と地域絡差の込

正をはかるため，わが国の自然資似

の有効な利 JTJ と資本" 労働，技術等

の;mfii 似の適切な地域配分をj . f f i じて

地域I i JJ の均衡ある発展を回総とした

10ヶ年の長期計画である。

そのため全国を①治癒i也J或，②

整wu也j或， ① IJWit 地域の三つに分

け，それぞれに IJg允拠点を選定して

企閃的に均衡のとれたIJIHt を進めて

行ーく乙とを目般にしている。

2 地 域 区 分

二① i/& 街 地 域

L 京浜地区，阪神地区と乙れらの周

辺郎とし， 乙のl也J或はすでにj [ f ; t 人

や人口が過肢に集中して，交通 7

ヒ，) T J 水不足などが発生しており ，

J l l 業などに対する脱出IJあるいは制整

開 発 計 画

を行なう。北九州工業j 自社; は乙れに

準じ，また名古屋地区とその日3辺は

過密にならぬよう iillJ 整される。

① 整 備 地 域

関東，東海，近微，:It 陸の各地方

とし，過;t'、地域からの工業分散を計

画ＨｉＧ ｾｉζ 誘導するための主主旋整備を行

ない， ζ の地域には大規般工業開発

地区， 中 規模地方 ｉｊ ｉ ｾ 先月 ｈ 市 ｾ｟［を設定

する。

① IJ 日 発 地 域

北海道，東北， rl .l図，f l Y国および

九州地方とし，政京，大|妓， ｾ，古色よ

から遠距離K あって，外部経済の集

ｾＺｩｬ の利益をうける乙との汚い地域で

:W極的に開発を促進するための基盤

の整備を行ない，大鋭校地方U目先制1

7打， 大規模工業IJfJ 発地区，中規棋士也

ブ'i lJ 日発自11市等を設定する。

整ＱｉＱＱｩ地域と ｉ ｾｾ 光地域では“ ｕＱＱ 発拠

JJ1" をそれぞれの特殊性に応じて巡

定し， 乙の拠点を中心lζ 新たな経済

| 到を形成して，各経済凶の有機的な

| 児辿によって均衡のとれた地域的発

Jl !t をはかるとしている。

3.  開発拠点の選定基準

大規校工業 ｉｊｉｾ 発地区を例にとると

① 工 業K 適したすく‘ れた立地条

件がある乙と。

① 当 ｩ 該地区または近隣に中規ｾ

程度の外部経済のw肢があるとと。

① 主として大規校な工業等のw

加によって周辺の開発を促進する必J

果がある乙と。

4  政策推進の基本方針

以上の開発拠点をもとにして，①

公共投資については

イ) mt也，川水，交j.ffi ，通信，fg

力士号の産業基盤

ロ) 住宅，上下水道，文教施設，

観光施設等の生活環!1: i 施設

ハ) 治; J <，不IJ; J < 等の国土保全施設

の整備をはかる。

① 財 政上の助成til-iE，政府機|刻

による長NJ融資など金融上の適切な

措iEを講ずる。

① 労働力移動の I' JtI'I' 化，人WJ能

力の開発のための必胞策を講ずる。

5  計画における住宅施策の概要

① 京浜，阪神および名古屋の既

成太郎市の市街地の高l白化，不燃椛

造化を促進するため， 市街地改造 'jI:

;r:: ， II } j 災建築i. t J 区造成 'J i業，住宅地

区改良す工業ｾＮ［を行なう。乙れととも

に，r ，j S心部へj.ffi 1VJ する 1VJ 労者のため

交通体系κ 応じて政的胞: 誌を主とす

る集団住宅地区を建設する。

②大規模地方開発仰市において

は，予想される人口の集中に対応し

て，良好な環境を行する住宅を大: w :

ｫ 供給する乙とがその育成の Ｑｾｬｬ 必条

件のーっとなるので，政府施策によ

る供給が重点的に行なわれる必ｾーが

ある。乙れらの自 ｾ￭ 市が ， 現在の既成

大仰市にみられる過密，無秩序の弊

: さを再現しないよう ，市街地の再開

発と ｼ 潟述しながら ， 必ｾな自 ［ＱＱ 市施策

をともなった新たな住宅地区を育成

する。

合成樹脂塗料

ト Ｑ ＱＭ事 ｲｾ ・ル
Ｎ・弘幸・ｾ牟 ＺＱ

合 成 樹 脂

塗 床 材

壁 材 内 装

-外 装 用

トルギノールは合成樹脂の塗装式( コ テ仕上) の床材で終 日がな

く術生的で，圧力，ｉＡ ＧｬＮｦｬｩ ｬ ｾ 耐えて 永も ちのする迎 創的 床 材 で保温

防音 IC も政み踏む感じのよい適度の開力 を 色っています。

女 不変色 色:i'，'J 自7E *  i誌名記入カタロ 9 御 JN求下さい

トルギスキンとは特殊合成樹脂を主体とした高分子粒状館料であ ります。

特 徴 活気性があるため，施℃下地区案外早く塗装ができ ，蜘j 向1I する ζ とが

あ りません。そ の上乾燥も極めて早 し 従って工期の短縮ができます

製造元 大 元 工 業 株 式 会 社

i …… l一回1のおT E L畑 一 5Ｑｾｴ＠ t住 所 東 京 名 古 B i

T E L (561)4678 T E L(24)4491  
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近 畿 圏 整 備 法 立 法 化 へ の 動 き

1  . 経 緯

① 近1民地方をー休的かつ有機的

経済l(¥jと しての務備を促進するため

の立法化K ついては，かねてから各

方面よ り強 く要望されてきたととろ

であるが，35年 10月15 日大阪市で開

催されたー日建設省を契機として近

紙 2 的 6 1JoP 市の知事， 市 長， 議

長，国等の 出先機関の長勾で組織す

る近ｾＮ民 ｦＩ日発似進 協議会が結 成 される

におよんでその立法化の機iili が急速

に高まったのである 。

② ーブ5" ，中央においてもi Y!μ1'- 9

)=j 5 日，自民党の近畿選出国会議員

全員をもっ て組織する近畿仮興協議

会Ｈ 世話人代表 ， てｾ ＡｬＧｦ和太郎 議員Ｉ

が結成され，その発会の席上近畿整

備法をできるだ け: i i l i やかに11) 1] 定する

よう決議がなされた。

① ついで法案作成の母体として

問凡 19日， 自民党政調会の .tlζ ，特

別委員会として近級凶整備委員会が

設立され，問委員会で検討がすすめ

られた結果，3611': 12月 7 [ 1近畿凶整

備法案1 f 綱が一応の決定をみたので

ある。

2  法案要綱の概要

① 目的

阪神郎 市 を中 ｾＴｨ とする近畿地方の

有機的かつー体的な経済問としての

整備と ｉｊｉｾ 発をは かる乙とを 目的とす

る。

① 法律の適用区域

大|荻，京都，兵庫，奈良，滋賀，

和歌山の 2 府 4 県の区域の内，上記

の目的を達成するため必裂な区域を

政令で定めるととになっている。

① 近畿催| 整備委員会の設 io:

首却1凶における首都圏整備委員会

と問機，国家行政組織法に基づく行

政委員会として近畿陰| 強制11委員会を

設位する。 問委員会は国務大臣を委

員長とし，委員 6 人をもって組織す

ることとし，近後|遡整1I i/i ii"1匝iの作成

にあたることに なっ ている。

① 近畿圏整備計画

ζ れは，基本計画，強1 I i/i 計画およ

び事業計・間よりなっている。

イ〉拡本a-i" fJ!jj

近畿 ｬ 盈 ＱＱ 付 における人仁 ｉ ｾｾ 棋 ， J.止業

配 ｩ￹Ｚ 等近畿 ｬ 盈 Ａ のｾ削 ＱＱＱＱ ζ ｼ 刻する［ＱＦ［ｪＨＨ内

な事項について定めた日| 画である。

ロ) 整備計画

基本計画に基づいて，空j也，工業

ffJ地，道路，鉄軌道，公闘等の整似i

の ｾ｝ｩｬ併 となるべき計画である。

ハ) 事業計画

!陸自lIi 音|・簡を実胞するための4Jj 61ミ皮

の事業計画。

① 国の助成措 ill.

卒業実施にあたっては，国の普通

財産の減も;Ji 譲渡または貸付 ，資金の

融; m，企業仙の許可，租税tFについ

ての特別措置が考え られている。

① 制限規定

既成自f¥市区j或内においては，別に

法律をI1日l定して工業等のII)I JI浪区域を

設定す ること ができるようにする。

3.  法制化の見通しと若干の問題点

法的1) 化については，近畿圏整備委

員会が中心となって法律の中核たる

行政委員会の実現について関係方面

との桜衝が行なわれ， iYr: 6r: の通常国

会では法制化の実現はみなか ったが

「近畿闘整備のために政府は述かに

行財政上必裂な立法始直をはかるべ

し」 とする国会の決議がなさ れ，本

年以t通常国会での212現について I]fJ る

い見通しがj附も さ れ るに 至ってい

る。

なお前記の法案要綱 lζ 対しては

① 首 制調整備 委 員 会 のJ必合に

は，地元関係凶休の志見の制整をは

かり ， ζ れを委員会に反映 させるた

めに ｼ矧 系 的 ｗｾ ｉＧｊ 刈 ーをメンバーとす

る首 目 ｾ ｜ ｉ 益 Ａ 整ｩｊｬｉｩ務議会が治 Ａ日｝ 機関とし

て設けられているが， 乙のよう な機

関が近畿悶の場合も必ｾではない

か。

② 法 ｦ ド の適 用 区 ｪ 或は Ｒ ｊ Ｈｊ Ｔ ｾ［Ａ［ に

なっており ，近徽IJIJ 免促進協議会の

メンバーたる紹介，三重の両県が外

されている が，両県とも この法作の

適用区域に含まれる ζ とを再三熱型

しているので乙の取扱いをどうする

か。

等のな見が関係方面lから 山されて

お り，今後tMli l L検Jすされなければ

な らない問題点と されている。

寒 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 ー アスファノレ ト防水工 事 怒

ミ ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレ トタイル工事 選

議耐酸モノレグノレ工事 ι 各 担 床 工 事 選

大 阪 耐 臣 会 Z 業 PR

大阪市北区浮 田町82番 地 電話大阪 (371 )1333番
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IYJ 治政府; ま 111
央集慌の実をあげるために

は教育の力による乙と大なることを考え ，

R 吏主主成のための高等教育についで)1'1'民将

通教育機関としての小学校の設立を計画

し，明治 5 年( 1872) に学制布迷をしたの

であった。乙の制によりそれまで各地で行

なわれていた寺チ屋 ・ 私塾ｾ［を政府の傘下

lζ 収め，新方針のもとに全悶の庶民教育の

統ーを企てたのである。しかしとの発布に

先立ち一，二の地峡て・は小学校設置の気迩

が動き ，実現されてい た。京都市は学制発

布以前全! 詞で、最初 K 小学校を設けたので有

名であるが，明治初年か ら10年代KI J って

できた小学 校総築のうち 主 ｾｋ 現 存す るもの

もあり ，また現存しないものもれ種資料に

よって知り 1!} るので ， ζ 乙では京都市にお

ける初期小学校総築の数極の形式について

紹介したい。乙れらの形式は京都以外の地

でも校 i放された乙とが考えられるものであ

る。

ｊＮ ｊｾ 都 ､￯ ては ｉｙｊ 治 元年 ＨＱ ＸＶＸＩ 1ζ 一極の抱l

令:Ijl はともいうべき「番組J *11を発案し ，

同年10)J K は上京 ・下京合せて64の茶組が

定まった。乙の各1 : s : 組内にそれぞれ一つの

小学校を設置する乙とと定めたが ，学校の

I主何人見校そ空〉他についてはフ以下12)] 6  111ζ  

ｉ ・ｾｉＮ師を添えた告示を出している。 ζ の「別

紙1:Xl. nj J と称するものが従米伝わらないと

むれていたが，のちに 111 内明倫学 1:><:. 内で見

IUされ，同校 η f I別' 命託;J K ，I世せられてい

る。
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京 都 市 の 明 治 初 期 小 学 校

一一一 前 立 を 中 心 に 一 一 一

"・帽・

第 1 図 柳 池 校 校 舎 配 置 図

Oil 剖Ii !i 立柳池中学校蔵)

本校は日本段初の小学校なる E と本文 1<:: 記した

どとくであるが， 現地 IC 移f i . したのは明治 6 年

で，その 5 月 4くから建築工事を始め ， 日月 末1<:: 大

体竣工した。乙の校舎の ，f F 朝日は明らかでないが点

西岡械が中心であったらしむ、。その後議: 立が新築

され，さら IC新築I刊号Eを加えて明治35年( 1902)

頃には E の関のような状態、になった。講堂を中心

IC ，間りに教常 ・生徒住所などをとった校舎配置

の一例を乙 ζ にみるととができる。現在は柳池中

学校となり， ＱＵ の ｬ 面ｾは失なわれてしまっている。

第 2 図 柳 池 校 講 堂 正 面

( 柳池中学校厳〉

，:11蛍は 10年 ( 877) 4 月11 11 起

工 ， 7月15日上/! I ! ，慨年 7月 8 11

IC ，高成式を行な った。本閃はその

ときのものである。木造二階l.ll，

511自に 4 1出. l . l l 月は25 干4 合，上

下階とも品目'"'C列 rl をも っベラン

グを付け ，大! l ! ，滑柑! ，本瓦 LI で

ある。肢聞は中央 31:Uが丘、く ， ｾｉ ， ｩ＠

1品狭< . ベランダ内を l辛陪とする 。

乙の ｬＮｬｬ 築は ｉｾｉ 和 Ｑ Ｖ 年 ｖｊｊ i I ; で五

( f していたが，その後布施 di 内IC

光却され ，そ乙で収災焼失してし

まった。

l日l
第 3 図 柳 池 校 講 堂 背 面

( 昭和13. 6. J3I，最〉

階段は吋 luilc 設けられる E と図

のE とくで . ) ，司聞の広縁f C 随分大

きい l面積をさいている己とが見ら

れるであろう。しかし乙のような

Ml rt 式広料保式はすでに京郊でも

先例があって，勧業tril ( 明治 4 年

2 月頃竣工) ，-; ' : >' Ii ¥' 日本館(1，;15 年

l 月) は上下とも j品位式，中学校

木町I (同 6 年 6 月) は 2 階が周杵

式であった。 E の講堂は ζ れらに

簡を求めたものと考えられ，細部

にも共通点かある。 Mれにしても

「西作治にしてす ι ぷる児1 Mなり j

と評される，当時のいわゆるな純作風ミであ った。しかし本瓦庁の屋般は上戯のそれそのままである 。

明治洋風建築における本瓦Hは珍らしく . 1也1<:: は宝山寺踊子| 剖がもとそうであったのを知っているだ

けである。
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第 4 図栴巡校校舎配置図 ( 京都市立椛巡中学佼厳) と 同校旧講堂平面

( 上ー噌，下 二階)

今回の報告 ｴｰｊｬｪｩ 形 ｉｃ 近く現 ＨＱ する唯一の例は悔ＮｩｬｩＡ校の ｉｉｊｊ 持ｾ ( 現在左京

区役所太b;1出j員削) で，本図左は筏. i l i ! 校にあったときの位置関係[ 羽であ

る。本校も明治 2年8 月のIJH校であ λ が，Ｘ 年 ｬ 月敷地拡［Ａｾ ，教京 l 椋，

J持堂 i 柳などの新築II[j 始，12年10月竣工式を行なった。

，iR:J:i:は大正12年 (1923) 本館が新築された勺で j't .4I，大国( Icf;長されて現

(1 している。

第 5 図 悔巡校旧講堂 ( 改造的 ，1昭和11. 4. 261品)

講堂は旧地から大阪に移されて大原小学校総貝宅なと IC永<f J 止われてい

たが，本図はその頃のものである。 5 1llJ lc 4 問 (20・干) ，二階はj品作聞紙

式で，洋風は紋の手間子，その下の繰型，客: 内の予関子くらいに著しく，

住頭なども少しそれを意識している程度で，他は和風である。正商 IC丸〈

起ったま関，二階 IC軒唐破風をつけるが， ζ れは初期の擬ir風IC伊lの多い

ものである。起り破風の丸u../<の多いのもより洋風へとの考えからであろ

っ。

第 d 図梅道枝旧講堂現状

(1府和31. 12. 3/M:'

大島{校nu宅地、ら左京区役所大脱

出'i&所に転mされてからとのよう花

変更された。すなわち二階は11 1状を

保つが，一階外JIJ りの村から中を前

内にとり入れ， 1日JUれE 内郎はl J l Hを

I[i( 払ったり階段を移動させたり ，あ

るいはカウンタ一線の台を取付けた

りされた。しかし ζ れなどはすぐ復

原できる 13: 1止に止まっているのでキ

である。二階内部は畳敷の広間があ

るが ， 乙れは初期以来講堂 ｉｃｾ <  i告

られた方式である。なお背面Iの凸出

部などはどく最近の付加である。
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第 7 図梅連枝旧携堂階上手沼

(1111有l31. 12. 31l.l)

階上下抗日の，1附11であるが，日本

人1J l i ! l i のまねた手間子 ICはこの悼

のものが由 Ｇｊ ＭＺｱ ｉｃｾ く見出せるよう

である。

第 8 図 有済枝旧宮前堂

( 昭和27. 1. 301:品)

有済校も 2 年の創立で ，c の講堂

は純和風といってもよく ，屋上 ICW.

筏あるいは太鼓様〈時報その他審制

用〕として高培を終え させた形式 IC

属l.. ，現在乙の" 11際部だけが鉄筋コ

ンクリート造校合の昆 Uc 保存され

ている。

E の学ぜは fi 内1(' ，)，1; .1 ICよればIIJj

治1.311' 1月山火，校 ; l "I:HTIC帰した

とある。しかるに現 (f'1! 惨禍の殺り

口IC r寸11与明性j し丙子殺八月宵伴 目

上I'.IU と掛汚した練中l が打たれてい

た。fII l ;'fi: rn有」の程度が判ら ない

のでしばらく 9年の上棟としておき

たい。一階は主宝 2 ，二階は大小広

/UJ 2 からなり， 上下とも主宅は床

付. J{} 敬で，また小学校講堂のー形

式本示すものであったが，去る 28年

頃望l陣そ残して破却された。なお段

上部の軒はもとずっと深かった。

乙れICよると校舎はすでに二場建で，各道場( 教室) 関係の

他，間T役年寄などの詰める室をも備えていて，当時の小学校の

機能が多方面に 亘っ ているのが知られる。乙れは「京都ノj、学五

十年誌J IL i 教育教授の場所にして同時に施設の場所たる ζ と

是なり。畢党政治の宣布教化を含包し，政教一途を旨とし学務

と区内の庶務とを執り ，学校すなわち区長役場にして，また省

察消防の事務所たりしなり。後年所を経るに従い ，学校上の障

碍 となるもの多きを以て，先づ戸長役場と分自 ｬｾ し ， 主事祭 と分離

し，明治十五年lζ 歪り ては，教育の他に仮用するを禁ぜらるる

に至り たり 。」 と簡明に説明している。結局，最初は複雑な性

格に合うような平面として「別紙J のようなものが考えられた

のであろう。 ζ の図によって実現した校舎がどの程度であった

かは未詳であるが，六十四学区全部lζ 亘っ たとは到底考えられ

ず，明治 5 年 5 月，福沢諭吉の視察記「京都学校の記J IL i ... 

・市中を六十四区に分けて学校の区分となししは彼の西洋K て

いわゆるスクーノレ ・デス トリッ クトならん・一学校の内を二IC

分ち ，男女処を異にして手習せり ， 別 lζ 一区の講堂ありて

読書，数学の場所と為し，手習の| 肢に l順番を定め い・ 乙の講堂

lと出でて教えを受く ・・… J と記さ れていて，大体上の平面に適

した使い方のようである。

乙の元年末 IC山た布告に則る校舎の実現は早くとも 2 年の中

頃であろう。事実最も早く開校したのは上京第27番組，後の相11

池校で，それは 2 年 5 月21自に府吏員の検分を受け，同日を開

校 日としている。その仙の小学校も その頃創設されたものが多

いが，何れも上記の性格を反映した点が多く ， とくにいわゆる

諮堂は広汎な内容をもち，従って教育の場としての教場( 教室〉

とは別に建てられる形式が多かったようで，ζ の点』ζ 府の示し

た平面の実現範囲が疑われるものである。現在知られる資料に

より ， 京都の初 ｊｾｬ 小学校校舎建築様式，とれ ζ いわゆる講堂は

大体次のような型に分けられる。

①強いて和洋折史的表現を求めず，当時のいわゆる「純洋風J

( 現在では「擬洋風J ) を模したもの。例 一・・・初IIr也校

②大体和風IC基調を置きながら壁 ・関口部 ・手閉などの細部 lζ

洋風を加味したもの。例 … 侮淫校，竜池校

③純然たる和風で屋上IL火見納式の望楼をつけたもの。( 一部

lζ 洋風が入ったのもあったと恩われる。) 例 ・・・・ ・・有済校

@羽: / 風楼! 剥形式。o( r 1J.. .. 梅屋校

⑤和風二階建，隣上四周 IC縁を絞らすもの。伊1 ・・・$Iil 林校

とのような講堂 lζ 別似の教J;ld ( 教室) が附随していたのが京

都の初期小学校の姿で、あったと考えられ， しかもとの講堂教室

別棟形式はずっと後まで行なわれた。 ζ の点は地方における大

建築を職員 ・事務 ・教室なと、の各室 IC間仕切る 小学校校舎と奥

る点で，間見付 ・井通 ・IJ 日智 ・八幡東 ( 滋賀県〕の各現存旧校

舎 と 較 べ て も 明 ら か で あ る 。 ( 工 博 近藤 豊記)

主要文献 京都府誌上下大正4. 10

京都小学五十年誌大正7，12

各小学校蔵号沿革誌ミ その他
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| 理 事 会 |

12日 4 11在一- 5 11年半 於会館i会議' Jf

11¥席者 尼崎会長，束旬し 塚本両副会長外 4 現

事，山内兵庫，井手京仰向支局1長

議 事 ( 1  ) 鋼管構造講習会共催の件

( 2  ) 国家褒章受領候補者推薦の件

(  3 ) 大和栄術氏の l焔託措置に関する件

( 4 ) その他

( イ) j法規委員迫)J I l 委|以の件

( ロ) 現場実務講習会追加附1mの件

( 5 ) 入退会者承認の1

'

1・

( 6 ) 報告τ'!-1万i

| 運 営 審 議 会 i

12日 6  1! ! f - 8  11寺 於会館会議宅

11 Ｇ，Ｉ［＿ｾ Ｚｦ￭Ｇ塚本委員長外 Ｑ Ｐ 委員

泌 が ( 1  ) 経過報告

( 2) 会の経理状態の説明

( 3 ) 府下建築関係問休についての検川

幹 事 会

4 日 3 時一- 6 11年 於会館全議宅

山席者 中原幹事外 6 幹事

正月「建築教育特集」号企画について協議

委 員 会

18日 4 時一- 6 時 半 於会館会議室

出席者 室谷編集理事外 4 委員

議 事 ( 1  ) 経過報告

( イ) 10月「公害特集」号

( ロ) 11 月「宅地開発特集」 号

( ハ) 12月「社会福祉施設特集J 号

( 2 ) 正月 「建築教育特集」号令阿審議

( 3 )  2 月号の企j i I i j について

| 住 宅 委 員 会 |

7 日 3 時一- 5時 於会館会議宅

11¥席者 海上委員長外 11委員

滋 事 ( 1  ) 住宅相談所設置問題の経過報告

( 2 ) 東京街道組立住宅団地見学 lζ 関する件

( 3) 南海電鉄KKの住宅競技設計 1( ，関する件

報 ( 9 月 分)

29日 1 時一一 3 時 於 会 館 会 議 室

，'1:'，席者 海上委員長外 5 委員

:ij "l! τJ]: ( 1  ) 南海電鉄 KK の住宅競技設計 lζ 関する f l

( 2 ) 組立住宅団地と工場見学会の件

( 3 ) 欧州のプレハプ建築視察報告会開催の件

| 事 業 委 員 会 |

10日 5 1! 寺半一一 71時 於 会 館 集 会 室

出席 者 岩 崎，問木正副委員長外 11委口

議 事 ( 1 )  10月，11月の事業企画について

( 2 ) 各極説明会の企画について

(  Ｓ Ｉ 九 州了 ｔ 問の陶ｾｾ工湯見学 会の合同検 討

13日 3 時半一一 5 時 於会館会議宅

LL ¥席指竹内 政問正副委員長外 7 委口

議 事 ( 1  ) 委員長，副委員長の選任

( 2 ) 検討テ ー< ' 1 ( . 関する件併せて委口会のt' l，

絡に関し検:;.t

| 法 規 委 員 会 1

20日 3 1時半一一ー 5 1時半 於会航会議* -

11'，府才; 山本委員長外 8 委員

議 ‘Jj: ( 1) 委員長選任の件

( 2 ) 検討テー? に関する件

近 代 建 築 調 査 委 員 会 |

14日 3 時一- 5 11寺 於会館会議室

出 席 者 滝 沢委員長外 12委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( イ) 福岡県庁舎調査に関する件

( ロ) 猪苗代湖畔天鋭閣に関する件

( 2 )  11月号発表主主物の件

(  3 )  12月号発表予定建物の件

(  4  ) 今後の発表建物に関する件

也 ｾ三 ｼ
第 6回現場実務講習会

期 間 9 月 17 日一一 10月 2 日 13 日間

毎円 8 時半一一 12時 半 延50時間
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会 場 大 阪 建 設 会 館 6 階集会室

EE、講者 140名

9 月17 日 建築工事の着工から竣工までの業

務総論

大阪府営紙淑 J阪府高tI 打切[1氏

9 月17 日 18 日 労務管理と安全f首丑11

鹿島建設支庖 j早田 成計氏

9 月18 日 19 日 仮設物と仮設材料

松 村 組 政 間 基 次 氏

9 月19 日 現場1[. 関する諸法規とその手続

大成建設( 神戸) 大久保登氏

9 月20 日 材料の検収とその管理

鴻j也 組 近 藤 史 郎 氏

9 月20 日 21 日 工事機械と工器具類

大 林 組 依田 苦言氏

ヲ月21 日 2 2 日 施工計画

大 成 建 設 支 庖 松 岡 照 夫 氏

9 月22 日 現場製図

浅 沼 組 篠 崎 一 郎 氏

9 月24 日 地下工法

竹中工務庖 北山二十三氏

9 月24 日 26 日 土工事，基礎工事，排水工事

間 組 支 庖 渡 辺 勇氏

? 月26 EI 2 7 日 鉄筋コンクリー ト工事，鉄' 南工事

清水建設支活安井 猛氏

? 月27 日 28 日 木工事， 屋根工事， 金属工事，

雑工事

鹿 島 建 設 支 応 岩 下 久 哉 氏

9 月28 日 29 日 石工事，タイノレ工事，ブロック工

事 藤 木 工 務 庖 矢 野 豊 作 氏

9月29 日 10月1日 防水工事，左官工事，塗装工事

銭 高 組 武 藤 議吉氏

10月 1 EI  設備工事一般

10月 2 EI  

9 月25 日

| 懇 談 会 |

竹 中 工 務 庖 石 黒 次 郎 氏

設備工事の内空気調和その他管，工

事 竹中工務j苫 玉 田 健氏

設備工事の内電気工事

竹 中 工 務 庖 鈴 木 俊 男 氏

御堂筋「津村別院」の現場見学

楊汀洲氏との懇談会

27日 5 1時半一一 7 時於大阪建設会館

大日本土木 KK. 私水化学 K K の配慮lζ より ，台湾省

建築技師公会高雄弁事処主任楊汀洲氏と台湾の建築事

情や一般事情について懇談。かつて多年台湾に在勤し

ていた者や有志の会員20名出席。

ｾＴ＠

| 午 餐 会 i

B日 11 1時半一一 2 1時於堂ビノν清交社

会食後，先般中近東，欧米の視察を了えて帰国され

た 11込t設計工務 KK 主i長伊藤鉱一氏より， 特にアラビ

ヤ，ブラジ J レの建築やー般事情についてスライドにより

大変興味あるお話しを伺った。出席者70名。

| 見 学 会 |

「天王寺民家駅見学会」

設 計 口本国有鉄道東京建築工事局外

KK天王寺ステ ーションピノレディング

安井建築設計事務所

施 工 奥 村 組

8 日 1 1時半一一 3 時半

大阪府建築士会と共催参加者 240名

「日本陶管とトヨタ自動車工場見学会」

9 月21 日 22 日

2 1日121時半刈谷市 LI 本陶管工場に集合。昼食のおも

てなしに預った後，同工場を見学。パス にて宿舎に向

う途中宮政瓦工協を見学して，衣剤ii毘泉吉文旅館』ζ 投

宿。同所において日木陶管はのど厚配によって懇親会

開1lli 。

22 日は竹中工務庖名前屋支庖のど好蕊により ;1¥迎え

のパスでトヨタ自動ホ工場 lζ |白j い同社元IU] 工場のパブ

リカ製作工程を見学。 さらに名古屋市に向う途11-11' ，古

屋ゴノレフ倶楽部で中食のど接待に預り休態。名古屋市

に入って同社施工の興業銀行ビノレ，名協ヒソレ地下正

法，名古屋センターヒソレ等を見学。さらに同ビ J レ食堂

において夕食のど饗応をうけた後 5 1侍名古屋駅』ζ て

解散。両 日lζ 亘り日本陶管 KK. 竹中工務庖名古屋支

応の両社より多大のど高配ど歓待をうけ，多数の方々

に大変ど迷惑と面倒をおかけ した。 ζ ζ 』ζ 厚く謝意を

表します。なお本見学会 lζ は東海支部よりも 6 名の参

加者があり全員43名であったが，宿舎における懇親会

にはわざわざ一円支gjl 長. 7I z 野幹事も どtll l席下 され，

支.gf) との交歓が行なわれはなはだ有志義であった。
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編集後記 昨今， 宅地問題について， 建 設 省 出 ICか れ ず，

ー般新聞 も大いに関心を示している折柄， 本号の ｦ 在日 Ａｾｭ 世技術者 ｉｃ ぜ

ひ知lっておいてもらいた い ζ とを中心に編集した。 1. 段l也1同凶と宅 地/I.¥J

阻 . 2 川地取得方式と宅'也将術開凶. 3. 宅地開発と 地方行財政. 4 法規

解説の 4 本立。 乙のうち. J地方行財政は鐙中市，吹田市の場合も予定し

たが実現できなかった。担当幹事は . !1!.¥?i- 郎，中，: . 1忠踏ま，佐孝銭和，

-j.，阿勝， 湯川利rf '. 住田( 1 二，大久保白 ーの各氏。次号は「主l会稲羽| 縮

減持集 l の予定9

e  .  



5223 大島化学のひふくτっlぎんさ

ｅｬ ￯ｇ ｬｩ 己を￞ＧｾｾｾョｾｾＺＮｲＮＮ Ｂｾｊｾ
カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

婿聴講ゑ

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 U! J 4 の 10 4  (931)  7071- 3  

文 応 新 11:' 浜 ・名 古 屋 ・Pll 日 i lT ・広 島

田中式忍tyfよ，V27123二

スチールシャ・νター・オペレーター

向田中工業橡式会事t大阪出張所

本 社 東 京第 一 工 場 東 京 仰 鎖 国 区 綿 糸 町 1 - 25  

東 京都 二 工 場 東 京 都 織 田 区 召 畑 町 東 4 - 122 

4、 合 工 場 開 岡 県小倉市赤坂上の1 i ' r 37

川 崎 工 場 神奈 川 県 川 崎 市 東 泌 回 3 - 43  

キu 見 出 張 所 北 海 道 札 帆 市 北 大 湖 東 4 丁目 4

様 間内 ｾ型 畳 応 岩手県椛岡市木伏 ＴＹ ・ 耳 ［ｾ･ 建設Ｈ掛 Ｉ
三名古 庖 代 理 府 愛 知 県 名 古1盈 市 西 区 西 織j -t t-町2- 12 岡田u ! 村 K K

米 子 代 理 応 鳥 取 県 米 子m祇 闘 町 2 - 93 ・古 l11工 務 庖

T E L  東 京 (623 ) 代 表0106 - 0108  - (622 ) 0790 

T E L 東 京 (61J ) 2118 - 9  

T E L 小 倉 ( 52) 0653 ・2833

T E L 川 崎 @i 5 9 4 - 5

T E L キL$Ji! @  6762 ・0515

T E L 盛 岡 7642  

T E L 名 古 座 (53) 01 21 ・2057

T E L 米 子 4683  

続 式

会 員 商 庖

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 ( 341) 207- 8・4836- 7

l  



い 致 し ま す一一ー一一特命又 11 指 名 の 場 合 は 本 欄 を ど 利 用 の 程 お 願

和装置、各種冷凍機

計 ・製 作 ・施 工

リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

空気調

設

東 洋 キ ヤ

目安 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施計設

大工町五三番地( 毎同大阪会館内)

話 大 阪 ⑩ 局 8 3  5  6  ( 代表)

中央区日本橋兜町三丁目 二四容地

・名古屋 出 張 所 九 州

都 足 立 区 下 沼 田 UIJ 3 6 0 務 地

大阪市北区堂島船

電

東 京 都

東 京

東 京

社

庖

場

本

支

エ

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番 地 ( 新阪急ピル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

社東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 務地

ム

一A

-

A

一A

備

工

設生衛

'
E

気

房

道

j

J

川

電

暖

将

計

電 気 ・ 暖

設

本

商

商

阪

阪

大

大

株 式

会 社

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

7]( ・衛 生

房 ・換 気

排

冷

給

i援

長 菅 谷 三 郎

阪 市 西 区 江 戸 堀 一 丁 目 601存地

話 大 阪 ⑩ 大 代 表 8 2 3 1 番

京 ・名 古 屋 ・衡 問

・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

・仙台・ 新潟 ・富山・ 金沢 ・筒井

取締役社

底 大

電

東

京都

札 幌

本

平庸城代表取締役

庖

所

支

出

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病院諸機械・ 給排水・衛生

省 三 商 宿

駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7 6 区

東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

西 区 土 佐 郷 I通 大 岡 ピ ル 714 号

大 阪 ⑭ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2 5 9 4

じ四 条 西16丁目 1務 i也 高 問 屋 ピノレ二階

札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ・③ 4 6 6 1

中区南大津通一丁目千代田ピル522号

中 局 13 1  7  6  6  

張

大

創 業

大正二年

株 式

会 社

東 京

底阪

信幌キL

名 古 屋 広

水道 ・衛生 ・暖冷房 ・其{也管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレー フ ドレイシ 製 造 販 売

(1日溺藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区j順慶町通一丁目四四? 存地

包括大阪⑫代表4496- 8 ・4993- 4務

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ 8 {rj '12号館 5 号

包話( 281) 局6505- 8務

金 沢 市 高 岡 町 三 五 屯 筋 金 沢 ② 2074

楠 井 市 城 之 織 下 町 一 o m附 細 川 ② 2436

高 松 市 二 番 了 九 ｭｬｦｬｾ 郎総② Ｕ Ｑ Ｙ Ｕ
岡山市大供松ノ木三八0 / - m館 岡 山 ③ 7047

庖本

所

所

所

所

魚

川

市

M

M

強

営

出

出

出

沢

井

M

H

山

金

福

高

岡

社

掘 通 1 丁 目 14 電話 441- 5171

名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

建 築 設 備 ・金 属 製 建 具

荷役運搬機械 ・環境衛生施設

化学 ・鉱山機械

機 工 業 大 阪 支

取 締 役 社 長 山 岡 熊 男

取締役支庖長 池田 英太郎

大阪市東区高麗栂 3丁目 1器地 包括大阪(202)代袋3071

本 庖 東 京 都 千 代 間 区 有 楽 町 1 丁 目 1 0 番 地

支広 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・礼幌 ・広島 ・仙台 ・7:';山 ・金沢 ・静岡

工 場 鶴 見 ・六 郷 ・中 山・ 高 槻

A  

コミ

衛 生 設 備

施

式

工

株業

n

H

 

ゴ

4

計

工

空 気 調

設

大 阪 市 西 区 土 佐

文 庖 一 一 東 京 ・

賀須

庖

装置・熱風乾燥装置

計 施 工

空気調和

設

所

牛

ム

庖

酌

U

七

回

凶

，
け

4

f

i

α
目

丁

υ

h

J

ー

6

「

1

2

t

t

支

九

J
m
引

叱

」

朋

れ

⑫

洲

原

川

Jα

阪

駅

い

噴

出

r
p

一

味

勺

大

噺

似

酌

判

(

町

4

4

@

央

市

基

目

阪

中

宮

市

丁

大

都

二

話

京

古

島

島

屯

東

名

広

ノ

ノ

建

式

社

株

会

給 ・排 水 ・衛生 ・消火・ 暖 冷 房 設備

Z5 西原衛生工業所大阪庖

斎 藤

庖 東 京

電 話

大 阪 市

匂 話

札幌市j

m話

名古屋市

包 話

大 阪 市 北区 中

本社及東京支庖

営 業 所

絡連

電話大阪⑮3531番

2  

大阪市大淀区中沖南通 4 丁目 44
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躍 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

晃 商

道

設

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・水

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施

設 計 施

A

Q

宮株式会社

本 社

支 庖

工

大 阪 市 北 区 宮 田 町 16 代表 ( 341) 7  0  3  1  

(201) 7751- 3  

(  74 )  1  1  5  8  

( 97 )  1  8 2  0  

( 2  ) 1 5 9 6  

5 0 9 8  

( 2 ) 4 5 3 7  

東京間i千代田区小川町 2 丁目 l 桧ピル

福 岡 市 安 巴 町 22

名古屋市中区新栄町 2 丁目 1

福 井 市 宝 永 上 町 1 0 5

松 江 市 東 本 町 4 丁目 147

広 島 市 紙 屋 町 8

出張所

社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 姻 1丁 目62 包 括(441) 代表2613 ・代表9431

出演所東京都北区上十条 1丁 目10 m 結 (911) 3  9  4  1  

名古屋市中村区牧野町l の6 電 話 (5 4)  0  9  6  6  

神戸市生田区北長狭通 7丁目 l の 1 電揺( 4 ) 1778 ・必86

広 島 市 中 町 2 番 地 の 4 電 話 ( 2) 7575 ・7588

..0.. 

';Z:J;' 式業 株エ田山

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市 北 区中之島 Ｔ ＭＳ Ｙ 電⑭ ＶＶＷＱｾＵ

東 京 支 宿 東京都港区芝浜松町 2 ー 7 1!l (431)  7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 庖 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③5374.5969

仙 台 文 広 仙台市元寺小路( 五城ピル) 電② 8061・@ 9261

名 古 民 支 庖 名古屋市中区東防町 6- 5 電 @12 70 ・1484

広 島 文 盾 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電 @ 7  9  4  9  

偏 向 支 庖 沼 岡 市 薬 研 町 3 電 @ 0788・@0296

生

置

暖

社株式会社

ふ

宮
株式会社

庖

本

支

神戸出彊所

仙台出頭所

温湿度調整 ・緩冷房・換気給排水・衛生被 備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 属

大 阪 市 北 区 間 町 30 'l U話大阪⑪ 1o読まな私。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 - 10 

電 話 ( 281) 2  6  3  1  - - 5  

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ① 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市 川 繁 雄

京都市中京区両替町通リ姉小路上ノレ

電話@ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大阪市北区天満縞筋1-37(天満橋北詰)

電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503・3665

津 市 栄 町 2 - 111 電 話 3 6 1 0

代表取締役

⑥ 

社本

大 阪 営 業 所

四日市営業所

津 営 業 所

暖 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二丁目一審地

電話大阪⑩ Ｓ ＳＹ Ｑ ｾＵ 悉

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九若手地

電 話 ( 351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 番

神戸市生悶区下山手通八T 目三三 電話元町0 3035番

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 話 ③5136骨

仙 台 支 J; s

名古屋出張所

暖 房 ・冷 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

熱 工 業 株 式 会

取締役社長 嘉 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ノ レ 六 階

電 話 大 阪 ⑩ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2  5  

( 代) 9851  ｾ＠ 9 ・9951 ｾ＠ 9  

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ j

電 話 東 京 (291) 8  0  0  2  ｾ＠ 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

社嘉

京

大

大

'匝

@  暖冷 房 空 気調 和 環境衛生 工事 一 切

設 計 純 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 閏 正 郎

大 阪 市 北 区 万 才 町 50 北大阪ピル

電 話 大 阪 ⑫ 8 6 7 1  

東 京 支 庖 東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 (866) 5 1  5  Ｖ ｾ Ｘ ・ Ｒ ＵＹＴ ・ ＰＴＰＸ
名 古 屋 市 中 区 域 代 町 7

電 話 @ 4  6  9  0 ・ 3 5  2  0  

営業所・出張所 下関 ・金沢 ・藤沢 ・新潟 ・八幡 ・京都

名古屋支底

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール ・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営* 所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 (大 ピノレ)

電 大 阪 代 ( 441) 8  6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同ヒソレ)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 遼 絡 所 福 岡

出51所

冷房・暖房 ・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

本社・工場

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

電 話 ⑮ 2 8 0 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 1 3 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

3  

所

*  

営
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

電 気 工 事 設 計 施 工

社

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

匂 語 大 阪 ⑫ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 1

電 話 (481) 8  6  2  1  ｾ＠ 4 ・3 5  7 3  

名 古 屋 ・札 幌 ・旭 川 ・福 岡

A

今

宮株 式

.f::= 

ヌL浅 海 電

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 六 九

電 話 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 務

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 二 丁 目十二

電 話 ( 551) 8 ‘ 3 3 0 ・8 3 0 3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

ｾ＠式株

.t:::= 

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業営

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工
電 気 工 事 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社
社

. 6.  

コ::s;式株業エ原菓

騰村今取締役社長

英

一

吉

田原栗取締役社長

大 阪 市 北 区 i悔 ケ 校 町二五番地

包話大阪代表⑭ ＸＱＳＱｾＷ

東京都港区金杉町二丁目十三若手地

名 古 屋 ・ 新 宮 ・ 御 坊

社本

大阪市北区永楽町 8 番地 ( 日産生命館〕

む話大阪⑪代表 ＱＲＳＴｾＹ

支 社 東 京 ・ 名 古 屋

出強所 舞鶴 ・広島 ・八幡 ・福岡 ・富山

東京支庖

営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

商

郎

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁 目 4 番 地

全国燃料会館 607号室 電話東京(541)7464 

大阪南北海道・名古屋 ・四日市 ・福 山 福 岡

. 6.  

コヨE

..t:::= 
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+
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本

支

墜

温

度

フ

一

割

刷

出

出

B

-

・
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叶

京

阪
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動

助

沼
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品
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編
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社

事

エ

式 会

博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島 三 丁 目 三 朝 日 ピ ル 6 階

電 話 大 阪 ぬ @ 9 5 3 1 (大代表)

営業所 大 阪 市 西 区 土 佐 掘 通 リ 四 丁 目 八 番 地

電 話 大 阪 局 ⑪ 5 2  0  1 番( 代表 ) - 3

出強所 京 都 市 右 京 区 西 院 今 fll 町 六 番 地

電 話 京 都 局 @ 3  4  8  1 番

エ

施

株

本

気一

山

気

計

取 締 役 社 長

電

設

電陽朝

社

電 気 工 事 設 計 施 工

宝 電 機 株 式 会

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 岡T五 o ( 笠ピル 三 際 )

: 官 お (312) I  4  7  I  ( 代)

支 山 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 堀 四 丁 目 十 哨I悶ピル三階}

1'u r. ili (551)  5 5 9 0 - 2  

営 業 所 名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 需 地

i ' ( ! 話 (98) 2 3 6 - 7  

小 松 市 符 津 町 才 四 四 ノ 三

包 括 ( 禦棒) 2 3 7  

1  0 m市 三 室 町 七 丁 目 三 六 九

タ

木

電気工事・設計・施工
電 気 工 事 設 計 施 工

取締役社長 猪 飼 幸 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 辺 9 丁 目 72

匂 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

東 京‘ 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

m 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社
A

G

2

 

式株

.f::= 

ヌL電本中
社

. 6.  

ｾ＠式株

..t:::= 

ヌL電東;工

日月正本中取締役社長

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 話 大 阪 ( 931 Ｉ代表 ＷＳＴＱｾＵ

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 IUJ 三 丁 目 一一三

宿 諾 ( 931 ) 2  1  9  3  

社本

社

本

支

機器工場

資材倉庫

出議所

4  



電 気 工 事 設 計 施 工

メ 株 式 会 社 三 興

取締役社長 坪 井 大

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠 IIIJ 50 ( 堂ピ/ レ 7 階〉

電 話 ⑩ 2 1  3  8  ( 代) - 9  

支 広 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 3 丁目 2 番地

電 話 @ 1  4  7  8  ( 代) - 9  

出 張 所 堺 ・ 下 関

社

大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 - 1 3 (941) 0 9 7 5  

名古慶営県所 名 古 屋 市 消 線 区 刷 悶 i且 l 丁目 (88) 2  7  0  3  

塁塁 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 出 張 所

大阪市東区高麗橋二下回九 野村ピノレ五階

電 話 大 阪 ⑫ 4 2 5 7 - 8 番

リグノイド床・床材料

製造・販売・施工

福 屋 工 業 株 式 会 社

本 広 大阪市西区南郷江上通一丁目三一

電 話 大 阪 ⑬ 3 4 2 6 - 7

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

屯 話 大 阪 ( 202) 0  3  2  5  - 9 務

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規絡表示工場〉

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 束 之 ! l IJ

包 括 大 阪 ⑭ 6531 ( 代) - 5  

支 后 名 古 屋

出 張 所 東 京 ・岡 山 ・l'守 司

エ レ ベ ー タ ・コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー ト ぺ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 働 製 作

θ - * 工レベータ工業株式含社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 僑 筋 6 ( 天大阪急ピル)

電 宮舌 ( 351)  4  9  ｾ＠ 7 代 表 7 0  7  1 交 換

東 京 営 業 所 東 京 都 台 東 区 長 者 町 2 ー 7 Ｈｾｲ ＮｬピルＩ

電 話 ( 831) 7949直 通 ( 866) 5276交 換

東 淀 川 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 小 松 中 通 5 - 6  - 2  

電 話 ( 381) 0  3  6  3 ・ 4 5  8  !l 

a 勺 商 月 報 無 料 送呈

令 井 田 商 事 株 式 会 社

大阪市i鎚区西円手町一0 一七番地 淡町駅貨物八号門前

古 (562) 0  8  0  O.  0  8  0  8  - 9  

+ム
4

4

a

 

事

工

ふ
一
品

臣

官

式

J

一

J

防

配

サ

E

畷

熱

種

i

b

h

r

司

冷

防

各

設

が

V

エ

産工熱冷・本日

特約販売・工事庖

東洋キャ リア工業株式会社

東 洋 ゴム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パッ キン グ製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

販 売

各種保温保冷材料

各 種 冷 暖 房 機 器

冷凍機 ・石綿製品

各 種 樹 脂 加 工 品

取 締 役 社 長 石 川 良 興

本 社 及 大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 期 通 1の16 (石川ピル)

lli 縮 大 阪 (441) 2295 ・4167 ・必46 ・1761

九州支社及長崎営 *所 長崎市茂虫町13番地 包 括 ( 4)∞92 ・ω08

営 黛 所 及 出 損 所 広島 ・福岡 ・小倉 ・大分 ・徳島 ・舞餌 ・東京

5  



アルミニウム 東 京 カ ー テ ン オ ー ル 工 業 株 式 会 社

( 旧社名東京鋼板工業株 式会社)

ス テ ン レ ス カーテンウオール 本社及工場

大 阪 支 底

名古屋支庖

福岡出張所

ブ ロ ン ズ

雨 水 漫 入 剥 落 防 止

iE ナ 耐 震 耐 風

出 ニ 安 定 軽 量

医 ワ

査瓦

吉 本朱

望 式

露 A

刷。 言云

霊 宇土

ナニワ鰻匂12買

3 寸縁旬配最適軽量水止付( 空葺) 瓦

掲筆・綾'ff..-t ューム苦

ベンft-?ー'v.シわし

曾

τ

れ

商

抗

日

宰

一一

三

畑肘

諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水 ・ゴーレジン樹脂防水

製 造。販 売。立 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 下 謙 治

本 社 大阪市* 住吉区田辺東之町 3ー 1ω 電大阪 8 9 0 8 6

営 業 所 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3- - 54 電 大 阪 @ 4370 ・67ω

.Ll I妓所 広 品 市 比 治 山 本 町 1 1  8  0  ; J I 広島 o 4  9  6  7  

11. 1')1 < 所 東 京 都 新 宿 区 花 開 通 4 6  i ! i 東京 (351) 5298 ・5264

P  A I NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 詰 負

株式

会 社 塗 装 庖林

TEL. 大阪 @ 1756- 7・東京 @ 1335 

6  

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0  0  0  

電 話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 市 北 区絹笠ゴ汀1 8 番地( } R 略 ピ ノレ 3 階)

電 話 ⑪ 9 1 5 4 - 7

名古屋市東区久屋町5の9 ( 住商 ピノレ) @  2578- 9 

福 岡市橋 口 町15番地 の1 (サ Y ピノレ3階) @8825 

特 許

松 平 式 白 蟻 殺 滅 予 防 所

奈 良 市 南 城 戸 南 方 町 28 電話奈良 4 0 9 8

( 平日 移転先〕

奈良市登大路二番町 (博物館前) 電話奈良4098

出張 所 奈 良市春 日町尾 団 組 内 電 話6011 ・6012

本 部 高 知 県 宿 毛 市 宿 毛 IHJ 2 6 3 9

. . . の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板

世 帯 オ シ

九娘夫J t . ll

美 猿 ， 、 本 "

'1 Z 'ム' t "1 ｾ＠

叉- J て- : 1: ョイナー

⑥ 
+ム

4
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株
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一
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|  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア ト

.. 
株式会 社 鈴 木 シ ヤ タ 商

. .6.  

ｾ＠ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 包 話 ⑪ 0098 ・5837 ・8729 ・6810

北陸営業 所 金 沢 市 長 田 町 1 1 9 電 話 ② 2 2 8 7  

⑪去を 1U! ま窯業商底

大阪市西区靭本町 2 丁 目 98 市電糊爾通り電停前

電話大阪 ・ ⑭ 8 4 6 7 - 9 番

メ タ ル フ ォー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商 会

大阪市西淀川区野県町1231 阪神肉道 野 史 笛停前

製 造 元 東京チンヒッ ト商会 ffi 大阪⑪0417・4091

吸

音

テ

ッ

ク

ス

色

匂

o

u

劇

U

弾
一

種

売

広

創

刊

ω

各

随

n

p
、
芳

則

山

ボ

働

動

d

u

回

日
明

ツ

胸

併

吉

川
耽

耐

鴻

多

額

ゴ

工スロシqィ11

tI:J 合z-l ，

涜し台・調理台

笹亘豆函忌

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電話 (531) 1003- 5  (541)  8731- 3  

つ ね な り す た じ お

一本 社 神戸市生田弘区R一3先述問ノ一一英和一ピル 一 E  

T E L 神戸 ③ 0 8 8 1 - 3  

建 築 写 真

支 庖 大 阪 市 北 区MI 笠町五O 堂ビル 5階

T E L 大阪 (312) 2  0  3  1  - 4  

出張 所 岡 山 市 内 fIl 京 町 1 5 8  

T E L  岡山 ② 5  1  8 9  大 阪 市 東 区 北 浜 ・屯 ⑫ o 1  4  1  

7  



第 一 期 新 設 工 事 完

F ル ミ ザ り シ

種 自

レ デ ー メ ー ‘ ド

イ ー ジ オ ー ダ

ス ペ シ ア ル オ ー ダ ー

( 型 材 神 戸 製 鋼 所

［ぎや さ ｾ｟ ｗｭ ぽ Ｑ 大隊殺

面の厚紙てeへ リ

折り被覆した強

靭で美胞な新し

い耐火 ポード

EN. M! 聖書

8  

石 膏 ラ ス ボード

を下地にすれば

和洋壁が 3 - 7

日で出来る

石舟ラスボード

タイガートーン

ア ー ト ボ ー ド

秋t日杉耐火ボー ド

場

生 産 能 力



何よりも安心できる 年 限 仕 様

〈ぬ

地区 組
メ回弘、

員 名 f主 所 電 2舌

( 株) 久 f呆 商 g  
大阪市北区其砂町 5 大阪 (341)0207- 8・4836- 7

近
( 株) 木 下 謹 三 商 庖 大阪市西区江戸堀南通 5 ノ35 大阪 (441}5408 ・5486

( 株) 弁 上 浄 夫 商 庖 大阪市西区江戸堀下通 1 ノ 7 大 阪 (441}8531- 5  

( 株) 大 和 商 ｾ＠ 大阪市南区高浄町 4 番丁73 大 阪 (631 }6221- 4  

( 株) 石 国 E主 キオ 庖 大阪市東淀川区元今皇北通り 1 ノ31 大 阪 (301}6340 ・3505

B自

内 外 工 業 株 式 会 社 大阪市阿倍野区旭町 1 ノ51 大阪 (631}3434- 6  

旭 化 建 工 業 株 式 会 社 大阪市北区茶屋町38 大阪 (371}6555- 7  

H頃

日 本 波 音 工 業 ( 株 ) 大 阪 支 底 大阪市北区笛田町40 大 阪 (341)  1804 

不

石 井 建 材 有 限 会 社 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目 神 戸 ⑤2140 ・2697

同
( 株) 中 出 商 ｾ＠ 神戸市兵庫区上沢通 6 ノ 9 神戸 ⑤4630

)  

タ ア

，ミ

ヤ γ  商 庖 京都市下京区四条大宮南入学校前 京都 @l 468 

田 島 応 用 化 工 ( 株 ) 大 阪 出 張 所 大阪市西区京町堀 1 ノ74 大阪 (441) 5951代 表

E匝 岡 田 建 材 株 式 会 社 名古屋市西区西菊井町 2 ノ12 名古屋@ l 057 ・0121

( 株) 名 主主 商 ｾ＠ 名古屋市中区宮出町41ノ 2 名古屋⑫1329 ・2817 ・2106

海
高 橋 建 キオ 底 名古屋市中区材木町 1 / 12 名古屋@ 3295

;jt; ， 

北 川 工 業 株 式 会 社 金沢市西側 町 8 金沢笹) 4552- 3  

北 川 工 業 ( 株 ) 富 山 営 業 所 富山市奥田新町23 富 山② 2218 ③ 1014

北 川 工 業 ( 株 ) 福 井 営 業 所 視弁市大和中町70 福 井 ②4532

陸

( 株) 島 工 務 庖 高岡市大坪旭 町 2 丁目 32 / 1  高 岡 2463

( 株 ) 小 島 工 務 庖 富 山 営 業 所 富山市神通町 3 区 1003 富 山 ②8221

中

青 盛 建 材 株 式 会 社 広島市鉄砲ー町 108
中 ②12281 - 4  

青 盛 建 材 ( 株 ) 岡 山 営 業 所 岡山市東田町 3 岡 山 ②7911 ・8169

国

( 有) 聖子 醤 商 庖 岡山市内山下30ノ10 岡 山 ②4272

( 株) ;兵 原 重量 再調 底 尾道市吉和町新 浜 尾 道 2760

四
( 株) 浜 原 重 量 商 底 防 府 支 庖 防府市大林寺 防 府 ②3611- 2  

国

古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 高松市宮脇町960 高 松 ③5034

i E 和 商 事 株 式 会 社 松 山 市 1 番町 21 松 山 ②8161- 5  

九
l' l 盛 建 材 ( 抹 ) 福 岡 営 業 所 福岡市万行寺前町 14 東 ③ 1225- 6  

g ， 稲 工 業 株 式 会 社 長崎市大橋 町 138
長崎( 4 ) 1726

'略
L一一高一一一 稲 工 業 ( 株 ) 小 倉 営 業 所 小倉市西本町 2 小 倉 前i)6177

建設省阪建22号認可 出 資 金 600 万円

星
西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 -- 7  4  

東 京 連 絡 所 東 京 都 千 代 間 区 神 田 岩 本 町13 ( 田島応用内)

北 陸 ・東 海 ・近 畿 ・中 国 ・四 国 ・九 州

T E L ⑪ 代 表 5951

T E U(部6)代表 .6101

9  
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部

雨 の 多 い 日 本 に は … … …

雨 仕 舞 の 良 い 気 密 な 窓 を

錆びない・軽るい・精度が高い

三

本 邦 最 初

(8 4 5 モリブデン

ステンレス製)

是高性能 ・経済的・安全な

(暖 房 ・ 給 湯)

営 業 品 目

オイルバーナー

瓦斯熱風暖房機

軽 油 ポ イ ラ ( 銅 水 管 製 )

重油全自動ポイラ

( 水管Z; 77決)

号ロパす瓦斯ポイラ

軽iln全自動ポイラ 豆油全自動ポイラ
瓦 1祈 ポ イ ラ

N O . K 2 0 0 'l '1  

( 銅水管製)

( 型録贈呈)

笠松工業株式会社

本社工場支援詰2E区大友許 l-2 電量( 吋口8 1  



← 

一一
一

一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一

一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一一
一一
一
一
一一

一
一一

-
d盲 目 昌 志λ

F  

鉄筋コ ンクリ

( 法 定 不 燃 材 ・ 軽 量 石 綿 耐 火 板 )

ア叉 ｾｉｘ ト ＷＢＱＱＱＧ 【
フ ァ イ ヤ ボ ー ド は 今 般 英 国

ケ ー プ ア ス ベ ス ト社 と の 技

術 縫 携 に よ り ア ス ベ ス トラ

y ク ス と 改 称 致 し ま した。

完 全 耐 火 性 ・軽 量 ・吸音・断熱性 ・

永久不変性 ・木材と同様の加工 性

トムレ ' vI TX

線ｾ
日 本 ア ス ベ ス ト 株 式 会 社

本 社東京都中央区銀座西 6の3 電(572)ω21 ・ω 31(代)

大 阪 支 底 大 阪 市 南 区 塩 町 通 4の2 5 竃船場 (251) 5.4  91 - 8  

名古置支底名古屋市中区下前樽町 117 電 繭 (32) 6 5 9 1- 5

九州主庄禍岡市農院大通り 2の8 1 電福岡 (71) 1747 ・2827

tl血提出費所 札 悦 市 北 四 条 西 2 丁 目 電 ( 2 )6472 (  3  )0520 

ト節杭

特 徴

1 . 松丸太杭より遥かに堅固で安い

一一工費節減一一

2. 逐綴・打込とも簡単で工事迅速

一一ー施工容易一一

3. 理想的なフリクション・パイル

-→蛸E優秀一一

4. 充tJ糊に依る地盤の更正

株式会社 武 智 工 務 所

取締鉄社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ー 11 (1キ i也筋) 旭浮ピル 3 階

電 話 ・ 大 阪 ( 202) 3233 ・3234 ・3928番

株 式 会 社 坂 本 組

取締役社長 坂本清五郎

償 浜 市 鶴 見 区 羽 田 町 2 ー 71 .刑一山【、

電 話 鶴 見 ( 50) 3506 ・3195 ・4735 ・4171 、品"'''''''l<'=''

=  

-

=  

=  
=  -

5 三

-
=  -ｾ＠
E 三

ｾ＠

一炉ー-ー

一

11 
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西 日 本 規 格 サ ッ シ ( 株)

大阪市北区神山町26 (富国信用ピル) (361)  6  5  0  1  

朝 日 建 材 工 業 ( 株)

高 松 Tli 木 太 111] 洲 端 2169 高松 (3) 3181 

掴 サ ッ シ 工 業 ( 株 )

大阪市城東区野江西之I l IJ l ノ44 (931)  3  5  6  1  

尼 鉄 建 材 ( 株)

j己 崎 市 西 向 島 町 2 7  0  (401)  6  3  0  1  

( 株) 石 居 工 業 所 大 阪 営 業 所

大阪市北区迄松町3- 23(新老松ピノレ) (361)5965 

( 株) 岩 住 鉄 工 所

尼 崎 市 守 部 字 下 河 原 1 5  (401)  6  7  5  1  

栄 進 鋼 業 ( 株)

大 阪 市 城東区野江西之IIIJ2- 2 (931)  8  2  6  1  

( 株) 栄 進 社 大 阪 営 業 所

大 阪 市 大 正 区 南 恩 加 島 1 (551) 1  7  1  8  

大 阪 機 工 ( 株)

大 阪 市 大 淀 区 豊 崎 西 通 1ノ4 (371)  0  6  6  4  

大 阪 建 材 工 業 ( 株)

堺 市 松 屋 町 1 ノ 6 (022) (3) 5241  

( 株) 大 阪 鉄 工 所

大 阪 市 西 区 本 田 町 1 ノ 4 4 (531) γ 2 5 4  

大 阪 理 研 工 業 ( 株)

登 中 市 大 字 洲 到 止 3 5  9  (391)  0  6  6  1  

加 地 シ ャ ツ タ ー 工 業 ( 株 )

大 阪 市 生 野 区 中 川 町 3 ノ 15  (731) 1  0  2  0  

川 鉄 建 材 工 業 ( 株)

神 戸 市 東 灘 区 魚 崎 町 魚 崎 神戸 (8'5) 4343

( 株) 関 西 鋼 業 製 作 所

大 阪 市 城 東 区 野 江 中 之 町2ノ5 (931)  6  0  4  5  

(株 ) 建 鋼 社

広 島 市 中 広 IsJ 1 0 0 2 広島 (3) 7293 

三 機 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市城東区高麗橋3ノ1(東綿 ピJ レ) (202)  3071 

昭 和 鋼 機 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区 flll11l J 3 - 155 (471) 6 0 5  1  

田 中 工 業 株 式 会 社 大 阪 出 張 所

尼 ケ 崎 市 南 竹 谷 P 1J 2  - 8  9  (401)  6  3  4  1  

( 株) 高 橋 サ ッ シ ュ 製 作 所

新 居 浜 市 中 村 字 西 松 木 223 新居浜 5 1 1 1

大 建 サ ッ シ 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之町 1- 12 (931) 33 5 1

谷 山 鋼 機 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 田 横 堤 町230 (931)  7  1  9  1  

中 国 理 研 サ ッ シ ユ ( 株)

広 島 市 舟 入 幸 IIIJ 6 1 2 ノ l 広島 (3) 2081  

東 京 鋼 板 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大阪市北区絹笠III J l 8 ( 衆暗 ピJ レ) (361)  9  1  5  4  

( 株) 中 本 鉄 工 所

大 阪 市 福 島 区 海 老 江 下 2 ノ74 (451)  6  5  7  3  

浪 速 建 材 工 業 ( 株)

大 阪 市 城 東 区 荻 田横 堤 町41 (931)  1  1  7  1  

日 本 建 業 ( 株)

大阪市北区木幡町33 ( 木幡 ヒワレ) (361)  4  9  4  1  

日 本 建 鉄 ( 株) 大 阪 営 業 所

大阪市北区堂島上2ノお( 毎日産業 ピノレ)( 361) 6758

日 本 ス ピ ン ド ル 製 造 ( 株)

大阪市 東区 備後町 3 ( 綿業会館) (231)  7  9  5  8  

( 株) 汎 建 製 作 所

大阪市此花区酉島町3の15 (461)  2  9  0  3  

不 ニ サ ッ シ 工 業 ( 株) 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 淀 川 区御幣島中3ノ4 (471)  7  6  5  1  

( 株) 三 高 製 作 所

尼 ケ 崎 市 神 崎 五 反 問 2 8 0 (401)  6  1  5  8  

理 研 鋼 機 ( 株) 大 阪 営 業 所

大 阪 市 北区宗是III J l ( 大阪ヒソレ) (441)  8  6  2  1  

六 甲 工 業 ( 株)

大 阪 市 西 成 区 )I! . ! 北通 2 - 2  (632) 2  9  2  1  

社 団 法 人 目

[ I TJ ・ ｾｾｾ両 ｉ il :i ru: ，京芸品 .  日 本 サ ン 協 ふ … 一 一 l， uu.  - i l J 業 !IJ 三ヨ β ζ 口 ・

』ー
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Eコ 目

ア アサヒカラ コン ...・ H ・.. …… ・・ 16

アノレケ γ 工業kk . . . .… .. .. … .. 10 

浅海電気kk … … … … … … … .. . 4

kk 朝日工業社… ..…....・ H ・... 3  

朝日 石綿工業k k …・ ・…. .. .… 表4

伊奈製陶k k …・ ・・・…. . .・ H ・中挟

井凶商 事k k . ・………… ...・ H ・.. 5  

岩元工業k k …・ ・・・ … … ・・… 18

宇都 スレート 工業k k … 一 -本文

エパ レヂン工業所 - …- …・前付

kk 栄興商会… ・… … … … ・… ・3

オリエンタ ルメタル製造K K … … 中挟

小 ｾ 製 作所 ・……… … Ｎ ＮＮ Ｎ 本文

大阪機工k k … .... ... …・ … ・… 8

大阪建材工業k k …… . . . 一… 20

大阪 コンベス建材社 … … … .. 16

kk 大阪械 口研究所… ... . . . …・ 2

大阪石綿ス レー ト同業会 …… 18

kk 大阪電気l暖房商会一- … … 2

大ｼ側 ｕｾ 鍛 工業所 ・ 一 … ・… ・ 本文

大阪2農業セメント …・ ・ - 前付

大山j 応用化工業k k ・H ・H ・.. …… l

kk 奥村重兵術商庖・H ・H ・. ....本文

奥山化工業kk … .. … …… …… 19

総本建築事務所 ・… .. ..・H ・.. .. ..16

力 笠必工業k k .…・ . . . ………… 10

鹿野石灰工業k k . … ・・… ....... 6  

kk 川岸窯業 ・・・ ・…… … … ・・・7

粧 商 会 ・… … .. .・ ・… 前付

川口コ・ム工業k k … … … … … 前付

筒 井 kk . … … ・・ - … … … ・・17

関西暖房工業k k … …・ ・・・ ・・ .15

関西三星タイ ノレ会 . ....・ H ・.. . 表4

工必fE気k k . . ……… … ・・ .... 4  

kk 久保商庖・…・・一. .. ... .・H ・.. 1  

クマ ガイ工業k k … … ・・・… 前付

栗原工業k k … ・・・・ ・・H ・H ・...... 4  

黒川金物 ..... … … … ・ ・・・ .14

k k 建材社 ・・ ・… … … … … ・2

江東電気k k … ・・・ ・・… ー・・…・ 4

合同特許建材工業k k .... .. … . 6  

kk 金問IJ 商会 … - …・ ・……. . . 7  

サ サルコ ンタ イ ト … ー…. . . . . 中挟

斎久工業k k .. .. … ・…・・… ・ 2  

k k 斎繰省三商庖 ... .. … … ・・… 2

次 (悶

三栄建材工業k k … ー… ・・… .. 15

三機工業kk … ー… . .. . .. . ……・ 2

k k 三幸商会 . . . … …… .... .. .. .. 6  

kk 三晃商会… … ・・… .. … 一… 2

k k 三興社 一. . . … … ー… H ・H ・. 5

三宝電機k k … … .. .. … … ・・・ 4

三和 ν ヤッタ ーk k ... … … … 前付

敷島金物k k … ……- …. . . 前付

事fi 錦建設工業k k …・…・・… …本文

k k 新興建材工業所… ・… … .14

新日本電機 .. ... … … … ・・・本文

昭和銅機- ・・…・……- … .. .. ..17

須賀工業kk . 一 - …. . .. ...... .. 2  

鈴木 V ヤタア商会 ……. . .・H ・.. 7  

住友金属工業k k . …・ ・・・前付

夕 田島応用化工k k …… …… ・・ 表2

闘中工業kk ...... 一. . . …… l  

kk  f8

'

J" 風呂 製作所… …・ ・・・ ・… 17

出辺工業k k 田・… … … ・. . . . …本文

谷山製作所 ・・ ・・ ・・….. .・ H ・本文

第一企業k k … ・・…ー … ・… ・… ・3

第一工業k k .... . … … … … 3  

大祭熱工業k k ..… .. .....・ H ・.. .. . 3

大元工業k k …・ー - 一- ・. .... 本文

大 日本硝子工業kk . … … … … 18

大 仏 組 … ・… ... .・H ・-… H ・H ・.. 5  

高砂熱学工業k k . . . . . …. . .・ H ・.. 3  

kk 武智工務所… ・・・・本文 ・11

淡 陶 k k ... … … …・・・・挟込

中央電気工業k k … ー・ ・・・ ・・・4

斜陽電気kk . . . . . . …一…… … 4

つねなり ・すた じお - …. . . . .  7  

東光電気 ... ... .. . ・・・・・・・…- … 5

東京カ ーテンオ ール工業kk ... 6  

東洋キャリア工業kk .... .. ..・ ・3

東洋陶磁kk .. … ……・・ ・…… 前村

東洋 リノ リューム k k .. ー.... Jii J付

東洋シャッ タ- k k …・・…・ 白目前付

ナ 内外工業k k .. .. ・・・・・…… … 16

内外建材 k k .… … … …・. ... . 本文

中本電気k k …・ぃ ... … 一 … 4  

浪速合板 .. . . . . . … … ・…・… ー6

浪速建材工業k k .... .... ・・・・ ・ー19

日本アスベスト…ー. . . ・. . . …・ 11

日新工業k k .. .. .. . ・… … … 中挟

日米ブラ イン ド・・ ・… ・・ - 本文

日本アスファノレ ト

防水工業会関西事務所・・ .. . 前付

日本エレベータ工業k k .. .・・ 回一. 5  

日本管工業kk …・・・ …・… .. ... 3  

kk 日本金具製作所 ・・…- …前付

日本鋼管 ・ー… … …… 前付

日本サ ッν 協会関西支部 … ・・・ 12

kk 日本ジヤ ッター製作所・- 表3

日本セメン ト防水剤製造所… 表3

日本綜合防水k k .… … .."... 前付

自本 ドアーチエY ク製造K K … ・・・中扶

日本熱学工業k k …・・ ・・…・・ぃ ー 3  

日程化学工業k k …… … ・… ・・ 前付

西日本アスフア ルトゆ業協同組合・・・ ・ー 9

k k 西原術生工業所… ・・… …・… 2

ハ k k 林塗装庖 ・…. . . . . … -・・ ・・6

kk 平川鉄工所・… … ー・ … … 前付

平田タイ ノレ・・… … … … ・.. .... .. . 7  

広瀬ハウス ・・・… … … ・前 付

フタパ黒板・・ ・・・ .. ...... .. .. .. 17  

二葉屋装備工業k k .… … ・…・ ・・14

福屋工業kk . ・… .... … ・・・… ・5

平和工業k k .... .... . … ・・・…・… 17

マ 松平式白蟻殺滅予防所 ・……. . 6  

k k 三高製作所 ・… ・・… … .. .15

三菱商事k k … … … ・……・ 一中挟

三菱レイヨ ン … 一 一 … ・・前付

美索工業所 ・…・… 田・・一...・ H ・- 本文

水谷ペイン トk k …… ・田・・・…・木文

水島商庖 .  .  .  .  .  • .  .  .  .  .  • .  .  … ・前付

k k 室谷商活 … … … …・ ー・.. . … 7  

森井電業k k . 一一. . . .... 一. . . 4

ヤ 八千代電設工業k k . … ・.. .... .. . 5  

八幡製鉄 .... . 一ー- … ・・・・ ・・前付

k k ヤマト電気商会一一 ・..… . . . 4

矢橋大理石商庖 … ・・ … …. . . 5  

山田工業k k . . . …. . . .  … ・・… … 2

山本窯業k k .. ……. ... .  ・本文

k k 山本建材社…・ … … ... 前 付

k k 油脂化工社 .. ・… ・…・ ・… 表3

k k 吉田芳雄商庖………. . . . . . . 7  

吉野石膏k k .. .. .. .. .. .... …. . . .  8  

k k 寄木商会ー・・… ・・・ … ・ー・… 15

ラ 理研鋼機k k .... .......... .. . … … 3  
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二 葉屋 装備工 業株式会社

(i1IJ ':!I: λ; 疋 7 i r.) 

取締役社長 若 林 繁 ?? 

大阪市大 i定i ><.本 庄 川 崎 町 2 の 6

( 天六屯停西北 2r l

m話 ・大! 坂 町11 3321- 3 ・3630

月筒彰トeラ錠の決定自民ff

デ ラ ッ ク ス ( カタログ贈呈)

1品 種 住 宅 玄 関 ・事務所用、間仕切用、廊下通時用、遺構

せ る 1111仕 切 用 、 書庸用 、 学 校 ・荊院用、出口専用、

ピル玄関通路用 、 浴 室 トイレァト/ f j

2 材 質 ステンレス、砲金、 耳 抽、硬質アルミニューム

8憎 状 広 fJ J型. 同垂 型 、 問 簡 型 、丸型

ス タ ン ダード

用-
e

 

通下廊用切仕間用

ム

所

一

帯

品

事

ニ
ミ

型

開

ル

主

ア

角

宅

貸

住

硬

広

橿

賀

状

晶

材

陣

1

2

3

 

黒川金物株式会社

本 社 大 阪 市 南 区 高 泊 町 1 0 番 丁 l 9 番 地 T E L 代表@74回 - 4 即叩

智 章 所 東京都江東区深川 iWi世町2丁目 9番 地 T  E  L  (6. 1)  7  2  5  0  

工 場 議 良 県 北 宮 崎 邸 骨 芝 町 署IJ 所10副暑地 T E L  ( 下回) 1  0  9  

- 優 美 な繊 維 の 京 壁 材 一 一 炉

新 日 志 望 4  - 繊 維 の 床 砂 材 … …

一 一
『一一一一一

- 塗 り つ け る織 物 壁 材 一 一 炉

R ピロ〉壁

I  壁
‘ 守一一・ パ J レフω 同 本 挫 収 量 芝府 齢= ニーE E --ー

ー

..  

- 近 代 的 な 趣 味 の 壁 材 一 一 砂

ωす" ) ' かベ'

瓢ω=すぎかべ'
4 一一・ 吹 付の で き る 京 砂 壁 材

事日

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所

本 社 大 阪 市 西 局 区 内 四 ツ 橋 電話 大 阪 (54 1) 5756- 9

営 業 所 明 石 市 西王 子 町 1 丁目 3 9  電 話 明 石 5  8  5  2  

営 業 所 福 岡 市 西 唐 人 町 1 番 地 電 話 福 岡 ⑮ 7 3  7  3  
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臨孟孟王宮白羽

-E J  

凪

オペレーター

ドFサlンガー
す 崎 市 神 崎 五 反 田 2 8 0

阪 (401) 6  1  5  8 ・ 6 1  5  9  

尼

大

本 社 工 場

電 話

ナ イ ロ ン ベ ア リ ン ク ア 扇 の 開 閉 が 軽 快 .ゲ

t= ift ゅトビシヲ号

7 ロアーヒ= ，! 努

本J ?EPテストシュート

55 5  

三栄建材工業株式会社

大 阪 市 ' Uf 区紫矢柄 町一五一番地

大 阪 ( 741) 4655 ( 716)  0188 ・0189

徹 圃ポ ンデ ラ イ ジ ン グ に 依 る 完 全 防 銑 1111 1: ，¥，'， 

団自 ｼ叶転軸 ￬ｾｕ にナイロンベアリングを探ｊＫｉ し た耐久 ｧｩ｢
特

九
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媛冷房温湿度調整
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骨
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九一一一…"
• 

・・'" _-.一 . ・. . ・" " ・・・i ・・・
a

・""

各 種 送 排 風 機

設 計 製 作

開明暗主察側鍋

堺工場
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負

イサ

大 阪 市 東 区 検 堀 6 - 4 9  

電 話 ( 251) 373 1 ・3 Y 6 0

大 阪 市 浪 速 区 勘 助 田T 1  

i青

取

商

工

伝

M
r

，a
1

1

 

造

木

施

寄 木 ，
s占 床 板

フ ロ ー リ ン グ

プ ロ ッ ク

ベ ニ ヤ フ ラ ツ ゾ ユ ド ア ー

グ ラ イ ン ダ ー 床 自 I j

寄

株 式

会 社

営 業 所

1易工
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超 硬 骨 材 に 顔 料 、 薬 品 等 を 配 合 し た 粉 末 如lで そ の 他

水 線 上 金 銭 仕 上 げ の 為 特 に 伎 術 を 要せず、 色 ム ラ、

ノ 口 汚 れ 等 の豊丸点 が な い 耐 磨 粍 性 特 に 強 大 、 表 面 滑

らかで美し〈清潔、 耐水位にｾみ価格低廉でありま

す 。 ( 坪 当 り 材 料 代 ￥ 950) 仕 上 リ 厚 き 約 2 引4 霊皮

学 校 、 工 島 晶 、 病 院 、 事 務 所、 商 庖 、 ガ レ ー ヂ、 ガ ソ

リ ン ス タ ン ド 、 住 宅 の 玄 関 、 流 し 、 浴 室 等 に 最 適 で

あ リ ま す 。

( カタログ進呈)

製 造 発 売 元

ア サ ヒ カ ラ コ ン 株 式 会 社

大 阪 市 此 花区 四 ｾｴ￯ＧＺＧｾｬｬ 且田 ｔｬ Ｍ Ｓ T E L  ( 46 1) 3 5 9 4  

工 場 大 阪 市 此 花 区 四 賞 品 旭 町 1

N. G. C武

. G . イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

ュ D . M 38 番 責 任 施 工

米国パプコ. コ ンバ ウ ン ドアスフ アル ト 販 売

内外Z 業株式会結
脇 山 静 夫

，

 

、
.

.

 

N .  G . イン シュラ イ ト 断 熱 材 製 造 発 亮 元

E  

経 験 と ⑥ 技 術

ｹＮ ｣Ｎ コンべスＨリク ｉ ＧｉｾドＩ

大阪= 1 ; 〆べス建紛示主

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所 長 織 本 道 三 郎

( 1日絵本建築設計 々算事務所 ・絵本特殊構造研究所 ・合体)

東京都中央区日本橋かきがら IQJ 3 の2 屯話 ( 671) 臼43 ・7007 ・7062

， 

，

e

d
'
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Std吋ard

フ タ

標準 セメ ン ト防水材・特許ニ ッポン

特許ニッポシ防水液 ・急結液一号( 噴水急止〉

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニッ ポシ

施 工 指導並ニ責任模範施工

黒 川 化 学 工 業 所

( 国立大阪工業試験所創製) セ メシ l 防水材特許権笑

施工場

(大阪営業所) 北区芝田町六八位話大阪⑩7916

( 本社・ 工場) 神戸市灘区住吉町反高林1876 ・

神戸③2723

室 内 装 飾 級 車、舗 床 材 一 般

東リ内ーぺ句ト発

井 株 式 会

大阪市東区南久宝寺町四丁目( 心斎橋筋〉

電 話 大 阪 (251) 1  3  5  3  ( 代) - 6 

臼際、壁紙窓掛、鍛帳、

フE

宇土

-::::1::' 

7r:: 東洋リノリユームの
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，
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岩 元 式

スカイライト並官製ベンチレーター l
サ ッ シ ュ 、 ド ア 一、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オベレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

カタログ進呈

4

E占

4

4

・

4

宮

山

一川

式

前

寸

朱

駒

川

4

4

.

区

、

川

業

献

一則

E

阪

話

-

-

大

電

一

冗

柑

岩

(万二[ 域)
1818務長 サ 965明会網 入 光 り 波 型 ガラス

ラ イ ト 波 板 ・平 板ア ー 毛
が

チ

ー

ー

一
ダイ "  

• 
( 長尺物有)

大日 本硝子工業株式会社

( 硝子繊維強化ポリ エステ ノレ板) 各種波，す 法

製 造 販 売

⑧ 
大阪支底

本 社

， 
る い 暮 しX然£なも1泰子 aR

-

-

-勺

H

P

，

建築基準法定不燃材料

フ レ シ キ ブ ル 板

平 板 ・ 軟 質 板

パ ー ラ イ ト 板

孔 あ き 板

サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル

小 波 板 ・ 大 波 板

( 着 色 ・ 怖 板 他 )

各 種 加 工 品 あ り

委 し い カ タ ロ グ お 送 りし ます

東 京 都 中 央 区 銀 座 ワ ー3 朝 日 石 綿 ピ ルド 協 会

ト 協 会

ト ボ ー石 綿 セ メ ン

波 形 石 綿 ス 1 3 5 9 ・6 9 1 4

18 
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第 二 工 場

浪建式

アルミサ・νシュ・ドアー

スチールサI' J シュ・ドj ' -

シヤ ｉｾ ヲー・ ｩｴ ベレーター
lトカライジ川処理I揚械

一製造販売ーd ， 

創出山: 主

建 拶 濁3捌

建牧Z業様式会誌 ?回線代理屈 |  

本社、茨悶工場 大 阪 市 域 東 区 茨 回 械 I是 4 1  (931)  1  1  7  1  

野江工場 大 阪 市 械 東 区 野 江 中 之 町 一 丁 目 九 帯 地 (931) 6  8  2  4  .  4  6  3  5  

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木娩館ピル六号館 607号 室 電 話 東京 (541)4611"3¥

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンピル肉 ) 電 話 網 岡 @ 2462帯

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 結 大 分 1 3  6  6 帯

-
陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

Ｂｨ ＮｾＱ ト陪Ｚｭ帯
コーパータイト

特許奥山式熱工法. ( 令工法綜合防水層

奥山化工業株式曾紅

- 御申越次第カタログ進呈

19 



ｾ寸 ､

グf ノ

⑧ 大 阪 建 制I 業 顎

20  

本 社

名古原 Ｇ￬￰Ｇ ｾ 長所
東 京 事 務 所

金 沢 常 業 所

主21主?7司]5212: 22l 日 一

/  

/4.  

_.早 M

坤 』 市 総 局 阿 1 - 6  

名古屋市東区東新道関T 2 ー 7

東京都千代印区平河町 l ー2

金 沢 市 下 新 聞T 1  3  

、 山 ・ー

リ 出 iよ Jj( Ml ，r車券 ピ ル

T E L  ( 3) 5241- 9  

T  E  L  (97)  7  2  6  4  

T  E  L  (l )l) 1  2  4  8  

T  E  L  (  3  )3427- 8  
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第 11 号

建築 と社 会
第 4 3 輯

昭
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十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

を材

ω  

朝 日7 レキシ7/ LiIトド

建燃オミ定法宅f主ノレピσ〉て総

昭

和

三

十

七

年

十

一

月

二

十

日

印

リ
J

川

(

毎

月
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五

日

発

行

)

昭

和

三

十

七

年

十

一

月

廿

五

日

発

4

fぷ三

朝 日 石 綿 工 業 株 式 会 社

Ｎ Ｍ ｾτ ，＠ 、7236 代 表 - 9

大阪常盤所 大阪市北区神山町四六割I U重太匝 (341) 油 田 俊 附 噂 刷

本 社 東 京 銀 座 七

官 軍 所 東 京 、 情 浜 . 名 古 屋 . 陶 UJ ，続出} 浜、門司. 札 悦

工 場東京. 慣浜. 山製. 名古展、太阪、岡山. 門司. 宮埴

朝日スレート

事目目7ロベスト
吹 付

石 綿

三l o床枝

シタィ ＿ｰｾ、pζ 7)#

売

価タ テ ノ〈 ヤ シ 商

京，. ， m下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル

岡 田 建 材 株 式 会

名 占 雄 市 西 区 俗 本 町 3 - 8  

電 話 ⑧ 0121 ・2057 ・7464

。
。

，
。@

 

z
e
 

庖

社

部

金

百

八

十

円

(

送

料

共

)

株 式 会 社 名 建 商

名 古 島 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2

電18 @  1329 ・21(措

. 6.  

τ E  

2817 

日 東 物 産 株 式 会 社

本 社・ r.占 島 市 中 区 東 瓦 町 3 9  司m ⑧ 6 1 7 6 - 9

厳阜出張所・ 岐 山 市 竹 屋 町 2 7  可!8 ① 2201 '  2360 

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 社 ・ 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8 電 路 ② 2281 - 6  

岡 山 ・間 山 市 東 田 町 3 電 話 ② 7911 ・8169

福 岡 ・ 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  1It 18 ② 5 5 6 6 - 8  

③ 1225 - 6  

関西三星タイル会員

キ 華 式 会 社 木 下 謹 三 商

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 南 通 5 ノ 3 5  

電話 (441) 5  4  0  8 ・ 5 4  8  6  

商 庖

砂 町 5

電話 (341) 0207- 8  咽 36- 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 后

大 阪 市 西 区 市 極 江 大 通 l の 1 9  111 18  (541)  6161 - 4  

合名会社 利 倉 孝 商 庖

大阪市南区長野itli 筋2 ノ20 (i 且<<i 掛電停前)

明白附 (211)  0  5  7  1  - 4  

京都営蝶所 京郷市中京区i河l瓜町民川下ル 電 話 ⑫ 3 2  9  9  

和 泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 儲 筋 2 ノ 3 6  

需給 (632) 0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 庫 区 荒 田 町 1

電 話 ⑤ 2 6 9 7 ' 2 1 4 0  

庖

久 保

市 北 区 n

株式会社

大 阪

電 話 大 阪 (231) 9648 ・9649 ・9640

娠 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

ご 入 会 の お 申 込 は ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・

「建 築 と 社 会J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 震 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 


